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序章　後悔がなかった男の後悔







　未練や後悔を残した者には、転生の資格が与あたえられる。

　元の世界とはまったく別の異世界。

　そして生まれ変わる際、転生者には天てん賦ぷの才が与えられる。

　それは剣けん術じゆつ、魔ま力りよく、異能力、またはそれら全すべて……それらの力を用いて、前世の後悔や未練を解消することを目的とする。

　中には特別な才能などを望むことなく、恵めぐまれた環かん境きようの中でのんびりとした人生を望む人間もいる。そういった人間は多た忙ぼうの末、事故に遭あって亡なくなった場合が多い。

　大まかに分類すればその二択たくとなるが――




「俺おれを奴ど隷れいにしてくれ」




　転生を司つかさどってきた女め神がみは、目の前にいる男の望みを聞いて頭を抱かかえていた。

「えっと、すみません……私の説明は聞いていましたよね？」

「一字一句間ま違ちがいなく。要は特別な能力がもらえるって話だろう」

「ああ、よかったです。突とつ然ぜん転生やら何やらと、非現実的なことを言われて話を聞きき逃のがすという方はよくいらっしゃいますから」

　安あん堵どの息をついてから、女神は取とり繕つくろった笑え顔がおで再び問いかける。

「では、あなたの望みはなんですか？」

「俺を奴隷にしてくれ」

「だ・か・ら！　どうしてそういう話になるんですか!?」

　我が慢まんの限界に達したのか、女神は声を荒あらげ、目の前の男に指を突つきつける。

　対して、男は堂々たる佇たたずまいだった。

　吊つり上あがった口こう唇しんに、自信に満ちた力強い眼め。

　椅い子すの上で長い手足を組み、その姿と表情はまさに堂々たる佇まいといったものだ。その姿だけで、男が自分に対して絶対的な自信を持っていることが窺うかがえる。

「お前が望みはないかって訊きいたんだろ。ほら、俺をさっさと奴隷にしてくれ」

「……えーと、すみません。たしかに私もたまーに人手が欲ほしいことがあったりしますが、奴隷が欲しいとまで思ったことはないので……」

「俺も神様の奴隷なんざ御ご免めんだ。俺を異世界に転生させるなら、枷かせで拘こう束そくされているような、財産も社会的地位もない奴隷にしてくれって話だ」

「待ってください。なんかさらっと拘束プレイ的なものまで増やしてませんか!?」

「妙みような捉とらえ方かたするな。それくらい徹てつ底てい的てきに俺の地位を貶おとしめろって意味だ。地位も権力も財産も……何もかもゼロから開始してもらわないと困る」

　再度、女神は頭を抱えてしゃがみ込む。長く転生者たちを導いてきたが、自分を奴隷にして拘束してくれという人間がやってきたのは初めてだった。

　しかし、何かを察したように女神がバッと顔を上げた。

「……ああ、なるほど！　奴隷から始まって、隠かくされた才能とか秘ひめたる力で無む双そうするってやつですね！　いいですよ、うんうんっ。私がとっておきの能力を――」

「余計な能力でも加えてみろ。もう一度ここに来てお前を全力で殴なぐってやる」

「なぜッ!?　私は女神として至し極ごく真っ当なことを言ったのにッ!?」

　もはや目の前の男をどう対処していいかわからず、女神は目に涙なみだを浮うかべていた。

　それを見て、男はつまらなそうに鼻を鳴らす。

「余計な能力やら才能を加えられたら、俺の後悔を晴らせないんだよ。だから俺の前世の記き憶おくや身体機能、それらをそのままそっくり引ひき継ついで転生させてくれ」

「へ……？　まぁ、記憶保持はデフォルトですし、前世の身体能力をコピーして成長と共に前世の状態になるようにもできますけど……」

「けど、何か問題があるのか？」

「たぶん、簡単に死にますね。異世界なので魔ま物ものや魔ま法ほうもありますし、何も能力を持たずに行くのは自殺行こう為いとしか思えないんですけど……」

「そういうのでいいんだよ。それが俺の後悔を晴らすのに最高の環境ってやつだ」

　心底嬉うれしそうに笑う男を見て、女神は不思議そうに首を傾かしげる。

「あの……そもそも、あなたの後悔はなんですか？　あなたを一いつ般ぱん論ろんに当てはめるのは不毛ですけど、それでも便利な力があった方がいいでしょう？」

「なんだ、あんた女神なんだから知ってるんじゃないのか」

「ええと、女神って皆みなさんが思ってるほど高位じゃないというか、どちらかと言えば中間管理職みたいな立場なものでして……」

「知りたくなかった神様事情をありがとよ。強く生きてくれ」

　人間に同情されて落ち込む女神を他所よそに、男は転生するほどの深い後悔を告げる。




「俺の後悔は、自分の人生が簡単すぎたことだ」




　女神は言葉の意味が理解できず、顔をしかめながら尋たずね返す。

「……ええと、つまり順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな人生だったことが、あなたの後悔だと？」

　途と端たんに胡う散さん臭くさい視線を向け始めた女神に、男は笑いながら身の上を語る。

「なにせ俺は何をやっても上手うまくいく。自分がやると決めたことはどんなことでも叶かなえて思い通りに実現した。それまで、ただの一度すら後悔なんてしてこなかったくらいだ」

　ふざけたような言葉だというのに、男の眼はどこまでも真しん剣けんだった。

　男が自分の過去を想おもい返したことで、自信に満ちた双そう眸ぼうに翳かげりが生まれる。

「だが……死ぬ直前、それが『後悔』だってことに気がついた。今まで実現してきたことは俺の実力ではなく、俺の環境が他人よりも優位な立場にあったからに過ぎない、と」

　一度目を伏ふせてから、男は再び力強い笑えみを浮かべる。

「だから異世界とかいう現実以上に過か酷こくな環境で、俺は自分の実力だけでどこまでやれるのかを知るために転生しようと――っておい、聞いてるか？」

　男の独白を聞きながら、女神は冷めた目線で見つめていた。

「あーはい聞いてました。つまりお坊ぼつちゃんの道楽ですよね。いやはや、他人の自じ慢まん話ばなしは本当につまらないです。私の上司の『昔はすごかった話』くらいつまらなかったです」

「神様の世界ってのも世せ知ち辛がらいもんだな。そういうことだから、俺の転生先は何もかもがハードモードくらいの勢いでやってくれ」

「言われなくてもそうします。運が良いことに、あなたの条件にピッタリ当てはまる世界と転生先がありました。あなたはそこに転生して、さっさと野垂れ死んでください」

「女神なのに死ねとか言わないでくれ。希望が通るなら俺は何でもいいけどな」

　溜ため息いきをつく女神とは対照的に、男は快活な笑みを浮かべて見せる。

　しばらくして……男の足元が淡あわい青の光に包まれ、その光と同化するように男が足元から輪りん郭かくを失っていく。

　終始女神は不ふ機き嫌げんそうだったが、転生者を見送る役割を思い出だしたのか、咳せき払ばらいを一つしてから女神は柔やわらかい笑みを浮かべる。

「では、次こそは後悔のない人生を」

　女神の言葉に対し、男は何も言わずに笑顔で応こたえる。




　そして……後悔しなかったことを後悔した男は、新たなる人生を歩み始める。







一章　奴隷のいる世界







　身体が縮まったような窮きゆう屈くつな感覚の中で、ゆっくりと目を開ける。

　陽ひの差し込まない薄うす暗ぐらい空間。

　湿しめり気けを帯びた空気と異い臭しゆうを感じ取ったことで、転生した男は先ほどまで女神と共にいた場所から移動したことを察した。

　男はそのまま顔を上げることなく、目だけを動かして周囲を見回す。

　そこにいるのは皆、年とし端はもいかない子供たちであった。

　数は十人程度。誰だれもが力無く横たわっているか、膝ひざを抱えて震ふるえているか、もしくは声を上げずに泣いている子供もいる。

　共通している点は、子供たちが漆しつ黒こくの首輪をつけていること。

　詳しよう細さいはわからずとも、その首輪は決して良いイメージを彷ほう彿ふつとさせる物ではない。

「……しっかり要望通りとは、意外と優ゆう秀しゆうな女神だ」

　男は誰にも聞こえないように、口の中で言葉を紡つむぐ。

　頭に反はん響きようした自分の声こわ音ねを聞き取り、その声が変声期の訪おとずれていない高く幼い音、そして手足の感覚から自分が八歳さい前後の身体であると理解した。

　そして少年は状じよう況きようを把は握あくするため、悲痛な面おも持もちで膝を抱えている少女に声を掛かける。

「よう。そんな辛しん気き臭くさい顔してたら、余計に暗くなっちまうぜ？」

　少年の言葉に対して、少女はビクリと身を震わせて顔を上げた。その態度は突然話しかけられたから、といったものには見えない。

「よ、よかった……少し前から動かなくなったから、死んじゃったかと思ってた」

　声を震わせながら、少女はくすんだ金きん髪ぱつを揺ゆらしながら安堵の表情を浮かべている。返答がきたということは、言葉による意思疎そ通つうは問題ないらしい。

　それと同時に、少女の言葉からあることを察した。

　転生先となったこの少年は……つい先ほど事切れたのだろう、と。

　そこに女神という力が介かい入にゆうし、転生を望んだ男の存在を刷り込ませた。

　だからといって、男は転生先となった少年に同情するつもりはない。

　この世界ではそういった死が当たり前で、無力であれば無情に命を落とす世界。

　そう解かい釈しやくしたところで、少年は軽く頭を振ふって少女に向き直る。

「ちょっと腹が減って不ふ貞て寝ねをしていたんだ。ところで……ぼーっとしてると空腹が気になって仕方ないんだ。気晴らしに自己紹しよう介かいでもしないか？」

「う、うん。わたし、リリアって言うの。あなたは？」

「俺の名前は……こんな感じだ」

　少女……リリアに訊き返され、少年は自分の名前を地面に書いて見せる。

　その文字を見て、リリアが不思議そうに首を傾げる。

「これが俺の名前だ。俺の国だと、まず自分の名前を書いて相手に見せるんだ」

「へぇ……お父さんに読み書きを教えてもらってたけど、初めて見る文字かも」

「つまりこの辺じゃ見ない文字ってことか。『拓たく未み』って書いて、タクミって読む」

　興味深そうに漢字を見つめているリリアに、タクミは一つ頼たのみ事ごとをする。

「なぁ、リリア。このままだと自己紹介の時に毎度不思議そうな顔をされちまうから、俺の名前をこの辺の文字で書いてみてくれないか？」

「うん、いいよっ。えーと……タクミだと、こう書くかな」

　リリアが小さな手を動かして地面に文字を書く。

　タクミはその文字を見てみるが……やはりと言うべきか、未知の言語だった。

　現実世界に存在する他国の言語から、過去に存在した言語まで記憶から引き出してみるが、似通ったものはあっても同一の言語は存在していない。

　しかし、タクミは満足したように人ひと懐なつこい笑みを作る。

「ありがとうな。俺、結構遠くの国から連れて来られた人間なんだ」

「遠く……？　それって海の向こうとか？」

「そんなところだ。しかも、すぐに捕つかまったせいで今いる国がどんな所かも知らないし、文字についてもまったくわからなくてさ。悪いけど、色々と教えてくれないか？」

「えっと、それは構わないけど……」

　途端に、リリアは表情を曇くもらせる。

「……わたしたち奴隷はすぐに売り飛ばされちゃうから、気にしなくていいと思う」

　俯うつむくリリアからは薄はつ幸こうとした雰ふん囲い気きが漂ただよっており、その表情には悲ひ愴そう感かんが滲にじむ。

　自身のことを奴隷と称しようし、リリアの声音は徐じよ々じよに弱々しいものへと変わる。

　その様子を見て、タクミは場ば違ちがいなほど明るく振ふる舞まう。

「むしろ気にした方がいいんじゃないか。俺たちを買う人間がどんな奴やつかわからないんだし、『こんなこともわからんのか！』って怒おこられるかもしれないだろ？」

「それは……そうかもしれないけど」

「だろう？　怒られるより、怒られない方が絶対いいじゃないか。どうせ時間は余ってることだし、みんなで色々話して勉強会しようぜ。そうすりゃ陰いん気きな部屋も明るくなるさ」
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　戸と惑まどうリリアの手を引いて、タクミは他の子供たちにも声を掛けていく。

「なぁ……ちょっと聞きたいことがあるんだけどよ」

　人懐こい笑みを浮かべながら、タクミはリリアの時と同じように話を切り出す。

　部屋にはタクミとリリアを含ふくめ、十人くらいの子供たちがいた。

　最初はリリアと同様に塞ふさぎ込んでいた子供たちだったが、タクミのペースに乗せられて会話をしている内に、少しずつ口を開くようになった。

　年ねん齢れいに多少のバラつきはあっても、ほとんどが十歳前後。

　戦争で親と行き場を失った。寒村で食べる物にすら困り、口減らしで親に売られた。柄がらの悪い連中に目をつけられて捕まり、奴隷商に売り飛ばされた。両親が莫ばく大だいな借金を負い、時間稼かせぎとして置き去りにされた。物もの乞ごいをしていた時に良い仕事があると騙だまされた。

　ロクな理由は何一つとしてない。

　その理由こそが、この世界の現状をよく表している。

　子供たちを介かいしてこの世界に関する情報を集め、タクミは頭の中で整理していく。

　自己紹介をする子供たちを眺ながめながら、タクミは場を仕切っていく。

「これで全員、自己紹介は終わりか。一番驚おどろいたのは元貴族のリリアだけどさ」

「で、でも……貴族って言っても、すごく田舎いなかのところだから。お金とかも少なかったし、お屋や敷しきも普ふ通つうの貴族様と違ちがって全然小さくてっ」

　タクミが改めてリリアの名を挙げたせいか、リリアがわたわたと手を振る。

　リリアは売られた理由こそ平へい凡ぼんだったが、その出自は元貴族という珍めずらしいものだった。

　しかし、貴族と聞いて露ろ骨こつに嫌けん悪お感かんを示す子供もいる。

「土地とか屋敷とかは小さくても、リリアは読み書きとかできるんだろ？」

「う、うん。一応、読み書きとか、計算とか、色々と教わってたけど……」

　タクミはリリアの時と同様に、名乗る前に文字を見せて自己紹介を行った。

　それはリリアから教わった文字で書いた名前だったが……他に読めた子供はいない。

　この世界において、識字率や算術はあまり重要視されていない。

　子供たちも文字や算術は「ただ生きていくだけ」なら不要といった認にん識しきで、両方を専門的に学ぶのは貴族といった特権階級か商人程度だとリリアは言った。

　たとえ奴隷でなかったとしても、大たい概がいの人間は簡単な読み書きと算術しかできない。

　必要な情報を手早く集めながら、タクミは軽く手を叩たたいて注目を集める。

「よし、それじゃみんなもリリアから色々と教わろうぜ」

「……これから奴隷になるってのに、なんでそんなことしなくちゃいけないんだよ」

　タクミの言葉に反応したのは、先ほど嫌悪感を露あらわにしていた子供。

　ここにいる子供たちのリーダー格でもある、キルファと名乗った少年だ。

「奴隷の俺たち男は肉体労働、女は娼しよう婦ふとして死ぬまでコキ使われるだけだ。それなのに文字やら計算やらを貴族さまに教わって、何の意味があるってんだよ」

　キルファに鋭するどい視線を向けられ、リリアはびくりと身を竦すくませる。

　しかし、タクミは臆おくすることなくキルファに言葉を返す。

「意味ならあるさ。文字が読めれば他の仕事ができるし、計算ができれば金を誤ご魔ま化かされなくて済む。奴隷だから必要ないってことはないだろ？」

　タクミが真っ当な理由を並べたことで、キルファが押おし黙だまる。態度こそ悪ガキそのものといった様子だが、タクミの指し摘てきを理解しているところを見ると地頭は良いらしい。

「いつまでここにいるかわからないが、どうせ他にやることもないんだ。だったら勉強でもやっていたほうが、暗い気分にならなくて済む――」

　タクミが皆にそう告げようとした瞬しゆん間かん、荒あら々あらしい音と共に光が差し込んだ。

「――やかましいぞ、このクソガキ共がッ!!」

　陽光の眩まぶしさに一いつ瞬しゆん視界が白く染まったが、徐々に目が慣れていき、ドアの前に立つ屈くつ強きような男の姿を認識できるようになる。

　額に青筋を浮かべている男は、タクミたちを見て唾つばを吐はき捨すてる。

「ケッ……エルフの取引ついでと思って集めたガキ共だったが、やかましいったらありゃしねぇ。奴隷集めなんざ二度と御免だ。……おい、あいつらもここにブチ込め」

　忌いま々いましそうに鼻を鳴らしてから、屈強な男が赤ら顔で背後にいる人間に指示を飛ばす。




　直後――煌きらびやかな金と、艶あでやかな黒が室内に放ほうりこまれた。




　それは人の形をしており、身体の輪郭や髪かみの長さから少女であることがわかった。

　しかし子供たちと違い、二人の少女は首輪だけでなく両手足にも枷が嵌はめられている。

　歳の頃ころは室内にいる子供たちよりもやや上のようだった。

　黒くろ髪かみの少女はようやく十代半ばを過ぎたといったところで、金髪の少女は背せ丈たけが小さいことを差し引いても、十二、三歳程度といったところだろう。

　それだけならば、二人の少女も子供たちと同じ奴隷なのだとわかる。

　しかし、少女たちには人間とは明らかに異なる部位があった。

　金の少女には、大きな耳と尻尾しつぽ。

　黒の少女には、葉のように鋭い耳。

　それらは微かすかに動いており、作り物めいた質感は見られない。

　タクミが少女たちの様子を観察していると、男は少女たちを乱暴に放り投なげた。

　少女たちは呻うめき声ごえを上げたが、起き上がろうとしない。それほど衰すい弱じやくしているのだろう。

「おら、ガキ共にも飯だ。変な病気にでも罹かかって減額されたらたまったもんじゃねぇ」

　まるで動物にエサを与えるように、男は床ゆかに向かっていくつかのパンを放り投げる。黒パンは床の上で硬こう質しつな音を立てただけでなく、所々カビが生えているような代しろ物ものだ。

「……なぁ、パンの数が足りてねぇぞ」

　パンの数を数えてから、タクミは立ち去ろうとした男の背に言葉を掛ける。

「ああ……？　てめぇ、昨日までは死にそうな顔してた――」

「そんなことはどうでもいい。そっちの獣けもの耳みみ生やした子は俺たちより弱ってるみたいだし、商品だって言うならちゃんとパンをくれよ」

　最初こそ怪け訝げんそうな表情をしていた男だったが、タクミの言葉を聞いた瞬間、小こ馬ば鹿かにするかのように鼻を鳴らした。

「ハッ……なるほどな。そいつらの分とか言って、自分たちのパンを多めにもらおうって魂こん胆たんか。奴隷に落ちぶれるようなガキは性しよう根ねまで卑いやしいもんだな」

「生き残れるなら卑しくてもいいさ。それで、そこにいる二人は見殺しにするのか？」

「はぁ？　てめぇはバカか。エルフはともかく、そこの亜あ人じんは数日飯を食わなくても生きられる頑がん丈じような身体をしてんだ。貴重なパンをくれてやる必要はねぇよ」

　ゲラゲラと耳みみ障ざわりな笑い声を上げながら、男はタクミに対して蔑さげすむような視線を向ける。

「ま……飯を食おうが何だろうが、どうせてめぇらには関係ねぇさ」

　嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべてから、男はドアを閉めて立ち去る。

　しばらく、タクミは男の眼から読み取った感情について考えを巡めぐらせる。

　再び暗くなった室内で、タクミは笑みを誤魔化すように大きな溜息をつく。

「さて、と……また辛気臭くなっちまったけど、みんなで飯でも食おうぜ」

　そう子供たちに笑いかけてから、タクミは自分のパンを拾い上げる。

　そして、亜人と呼ばれた少女たちに近づこうとした時――リリアに袖そでを引かれた。

「だ、ダメッ！　弱っていても亜人は危ないから、近づいたら殺されちゃう！」

　表情を強こわ張ばらせながら、リリアはタクミの袖を強く握にぎる。

　元の世界にはいなかった、亜人と呼ばれる存在。

　リリアだけでなく、他の子供たちも怯おびえた表情を浮かべており、その様子を見るだけで亜人と呼ばれる存在がどれほど脅きよう威いであるか理解できる。

　しかし、タクミはリリアの手を優やさしく引き離はなし、そのまま少女たちへ近づいた。

「よう、新入りさん。手て荒あらい歓かん迎げいを受けたみたいだし、とりあえず飯でも食ってくれよ」

　人懐こい笑みを浮かべながら、タクミは黒パンを二人に向かって差し出す。

　その言葉に反応したのは、獣耳の少女だった。

「ごはん……くれるんですか？」

「俺は腹が減ってないんでな。腹が減ってるならお前たちで半分ずつ食べてくれ」

「はんぶんっ！　半分もくれるのですか!?　五日ぶりのごはんです！」

　先ほどまで憔しよう悴すいしていた表情はどこへいったのか、獣耳の少女は食べ物がもらえるとわかって金の瞳ひとみを輝かがやかせる。

　しかし、そんな獣耳の少女をかばうようにエルフ耳の少女が前に出た。

「……クノンに近づかないで。他のガキ共みたいに隅すみで縮こまってなさい」

「で、でもでもっ！　この子、ごはんくれるって言ってますよ、カリン！」

　クノンと呼ばれた獣耳の少女は、涎よだれを垂らして大きな金の尻尾をこれでもかと振る。

　しかし、エルフ耳の少女……カリンは金の瞳に敵意を宿し、タクミを睨にらみ続けていた。

「クノン……こんな奴は信用しちゃダメ。どうせ、あたしたちがパンを受け取った後、恩を売ったと言わんばかりにデカイ面つらしてくるんだから」

　カリンがそんな言葉を口にした瞬間、タクミは僅わずかながらに眉まゆ根ねを動かした。それを気取られないように、無理やり表情を固定する。

「……そう毛け嫌ぎらいしないでくれって。恩を売ろうだなんて思ってないし、俺は剣けん呑のんとした空気のまま飯を食いたくないってだけだよ」

「へぇ？　亜人と仲良くだなんて、腹が減ってないって言葉よりわかりやすい嘘うそね。あたしたちに恩を売るつもりがないなら、どんな目的でパンをくれるって言うのかしら？」

　タクミの真意を見み透すかすように、カリンは黄眼を細める。

　その眼をしばらく見つめてから……タクミは肩かたを竦めて笑った。

「降参だ。確かに、俺はパンと引き換かえにお前らを利用しようと考えてたよ」

　タクミが思いのほか素す直なおに認めたせいか、カリンは怪訝そうに眉まゆを寄せている。

　そして……そんなカリンの目の前に、パンが放り投げられた。

「そいつは詫わびってことで受け取ってくれ。俺は水だけで十分だ」

「……だから、いらないって言ってるでしょ」

「そうかい。んじゃクノンだったか。お前がそのパンを全部食っていいぞ」

「わぁっ！　食べます食べます、いただきますっ!!」

　ぱぁっと満面の笑みを浮かべたクノンだったが、ふと隣となりにいるカリンに目を向ける。

「うー……やっぱり、カリンが食べないならわたしも食べないです」

「え、いや……あたしはいいから、クノンは食べなさいよ」

「でも、なんだかわたしだけ食べるのは嫌いやで……あうぁー」

　名残なごり惜おしそうに指をくわえ、クノンは悲しげにパタパタと尻尾を振る。

　その様子を見て二人の関係を察し、タクミは軽く笑みを浮かべた。

「腹を空すかせた相棒が一いつ緒しよに飯を食おうって言ってるのに、俺の渡わたしたパンだからって理由で食わないなんてなぁ。そんなつまらないこだわりのせいで、相棒は五日ぶりの飯にありつけないんだから、なんとも不ふ憫びんなもんだ」

「……あんた、ガキのくせに性格悪いわね」

「そりゃお前らを利用しようとしてたんだ。性格が悪いに決まってるだろ」

「……しかも、減らず口まで叩くんだから最悪ね」

「最悪でもなんでもいいから、お前もパンを食ってくれ。お前らが二人とも食べないで、そのまま動かなくなったら困るからよ」

「……あたしはさっき無理やり食事を取らされたし、クノンに付き合って欠片かけらを食べるだけでいいわよ。何も知らないあいつらにとって、エルフは大事な商品でしょうからね」

　黒髪をかき上げながら、カリンは忌々しそうに溜息をつく。

「エルフ、ねぇ……。勝手なイメージだが、黒髪のエルフってのは珍しいな」

　タクミが金髪で色白なエルフのイメージを思おもい浮かべて口にすると、カリンはこれ以上ないほど嫌悪感を露わにする。

「……それ以上何か言うなら、今すぐあんたを殺すわ」

「そいつは穏おだやかじゃないな。気に障さわったんなら謝あやまるよ。綺き麗れいな黒髪だったし、もしかしたら俺の同どう胞ほうかと思って言ってみただけだ」

　タクミが謝罪すると、カリンは苛いら立だった様子で舌打ちをする。口や態度こそ悪いが、きちんと謝罪すれば追つい及きゆうしないところを見ると、根が悪いわけではないらしい。

「ったく……クノンを見ても逃にげないかと思ったら、こっちが敵意を見せるとのらくら逃げる。ガキのくせに腹立つったらないわね」

「そう邪じや険けんにしないでくれ。恩を売るのには失敗したとはいえ、俺はお前らを利用しようと考えている。だから、少しでも仲良くしておきたいってのが本音だ」

「開き直ったところで、こっちはあんたに手を貸そうなんて思わないわ」

「そうかい。だったら……お前には本音の本音ってやつを見せてやる」

　口こう端たんを吊り上げてから……タクミはカリンの瞳を覗のぞき込むように顔を近づける。

　その瞬間、カリンは思わず息を止めた。

　およそ感情というものが窺えない、無機質で冷れい淡たんな瞳。

　奴隷の子供がそのような目をしているから、という理由からではない。

　カリンが驚きよう愕がくによって息を呑のんだのは、そんな単純な理由ではない。

「――これが、俺の本音ってやつだ」

　タクミがそう口にした瞬間、カリンは呼吸を思い出したかのように大きく息を吸った。

　疲ひ労ろうの色を帯びた表情のまま、カリンは顔をしかめながらタクミに向き直る。

「あんた、今のは――」

「なるほど、確かに理解しているらしいな。まったく……そんな魔法みたいなものが現実にあるんだから、前の場所と違って色々とやりにくいもんだ」

　そんな言葉とは対照的に、タクミは愉たのしげな表情を浮かべている。

「ま、どうせしばらく一緒にいるんだ。友人とまではいかなくとも仲良くしようぜ」

　そんな言葉を残して、タクミはひらひらと手を振って部屋の隅へと向かって行った。




◇




　数日後、タクミたち奴隷を買い取ったという男二人が現れた。

　部屋にいた子供たちにも手て枷かせが嵌められ、全員が馬車の荷台へと載のせられる。

　今日までの間、子供たちは限られた時間の中で精せい一いつ杯ぱい明るく過ごしてきた。

　リリアから文字や計算を教わり、意外なほど熱心に学んでいたキルファをからかったり、少ないパンを賭かけて問題を出し合ったり……少なくとも、その時は誰もが笑顔だった。

　しかし、いざ馬車に乗った瞬間、子供たちは声を押し殺ころして泣いた。

　奴隷として生きるのがどれほど過酷か、子供たちは知っている。

　人でありながら道具のように扱あつかわれ、賃金とも言えない端はした金がねと少ない食事で休む間もなく働き、動けなくなれば容よう赦しやなく打ち捨てられる。

　奴隷馬車の子供たちには、そんな未来しか残されていない。

　子供たちのすすり泣く悲痛な声によって、幌ほろの中は重苦しい空気に包まれている。

「あーぁ……毎度のことですけど、やっぱり少しは同情しちまいますね」

「黙って周囲を見張ってろ。今回は積荷にエルフがいるんだ。俺たちは奴隷たちをリスティナに運ぶことだけを考えていればいい」

　幌の向こう側、御ぎよ者しや台だいにいる若い男と年配の男の会話が聞こえてくる。

　タクミたちを商品として買い取り、そして別の客に奴隷という商品を売りさばく。

　奴隷の売買を生業なりわいとする商人。

「しっかし、あいつら他にも奴隷がいるから金を割り増しにしろって……こんなガキばかりじゃ、大した額にもならないってもんでしょう」

「相手が渋しぶったら金を増やして構わない、と御お頭かしらからは言われている。それに痩やせこけたガキだろうと、ガイツの旦だん那なだったら問題なく売りさばくだろう」

「あ……ガイツさんで思い出した。別の商談で入った金を箱に入れてやせんでした」

「……お前、無む駄だ口ぐちを叩く前に仕事をしろとあれほど――」

「わーかってますって！　ほら、ちゃんとお金入れましたー！　こいつには鍵かぎもないですし、これでもう御頭とガイツさんしか開けられないんですから安心でしょう!?」

　月明かりの下で、若い男は小さな仕し掛かけ箱を隣の男にしっかりと見せる。

「チッ……ちゃんといつもの場所に隠しておけ。説教は帰ってからだ」

「うぇぇ、俺は結局説教されるんすか……」

「いつもズボラなお前が悪いんだろう。鍵も勝手にまとめやがって」

「いやいや、こうしてまとめておけば鍵を失なくさずに済むじゃないっすか！」

　幌の中とは対照的に、御者台の二人は軽い調子で言葉を交かわしている。

　その中で……ただ一人、タクミは落ち着いた様子で御者台の二人を観察していた。

「……薄うす気き味み悪わるいガキね」

　足元から声を掛けられ、タクミはそちらに視線を向ける。

　床に転がされているクノンとカリンの姿。

「なんだ、カリン。いつもはこっちが話はなし掛けても無視してきたってのに、売られるとわかって急に寂さびしくなっちまったか？」

「皮肉を言っても、そうやってくだらない返しをするから無視してんのよ」

「まったく……そんな態度だから、他の奴らもお前らを怖こわがって近づかなかったんだ」

　リリアやキルファ、他の子供たちはクノンとカリンに近づこうとすらしなかった。それは幌の中でも同様で、二人が横たわっている奥おく側にはタクミしかいない。

「だから、今日くらいは俺が近くにいてやろうって配はい慮りよしてやったんだ。そろそろ俺に心を開くか、暇ひま潰つぶしがてらに楽しくお喋しやべりしてくれてもいいだろう」

「あんたの腹を掻かき開くか、その憎にくらしい口を鼻歌混じりに縫ぬうってならいいわよ」

「馬車を血ち生なま臭ぐさくするつもりはないし、針と糸もここにはないから諦あきらめてくれ」

「チッ……枷が無ければ、すぐにでもあんたを殺してるのに」

「えー、タクミはパンをくれるいい子ですから、殺しちゃダメですよー」

　同じく横たわっているクノンが、もぞもぞと動きながら脳天気な声を上げる。あれから毎日パンを分わけ与えていたこともあってか、すっかりとタクミに懐なついたらしい。

「そういや、亜人とかエルフって人間よりどれくらい頑丈なんだ？」

「……急に何よ？」

「いや、人間より強いなら枷ぐらい簡単に外せないか、って思ってさ」

「そんなもん亜人によりけりよ。獣人……その中でも力や戦せん闘とうに長たけた狼ろう人じんのクノンだったり、頑丈な鱗うろこに覆おおわれた竜りゆう人じんなら枷ぐらい簡単に壊こわせるでしょうね」

「……ああ？　クノンって狼おおかみだったのか？　色合い的に狐きつねかと思ってたんだが」

「むっ、わたしは狐なんかじゃないですっ！　賢かしこくて強いオオカミですから！」

　ふふん、とクノンが誇ほこらしげに薄うすい胸を反そらすが、床に横たわっていることもあって、なんとも間の抜ぬけた姿にしか見えない。

「……まぁ、本質的には賢い部類に入るか。それはともかく……獣人の中でも強いって言うなら、さっさとその枷を壊せばいいじゃないか」

「それができたらとっくにやってるわよ。亜人に付ける枷には特とく殊しゆな鉱石が使われているから簡単に壊せない。クノンが万ばん全ぜんの状態なら可能性はあったけど……捕まってから最低限の水しか与えられてなかったから、まともな力なんて出せないでしょうしね」

「ですねー……タクミからパンをもらっていたので少し元気が出ましたけど、お腹なかが減っていつもの半分くらいしか力が出ない感じです……」

　しゅんと尖とがった耳を垂れさせるクノンを見て、カリンが何とも言えない表情を作る。

「それじゃ、エルフの方はどうなんだ」

「無理に決まってるでしょ。あたしらエルフは道具が無ければ人間より非力よ」

「なるほど。ちなみにその道具ってのはどんな物なんだ？」

「……やけに食いついてくるわね。道具は弓やナイフ、そこらに落ちてる石だって正確に投とう擲てきできる。魔法が得意なエルフだったら、杖つえや媒ばい体たいとかでしょうね」

　説明を終えてから、カリンはタクミに視線を合わせる。

「言っておくけど、あたしは魔法なんて使えないから期待しないことね」

「おいおい。こっちの考えを先読みして答えないでくれ」

「……あんたに、無む駄だのない会話ってのを教えてやろうと思ってね」

「そういうことは、もう少し余よ裕ゆうのある表情で言った方がいいけどな」

　何かに耐たえるように表情を歪ゆがめているカリンに対し、タクミは深く溜息をつく。

「俺おれだって無駄なことは嫌きらいだし、お前とも無駄な会話は一いつ切さいしていない。少なくとも、今の会話で魔法って存在があるとわかったし、お前がウソをついているのもわかった」

「……へぇ。だったら、そのウソとやらを言ってごらんなさいよ」

　挑ちよう発はつ的てきな言葉を投げかけるカリンだが、タクミが視線を向けることはない。

「なるほど。そうやって挑ちよう発はつすれば相手はお前の方を向く。そしてお前はそいつと視線を合わせて、『相手の思考を盗ぬすみ見る』……そんなところだな？」

　タクミがそう指摘した瞬間、カリンが息を呑む音がはっきりと聞こえた。

「わぁ、すごいですね！　今までカリンの力なんて誰も――むぅッ!?」

「クノン、いい子だからちょっと静かにしてなさいね」

　カリンは身体を無理やり動かしてクノンの口を塞ぎ、そのままタクミを睨む。

「……何を言ってるのか、まるでわからないけど」

「いまさら無駄だ。こっちはお前らにパンを渡そうとした時から気づいてる」

　つまらなそうに欠伸あくびをしてから、タクミは淡たん々たんと語る。

「見るからに腹を減らしたガキが、自分たちにパンを与あたえようとする。その状況なら、まず最初に『どういうつもりだ』と訊きいて、相手の返答や表情からその意図を探さぐろうとする。それなのに、お前は俺がお前たちを利用するつもりだと確信していただろ」

「こっちは人間なんて信用してないんだから、何か意図があるって考えるのが当然でしょ」

「こんな環かん境きようじゃ子供相手に警けい戒かいするのも当然だ。だが……目を見て相手の思考を読み取れるのはお前だけじゃないし、魔法なんてものも必要ない」

　タクミは片目を瞑つぶりながら、自身のこめかみを叩く。

「お前が俺の目から視線を逸そらさなかったように、俺もお前の目の動きをずっと見ていた。だが、お前の視線は俺の目や表情の動きを追っていない。なのに『自分たちを利用する気だ』と確信に満ちた目をしてやがる。だから別の方法で思考が読まれたと考えた」

　タクミの言葉に対して、カリンは何も答えない。

「お前と話す時に色々と試ためしたが……お前は俺と視線を合わせていない時、余計なことを口にしないように喋らなくなる。ちょうど今みたいにな」

　そう指摘した瞬間、カリンは観念したかのように息を漏もらした。

「……あんた、何者なの？」

「それについては機会があったら詳くわしく話してやろう。それより……ちょっと確かく認にんしたいことがあるから、クノンと話をさせてくれ」

　納なつ得とくのいかない表情をしながらも、カリンは塞いでいたクノンの口を解放する。

「――ぷはっ。うぅ……苦しかったです……」

「そいつは災難だったな。それでクノン、今のお前は人間の大人相手に勝てるか？」

「うーん……万全じゃないですけど、足が動けば負ける気しませんねっ！」

　自信に満ちた表情で、クノンは綺麗な足をピンと伸のばして見せる。その様子に虚きよ勢せいといったものは見られず、確実に勝てると自負しているのだろう。

「カリン、お前から見てどうだ。お前らはつい最近会ったって仲じゃないだろうし、クノンの実力については誰よりも把握してるはずだろう？」

「……弱っていたとしても、足さえ自由ならクノンは武装した相手だろうと勝つわよ。獣人は力だけじゃなくて機動力もある。だからこそ、身動きができないように足あし枷かせはより強固な素材を使った代物が使われるのよ」

　その言葉を聞いて、タクミはクノンの足枷を指でなぞってみる。確かに木枷や鉄枷とは明らかに異なった質感であり、他にはない重じゆう厚こうさがある。

「なるほど、それなら簡単に事を運べそうだ」

「……あんた、何をするつもりなの？」

「お前はさっき俺の目を見たんだし、何をするか知ってるはずだろ？」

「だから……具体的にどうするつもりかって訊いてんのよ。あんたがクノンとあたしでこの状況をどうにかしようとしているのは知ってるけど、その算段までは知らないし」

　読心術のカラクリを見み抜ぬかれて機き嫌げんを損そこねたのか、カリンが不ふ貞て腐くされたように言う。

「方法ならいくつかある。最善の場合は誰も傷つかずに済むが――」

　タクミが説明を始めようとした瞬間、馬のいななきと共に馬車の動きが止まった。

　それとほぼ同時に……男たちの怒ど声せいがそこかしこから響ひびき、御者台から困こん惑わくと恐きよう怖ふの入り混じったような声が聞こえてくる。

「お、応戦なんてできる数じゃねぇっすよ！　このまま逃げ――」

　若い男の声が途と中ちゆうで切れたのと同時、馬車の幌に赤黒い斑まだら模様の影かげが生まれた。

「セルジュ！　おい、しっかり――ひ、あ……あああああああああああッッ!?」

　耳をつんざく断だん末まつ魔まの叫さけびを聞いて、男たちが愉ゆ快かいそうに下げ卑びた笑い声を上げる。

　幌の中からは外の様子は窺うかがえない。

　しかし、荷台にまで流れてきた血を見るだけで、その惨さん状じようは容易に察せられる。

　子供たちが呆ぼう然ぜんとして静まり返る中、タクミは淡々とカリンに告げた。

「――最悪の場合は、今回のような状況になる」

　御ぎよ者しやの悲痛な叫び声が途切れてから、タクミは二人に向かってそう告げた。




◇




　夜風に乗って、咽むせぶような血の匂においが幌の中にまで漂ってくる。

　外では勝利を祝ってか、男たちの野太い雄お叫たけびが轟とどろいている。

　そして……幌布が乱雑に裂さかれた後、ゆっくりと襲しゆう撃げき者しやたちが顔を覗かせた。

「へっへ……さっきぶりだなぁ？　クソガキども」

　幌に入ってきた男は、子供たちも知っている顔だった。

　以前と変わらない、下卑た笑えみを浮うかべている屈強な男。

　唯ゆい一いつ違ちがうのは……その全身が、返り血によって染まっているところだ。

「エルフってのは他の奴ど隷れいと違って買い手がつきやすくて助かるよなぁ？　今までも奴隷で手軽に稼がせてもらってたが、今回はいつも以上に楽で助かったぜ」

　喉のどを鳴らすように笑い、男は血の滴したたる長ちよう剣けんに舌を這はわせる。

　エルフという餌えさで奴隷商人を釣つり、大金を抱かかえてきた商人を襲おそってエルフを回収する。

　無む闇やみに馬車を狙ねらうのではなく、確実に金を有している馬車を襲う。

　それを繰くり返かえし続けることで……男たちは労せず大金をせしめることができる。

　決して長続きしないだろうが、それでも十分な利益になることは間ま違ちがいない。

「旦那、奴隷のガキ共はどうします？」

「ああ……？　エルフだけ回収すりゃいいんだよ。どうせこのガキ共は奴隷商人を騙すために用意したもんだ。ロクな額にならねぇなら、生かしておくのも面めん倒どうだしよ」

　仲間と会話を交わしてから、男はゲラゲラと耳障りな笑い声を発する。

　そして、近くにいた子供に向かって長剣を振り上あげようと――

「――俺らを殺したら、金が手に入らなくなるぞ？」

　タクミが声を発した瞬間、男はその動きを止めた。

　苛いら立だちと怪訝の入り混じったような表情で、男は幌の奥にいるタクミを睨みつける。

「……おい、今喋ったガキ。金が手に入らないってのはどういうことだ？」

「言葉の通りだ。あんたらが殺した御者の二人。そいつらは俺らを回収する前に、別の商談を終えて金を受け取ったと言っていた。エルフを買うために用意していた金とその余よ剰じよう金きん……それ以外にもまだ金を隠かくし持もっている。他の奴らも聞いていたよな？」

　タクミが同意を求めると、子供たちは泣きじゃくりながら首を何度も縦に振る。

「だったら、さっさと金の場所を吐け。そうしたら命だけは見み逃のがしてやるからよ」

「そいつは話が早くて助かる、が……そいつらは金を隠しただけじゃなくて、妙みような仕掛けのある箱に金を入れたとも言っていた。その仕掛けを解かないと金は取り出せない」

　タクミの言葉を聞いた瞬間、子供たちは驚愕と共にタクミの方へと視線を向ける。

　御者たちは金を隠したとも言っていたし、金の入った箱は限られた人間にしか開けられないと言っていた。しかし、仕掛けがあるとは一言も口にしていない。

　だというのに、タクミはただ自信に満ちた表情を浮かべている。

「その仕掛けを俺が解くから、そうしたら俺たちを逃がしてくれ」

「ほぉ……なかなか面白おもしろい提案をするガキじゃねぇか。だったらこっちも――」

　言いながら、男は近くにいたリリアを引き寄せ、その首元に長剣を突つきつけた。

「お前が仕掛けを解く間、三分ごとにガキを一人ずつ殺してやる。こういう物事ってのには、緊きん張ちよう感かんがないと面白くねぇからな？」

　下卑た笑い声を上げる男に腕うでを取られ、リリアはカタカタと歯を鳴らしながら、助けを求めるようにタクミへ視線を向けてくる。

　そんなリリアに向かって、タクミは普ふ段だんと同じように柔やわらかい笑みを向けた。

「たしかに……そっちの方が面白そうだ。その御者たちはずいぶんとお喋りで色々と大声で話していたから、俺なら仕掛けを解くのに三分だって掛かからない」

「そいつぁ大層な自信じゃねぇか！　それじゃ、さっさと――」

「おっと、その前に御者が持っている鍵で俺の枷を外してもいいか？　両手が塞がってると、仕掛けを解くどころか暗い中で転んじまう。金の隠し場所にも鍵が掛かってるしな」

　タクミの要求に対し、男は舌打ちをしてから御者の懐ふところを弄いじり始める。

　その隙すきに、タクミは床に転がっているカリンと視線を合わせた。

　読心による意思疎そ通つう。

　タクミはそれを利用し、これから行うことをカリンに伝える。

　頷うなずいたカリンがクノンに耳打ちをしたところで……男が鍵束を放り投げてきた。

「おら、さっさとしろ。モタモタしてるとガキ共を殺すぞ」

「わかってる。幌の中が暗くて、投げた鍵が見つからないだけだ」

　カチャカチャと鍵束を鳴らしながら、タクミは一つの鍵を男に見せる。

「この鍵で幌の奥にある隠かくし扉とびらを開ければ、金の入った仕掛け箱がある。それを取り出だしてから三分後ってことにしてくれ」

「チッ……なんでもいいからさっさとしろ」

　いいかげん焦じれてきたのか、男は苛立った様子でタクミの行動を待つ。

　その言葉を聞き、タクミは男に背を向けてしゃがみ込む。

　笑みを浮かべながら――タクミは鍵を回した。

　カチャリ、と錠じようの外れる音がした直後――

　男が笑みを浮かべたまま硬こう直ちよくした。

　何が起こったのか理解できていないのか、男は表情を凍こおらせたまま立たち尽つくしている。

「は…………は？」

　口を震ふるわせながら、男はゆっくりと視線を下に向ける。

　長剣を握ったまま、力任せに捻ねじ切きられて床に落ちた右手。

「は……なんで、俺の右みぎ腕うでが――」

　男の言葉はそこで終わった。

　肋ろつ骨こつのへし折れる音を響かせながら、男の巨きよ体たいが幌の外へと吹ふき飛とぶ。

「――むぅ、腕が使えないと上手うまくいきませんねー」

　眩まばゆい金の髪を夜風に揺ゆらしながら、クノンは不服そうに口を尖らせる。

　しかし、誰だれもその発言を気にも留めていない。

　その場にいた子供たち、そして男の間近にいたリリアですら、クノンが何をしたのか正しく把は握あくしていなかった。

　ただ一つだけ、はっきりとしていることがある。

　獣人……その中でも、狼人と呼ばれる戦闘に長けた亜人。

　返り血を浴びながらも、クノンは快活で朗ほがらかな笑みを作っている。

　その様子はタクミからパンを受け取り、喜んでいた姿と何一つとして変わらない。

「――じゅ、獣人が……獣人の枷が解けたぞッ!!」

　馬車の近くにいたらしい仲間が、クノンの姿を見て悲痛な叫び声を上げた。

　そんな男の叫び声によって恐怖が伝でん播ぱしたのか、先ほどまで勝利の余よ韻いんに浸ひたっていた男たちは見る間に血の気を失い、恐怖で顔を歪ませていた。

　片かた腕うでを失った頭目らしき男になど目もくれず、馬車を襲った集団は蜘蛛くもの子を散らすように方々へと逃げ始める。

　しかし、その姿を見た獣人は獲え物ものを捕ほ捉そくするように目を光らせた。

「あは、追いかけっこですねっ！　前にも何度かやったことがあるんです。その時はみんな捕つかまえて殺したら……いっぱい褒ほめてもらえたんです」

　クノンは荷台の上から逃げ惑まどう獲物を見定め、息の根を止めようと一歩踏ふみ出し――

「――このバカ犬。誰があいつらを殺せって言った」

　跳ちよう躍やくの直前、タクミは咄とつ嗟さにクノンの首根っこを掴つかんでその動きを止めた。

　そのまま襟えり首くびを掴み上げ、クノンの小さな身体を持ち上げる。

「わぷっ!?　な、なんで止めるんですか!?」

「お前が余計なことをしようとするからだ」

「だって……殺しなんてつまらないじゃないですか！　だから、つまらないことをさっさと終わらせるために殺すんです。それのなにがいけないんですか？」

　不服そうな、そして理解できないといった表情で、クノンがど歪んだ持論を口にする。

　常人からすれば狂きよう気き的てきとしか思えない思考。

　だが、そんな狂気すら理解する人間がいる。

「ああ、たしかにつまらない。それなら……愉しめるようにするんだ」

「……愉しむって、殺し方を工く夫ふうするってことですか？」

「違ちがう、どんな奴やつだろうと絶対に殺さないようにするんだ」

　タクミの言葉が理解できないのか、クノンは不思議そうに首を傾かしげる。

　そんなクノンにタクミは同種の狂気を帯びた笑みを向ける。

「絶対に殺さないで、そいつを生かしておく。生かしたそいつが何をするのか予想し、それをこちらが上回る。殺したらそこで終わりだが、そうすれば……ずっと愉しめる」

　クノンの狂気を理解し、タクミは常じよう軌きを逸いつした提案をする。

「絶対に殺さないのは殺すことより難しいが、物事ってのは簡単であるより難しいくらいが面白い。お前のつまらなかった人生が、それで多少マシになるだろう」

　そう言ってクノンの襟首を放したが、クノンは逃げて行った野や盗とうたちを追おい掛けることもせず、ただ呆然とその場に立ち尽くすだけだった。

　そんなクノンを無視して、タクミは子供たちに嵌められた枷を外して回る。

　そして最後にカリンの枷を外し、自由を得たカリンは軽く身体を伸ばす。

「……あんた、よくあの状じよう況きようでクノンの足枷の鍵を見つけたわね？」

　鍵の数は子供たちの分で十本。そしてクノンとカリンの枷を含ふくめれば十四本。薄うす暗ぐらい幌の中、たった一本の鍵を短時間で見つけるのは容易たやすくない。

　しかし、タクミは特に気にした様子もなく語る。

「俺たち子供の枷は奴隷商人が持ってきた枷だ。だけどお前ら二人の枷は最初から嵌められていたもので、あいつらと取引を終えた時に鍵を渡されたはずだ」

　カリンにも見えるように、タクミは鍵束を月明かりの下で見せる。

　簡素な紐ひもで一ひと括くくりにされている鍵束。

「この状態で後から追加されたなら、お前らの鍵は必ず四本まとまっている。そして俺たちの枷より頑丈な造りをしてるなら、その鍵の材質も他の鍵とは明らかに異なるはずだ」

　視界が悪い暗くら闇やみだからこそ、人間は周囲を把握するために他の五感が鋭えい敏びんになる。

　手て触ざわりだけとはいえ、鍵に差異があるのなら見み極きわめることは難しくない。

「そして、獣人であるクノンの足枷は他の枷より頑丈である……と、四本の中からさらに手触りが違う一本の鍵を見つければ終わりだ。もし間違っていたとしても、四本全すべてを差し込むだけなら時間は掛からないし、バレる可能性は限りなく低いだろうと考えた」

　くるくると鍵束を回しながら、タクミはカリンに笑みを向ける。

「さて、他に質問があるなら答えるぞ？」

　その自信に満ちた表情を見て、カリンは苦く笑しようしながら肩を竦すくめた。

「……ないわよ。こうして救われたし、クノンを利用したことはチャラにするわ」

「そいつはありがとよ。それじゃ、さっさと次の行動に移るか」

　そう言って、タクミは遠くで身を寄せ合っている子供たちに近づいていく。

「おーい、誰も怪我けがとかしてないよな？」

「あっ……タクミ！　ありがとう、本当にありがとうっ」

　タクミの姿を見つけて、リリアが泣きながら身体に抱だきついてくる。先ほどまで人ひと質じちになっていたこともあり、その恐怖は誰よりも大きかったのだろう。

　他の子供たちも涙なみだで顔をぐしゃぐしゃにしながら、タクミに感謝の言葉を告げていく。

　奴隷商人は死に、襲撃者たちは逃とう亡ぼうした。

　子供たちを縛しばる存在はおらず、奴隷として生しよう涯がいを終えることもない。

　少なくとも、奴隷の子供たちはそう考えていた。

「さて、いつまでもここにいるわけにもいかないし、全員で移動するとしよう」

「移動するって……どこに移動するんだよ？　それに俺たちはもう自由なんだから、全員で移動する必要はないはずだろ？」

　タクミの言葉に、キルファが真っ先に反応する。キルファの視線はクノンとカリンに向けられており、タクミの言う『全員』に二人が含まれていることにも気づいている。

　そんなキルファの疑問にタクミは笑いながら答える。

「もちろん、奴隷商人が向かっていた場所だ。そして……こいつらのボスとやらに、俺たちは奴隷として会いに行く。馬も無事だからそこまで時間は掛からないだろう」

　子供たちは、タクミの言葉の意味が理解できなかった。

　自由になったにもかかわらず、再び奴隷となる。

「ふ……ふざけんなよ！　どうしてまた奴隷なんかにならなきゃいけないんだ!?」

　一人がそう叫んだ途と端たん、他の子供たちも口々に反対する声を上げる。

　その反応を予想していたからこそ、タクミは説明を続ける。

「たしかに今の俺たちは自由だし、どこにでも逃げられる。だが、逃げた先には何もない。また捕まって奴隷になるか、飢うえて野垂れ死ぬか、生きるために盗ぬすみを働くか、だ」

「だからって……なんでわざわざ、奴隷商人の仲間のとこに行くんだよ！」

「今、俺たちはこいつらの仲間に大きな貸しを作っている。だからそれを利用して、お前たちの今後の生活と安全を保証するように取引を持ちかける」

　幾いく重えにも思考を巡らせ、タクミは自信に満ちた笑みを作る。

「お前たちを奴隷で無くすために、お前たちにはもう一回奴隷になってもらう。そのためには……ここにいる全員が揃そろって向かう必要がある」

　だが……やはりと言うべきか、子供たちは不安そうな面おも持もちで俯うつむいている。

　子供たちもタクミの主張は理解している。

　たとえこのまま逃げたとしても、待っているのは以前と変わらない過か酷こくな生活。それに加えて、今度は野盗と奴隷商人の仲間から報復のために命を狙われる。

　だからと言って、たとえそれ以外の道があるのだとしても、一度手に入れた自由を捨て、再び奴隷に戻もどるという選せん択たくをできるほど子供たちはまだ成熟していない。

「――うん、わかった」

　タクミの傍かたわらにいたリリアがそう口にした瞬しゆん間かん、皆みなが一いつ斉せいに視線を向けた。

「リリア、お前……本気で言ってるのか!?　今逃げれば奴隷にならなくて済むし、こいつの言う事を聞く必要なんてどこにもないだろうがッ！」

　反論するキルファに対し、リリアは静かに首を振ふる。

「わたしは、タクミの言ってることは間違ってないと思う。ここで逃げたとしても、明日また誰かに捕まって奴隷にされるかもしれない。それは明後日かもしれないし、もっと後かもしれない……それがいつまでも続くって、みんなだって薄うす々うす気づいてる」

　リリアの言葉に対して、キルファは力無く俯く。

　いつまた奴隷になるかもわからない状況。全てに怯おびえて過ごす日々。

「それに……タクミはわたしのことを助けてくれた。絶対に無理だって状況を変えてくれた。だから……わたしは、タクミのことを信じるよ」

　そう微笑ほほえむリリアを見て、キルファは面白くなさそうに舌打ちをする。

「……おい、タクミ。てめぇ本当にどうにかできるんだな？」

「できる、じゃなくて『やる』だ。お前らにもう一度奴ど隷れいになれなんて無む茶ちやな頼たのみ事ごとをしてるんだから、俺もちゃんと約束を果たしてやる」

　タクミの憎らしいほど自信に満ちた笑みを見て、キルファは溜ため息いきと共に頭をかく。

「……それで、俺たちは何をすりゃいい？」

「何もしなくていいって言いたいが、この場にいる全員がついてこないと難しくなる。まだ上手く理解できていない奴らもいるし、リリアと一緒に説明して回ってくれ」

「説明って……リリアはともかく、俺は上手く説明できるかわかんねぇぞ？」

「いいや、お前らだからこそ、上手く説明できる。基本的な説明はリリアに任せて、キルファはそれが正しいって後あと押おしするだけでいい」

　キルファは怪け訝げんそうな面持ちを作りながらもタクミの言葉に従い、リリアと共に他の子供たちの説得に向かう。

　タクミがその様子を見守っていた時、ふと背後に気配を感じて振り返る。

「タクミ……わたし、一つだけお願いがあるんです」

　月明かりを浴びて、煌きらびやかな金の髪かみをなびかせるクノンの姿。

　普ふ段だん浮うかべているような爛らん漫まんとした笑みではない、どこまでも無機質な顔。

「わたしはたくさんの人たちから殺せと言われて、ただ殺し続ける毎日しかなくて……だからきっと、わたしの人生はこれからもずっとつまらないものだと諦めていたんです」

　クノンの金の瞳ひとみに感情は無く、他人事のように淡々と過去を語る。

「だけど、『絶対に殺さないで生かす』というのは……ちょっとだけ、面白そうだなって思いました。こんな面白いことを考える人間なら、きっとまた面白いことを考えてくれるとわたしは思うんです」

　月明かりの下で、クノンの顔に表情が戻る。

「だから……まずは、あなたを絶対に生かし続けようかと思います」

　これからが楽しみで仕方がないといった風に、クノンは無む邪じや気きな笑みを見せる。

　どこか吹っ切れたようなクノンを見て、タクミも同じように笑う。

「ああ。それじゃお前が俺に飽あきたら、その時は遠えん慮りよなく殺すといいさ」

「むぅ……タクミを殺すのは難しそうですし、それはそれで楽しそうですね……」

「ガキ一匹ぴき殺したところで楽しいわけないだろ。とりあえずクノンは周囲を見張っていてくれ。楽しませてやる代わりに、これからきっちり働いてもらうからな」

「お任せあれ！　あなたの犬として従順に働いて見せますともっ！」
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　威い勢せいよく返事をしてから、クノンは尻尾しつぽを振りながら馬車に走っていく。その姿はまさしくボールを取りにいく犬のようだ。

「さて、相方はついてくるようだがお前はどうする？」

「……クノンが行くならあたしも付いて行くわよ。たしかにあんたは色々と面白そうな奴だって思ったし……それに、他にも気になることを覗いたしね」

　トン、とカリンはタクミを見ながら自身の頭を指差す。

「改めて訊くけど、あんたって一体何者なの？」

「そう聞いてくるってことは、やっぱり俺みたいな奴は普ふ通つうじゃないってことか」

「普通じゃないっていうか……今でも信じられないんだけど」

「それなら信じてもらえるように、お前には色々と話してやろう。一人くらい理解者がいた方が、こっちとしても動きやすくなるからな」

　まだこの世界における情報は不十分で、転生者が他に存在するのか、またどのような扱いを受けているのか不明でもあるため、事実を無闇に開示することができない。

　カリンには読心があることから、タクミが転生者という事実はいずれ明らかになる。

　それならば早い段階で話をしておけば、有事の際に対処を任せることもできる。

「とりあえず話は道すがらだ。死体を積んだらすぐに出発してここを離はなれるぞ」

「ここを離れるのには賛成だけど……なんで死体まで持って行くのよ？」

　カリンも死体には慣れているようだが、目的地につくまで死体と共にいることを想像したのか、嫌いやそうに顔をしかめている。

「俺は『全員』で目的地に向かうって言っただろ。それは当然、こいつらも含まれてる」

　遺体の目を閉じてから、タクミは丁てい重ちような手付きで馬車の荷台に運び込む。

　取引を行うためには、何一つとして欠けてはいけない。

　それは奴隷の子供たち、クノンとカリンの二人、遺体となってしまった奴隷商人、そして馬車を襲った男たちすらも含まれている。

「ま、詳しい話をするより、お前の場合は読心とやらで見た方が早いだろう」

「……あんたの心は、見ただけで疲つかれるから嫌なのよ。さっきあんたがやろうとしている事を読み取った時、色々な思考を一いつ瞬しゆんで理解させられて吐はきそうになったわ」

「ああ、だから心を読む度たびに顔をしかめてたのか。だけど今後も俺の思考を読ませることがあるだろうから、なるべく慣れてもらわないとな？」

　そう言って、タクミはカリンと視線を合わせようと顔を近づけるが、その距きよ離りが近すぎたせいか、カリンが少しだけ頬ほおを赤くしながらそっぽを向く。

「別に子供だから気にしてなかったけど……中身が成人ってわかるとなんか複雑ね」

「俺としては、お前が意外と可愛かわいげのある反応を見せて面白かったけどな」

「…………あんた、わかっててやったなら一回本気で殴なぐるわよ？」

「さぁてな、真意は俺の心の中だから覗のぞいてみるといい。まぁ……読心で体調不良を起こすのなら、今は無茶をするな。確実に休息を取れる時にした方がいい」

「そうね、しばらくは遠慮しとくわ。それより……あんたは何をするつもりなの？」

　改めて尋たずねてくるカリンに対し、タクミは笑いながら答える。




「ガキが大人を言い負かす、そんな愉快なことをするつもりだ」
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　王都リスティナ。

　王城リヒテルトを最高層とし、そこから順に上層、中層、下層という階層に区分けされ、王都の周囲は高い城じよう壁へきによって囲まれた城じよう塞さい都市である。

　王都の南側には広大な湖、北側には峻しゆん烈れつな山さん岳がく地帯、東西には広大な平原地帯。

　それらの自然は王都リスティナに様々な恩おん恵けいを与えている。

　北方に連なるメルド山脈は寒気を帯びた北風を遮さえぎるだけでなく、踏とう破はするのが困難であるほど険しい地形が随ずい所しよに存在しているため、他国からの侵しん攻こうを防いでいる。

　そして南方に広がるヴェルヌ湖は王都の水源として利用されているのだが、一いつ般ぱん的てきな湖とは異なる特とく徴ちようを持っている。

　汽水湖……淡たん水すいに海水が侵しん入にゆうしている湖であり、湖の開口部は海と隣りん接せつしている。

　そのため、海商などの船は海路から開口部を経へてヴェルヌ湖に直接入ることができ、陸路を経由するという手間や煩はん雑ざつさがないため、海商を主として商業が発展していった。

　また、東西に広がるエルターン平原は起き伏ふくが少ないこともあり、自国の商人だけでなく、他国の商人たちも通商路として利用している。

　そのような好位置に国があることもあって、王都リスティナは商業の盛んな都としても名高く、昼夜問わず様々な行商人が出入りしている。

　そのような商人たちを受け入れるため、東西の関所からは人の気配が消えることはなく、関所の近くには王都を守護する憲兵たちが常に控ひかえている。

　その日も勤勉な憲兵たちは、居い眠ねむり一つせず見張りの任を終えようとしていた。

　疲ひ労ろうと眠ねむ気けの中、憲兵の一人が顔を覗かせ始めた太陽を見て大きな欠伸を漏らす。

「ふぁ……ぁ、ようやく朝か。これで交代の奴らが早起きして来てくれたら、俺たちは今すぐにでも帰れるってのに」

「違いねぇが、もしもお前が同じ立場だったら起きてすぐに詰つめ所しよへ来るか？」

「そりゃあ……ギリギリまで眠ねむって、朝飯をゆっくり食べてから来るに決まってる」

「そういうことだ。眠いのはわかるけど、交代の時間までは辛しん抱ぼうしておけ」

「へいへい。それじゃ暇潰しに、目が覚めるような話でもしてくれよ」

「仕方ねぇな……それじゃ『幽ゆう霊れい馬車』の話でもしてやるよ」

「それって、もしかして『夜中に死体の乗った馬車が現れる』って話か？」

「…………いや、オチを先に話すんじゃねぇよ」

「前にヴェルヌ湖の見張りをした時、別の奴から『幽霊船』の話をされたもんでよ」

「なるほどな。夜中に暇ひましてる奴は、どいつも似たようなことを考えるってわけだ」

　くだらない話に興じながら、二人の憲兵は笑い合う。

　このまま何事も無ければ、二人は眠気を通とおり越こして気が高まり、食事をしながら酒を飲んでそのままぐっすりと眠っていたことだろう。

「っと、交代前に仕事みたいだ。こんな明け方に馬を走らせるなんてご苦労なこった」

「それは俺たちにも言えることだろうよ。生きるために仕事は必要だ」

　互たがいに苦笑してから、二人の憲兵は馬のいななきが聞こえた方向を見る。

　そして、平原の向こうから現れた馬車を見て、二人は顔を見合わせた。

「……なんか様子がおかしくねぇか？」

「大事な商品があるってのに、幌ほろすら張ってないのは妙だ……いや違う、風で何かが揺れてるから、あれが幌だったんだ。もしかして、野盗に襲われた馬車か？」

「おいおいおい……バカ言ってんじゃねぇよ。野盗に襲われたってんなら、どうして馬車がこっちに向かって走ってるんだ」

　陽光が作る影のせいで馬車の様子が見えず、二人は馬車が近づくのを待つしかない。

「なぁ、お前がさっき話そうとしてた『幽霊馬車』ってどんな話だ？」

「……たしか、野盗たちが奴隷馬車を襲って、乗っていた奴隷の子供たちを殺すんだ。それで化けて出た子供の霊れいが、死体を乗せて草原を徘はい徊かいするって話だったと思う」

「なるほど……俺の目が間違ってなければ、御ぎよ者しや台だいにいるのは子供みたいだ」

　御者台で馬を操あやつっている人間の背せ丈たけは低く、どう見ても大人のものではない。

「……もし本物だった時は、俺を置いて行くんじゃねぇぞ？」

「安心しろ。その時は俺も一いつ緒しよに逃にげてやる。二人で仲良く職務放ほう棄きだ」

　二人は緊張で固かた唾ずを呑のみ、身体の震えを抑おさえながら馬車が関所に到とう着ちやくするのを待つ。

　そして……馬車がしっかり止まった。

　御者台に立つ少年が憲兵たちに気づき、手を振って合図を寄よ越こしてくる。

「よお、朝早くにご苦労さん」

　少年が人ひと懐なつこい笑みと共に挨あい拶さつしたのを見て、憲兵たちは内心で胸を撫なで下おろした。

「なに、これも仕事だ。それより……坊ぼう主ずがこの馬車の持ち主ってわけじゃないよな？」

「ああ。野盗に襲われて必死に逃げてきたところなんだ。この馬車の行き先がリスティナだっていうのは知っていたから、本来の持ち主に返そうと思ってここまで来た」

　少年の言葉に、憲兵は怪訝そうに表情を歪ませる。

　御者台にいる少年の首元には、奴隷身分を示す首輪がついている。

　野盗に襲われて他の人間が死んだのなら、そのまま別のところへ逃げればいい。だというのに、少年は『持ち主に馬車を返しに来た』などと言う。

「……荷台を確かめさせてもらうぞ」

「構わない。ただ、他の奴らは全員疲れて眠ってるから、起こさないでやってくれ」

　笑っている少年に警戒しながら、憲兵は荷台の中を覗き込む。

　子供が九人、獣じゆう人じんが一人にエルフが一人……そして、男が二人横たわっている。

「なんだ、大人もいるじゃないか。それなら話を聞かせてもら――」

　憲兵が男を揺ゆり起おこそうと触ふれた時、人の身体とは思えないその硬かたさに寒気を覚える。

　そして、ごろりと血まみれの頭が転がり、憲兵と目が合った。

　その背後で、少年はずっと笑みを浮かべていた。

「ああ……言い忘れてたが、もう二度と起きない奴も乗ってるんだ。そいつらが腐くさる前に仲間のところへ返したいから、急いで持ち主を探してくれ」

　少年がそう告げた瞬間、憲兵の情けない叫さけび声ごえが城壁の外で響き渡わたった。
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　面倒事からさっさと逃げたかったのか、憲兵たちは馬車の持ち主をすぐに特定した。

　商会《鈴蘭ヴアレリア》保有の奴隷馬車。

　憲兵が連れん絡らくを付けたことで、すぐさま商会の人間が引き取りに現れたが、世辞にもまともな人物とは言えない風ふう体ていだった。

　現れた人間たちは商人というより、裏路地にいるゴロツキという表現が正しい。

　ゴロツキたちは仲間の遺体を確認した途端、タクミに対して殺意すら向けていた。

　それが当然の反応だ。事情を知らない者から見れば、奴隷であるタクミたちが反はん抗こうし、仲間たちを殺したと考えるのが自然と言える。

　だが……意外にもゴロツキたちはタクミたちには一いつ切さい手を出さず、「事情を聞かせろと、首領が呼んでいる」と吐き捨すてるように告げただけだった。

　そして、強面こわもての人間たちに囲まれながら……タクミたちは《鈴蘭》の応接室に通される。

　タクミの背後にはクノンとカリンだけでなく、リリアやキルファたち奴隷の子供たちも控えているが、その表情は怯えと緊張で硬かたくなっている。

「――さて、わざわざ来てもらって悪かったな」

　タクミの対面、ソファで足を組んでいた男が口を開いた。

　男もやはりと言うべきか、商人という風体ではなかった。

　ゴロツキが首領と呼んでいたことから、タクミは歳としを経ていると思っていた。しかし予想に反してその見た目は若く、まだ三十を過ぎたばかりといった頃ころに見える。

　しかし、その顔や組んでいる腕には薄うすい傷きず跡あとが幾重にも刻まれており、鍛きたえ上げられて引ひき締しまった身体であることが服の上からでも察せられる。

「俺おれがこの商会……《鈴蘭》を仕切ってる首領、ヴァテル・ファミリエだ。どうやら道中で色々あったようだが、まずは座すわってくれ」

　そうヴァテルに促うながされ、タクミは対面にあるソファに腰こし掛かける。

「さて、話の大筋は血相変えて飛んできた兵士から聞いている。今回の件は最初から最後までキナ臭くさいもんだったし、エルフが相場より格安で手に入るって時点で俺も疑っていた。だから、お前の話も半分は信じてやる」

　そんな言葉とは裏腹に、ヴァテルの瞳には殺意が込められている。

「だが……お前らが俺のところに戻ってきた理由が見えない。野盗のクソ共が俺らを挑ちよう発はつするため、仲間の遺体とお前たちを寄越したって方がまだ納なつ得とくできる。だが、それだとエルフまで寄越す理由が無い」

　葉巻に火を点つけてから、ヴァテルはタクミを値ね踏ぶみするように観察する。

「まずはてめぇが考えていたことを、洗いざらいすべて答えろ。何か一つでも隠したり、しょうもない嘘うそを口にしたら……この場で全員殺してやる」

　ヴァテルの眼めに躊ちゆう躇ちよはなく、まとっている威い圧あつ感かんから本気の度合いが窺える。

　しかし、タクミもヴァテルを見み据すえ、その様子を観察していた。

　ただのゴロツキ程度であれば、タクミは容易に言いくるめて御ぎよすることができる。そして暴力という手段に出たとしても、クノンの力を借りれば解決できる。

　だが、ヴァテルはあらゆる可能性を考こう慮りよし、先に情報を得るという行動に出た。

　暴力によって情報を吐かせるより、「これから暴行を加える」という脅きよう迫はくと威圧で恐怖を与あたえる方が、相手から情報を入手しやすいことを理解している。

　少し面倒な相手だと思いながら、タクミは口を開いた。

「……大したことじゃない。逃げても先はないから、あんたらを頼たよって王都に来たんだ」

「バカ言うんじゃねぇよ。奴隷のお前たちが俺たちを頼る？　奴隷売買を生業にしているクソみたいな人間が、奴隷に身を落としたクソガキの世話をすると思ってんのか？」

「ああ……奴隷売買をしているクソみたいな連中なら、取引ができると思ったんでな」

　タクミの言葉によってヴァテルは目の色を変える。周囲のゴロツキたちはタクミの言動が癇かんに障さわったのか、剣けん呑のんな雰ふん囲い気きをまとい始めてにわかにざわめき出す。

　そんな皆の言葉を代弁するように、傍らに控えていた恰かつ幅ぷくの好いい男が怒ど声せいを上げた。

「てめぇクソガキッ!!　奴隷のくせに、ヴァテルさんになんて口を――」

「黙だまってろ、ガイツ。奴隷を売ってるお前からすれば、奴隷にナメた口を利きかれて気に食わないのはわかるが、今はそんなことはどうでもいい」

　ガイツと呼ばれた男を窘たしなめてから、ヴァテルは再びタクミに向き直る。

「話の腰こしを折って悪かった。だが、二人殺されて気が立ってる上に、クソガキにナメた口を利かれて笑っていられるほど俺らも御お人ひと好よしじゃねぇんだ」

「そうかい。こっちも奴隷身分のクソガキに、口の利き方かたを期待してるとは思わなくてな」

　ゴロツキたちに殺気を向けられながらも、タクミはまるで退く様子を見せない。

　その様子を見て、ヴァテルは深い溜息をついた。

「……いいだろう。お前の度胸に免めんじて、口の利き方についてとやかく言わないでおく。今はそれより……さっき言った『取引』って話が先だ」

　漂ただよう紫し煙えんの中で、ヴァテルは眼を光らせる。

「取引ってのは相応の材料が必要なもんだ。だが、奴隷のお前は何も持っていない。土台からして取引そのものが成り立たないとは思わねぇか？」

「たしかに、俺が持ってるのは服代わりのボロ布と自分の身体くらいだ。でも取引材料ってのは形あるものだけじゃないだろ？」

　トントン、とタクミは自身のこめかみを指で叩たたく。

「俺の取引材料は……情報だ。あんたらにとって有益な情報を俺は持っている」

　何かを考え込むように、ヴァテルはしばらく口を開かなかった。

　やがて、意を決したようにヴァテルは口を開く。

「……言ってみろ。内容次し第だいじゃ取引にも応じてやる」

「ヴァテルさんッ!!　このガキの言う事を信じるんですか!?　どうせ自分が助かりたくて、適当なことを言ってるだけでしょう!?」

　ヴァテルの判断にガイツが再び異を唱えたが、直後にガイツの顔色が変わる。

「なぁ……ガイツ。俺は黙ってろって言ったはずだ」

　ヴァテルに鋭するどい眼光を向けられ、ガイツは恰幅の好い身体をガタガタと震わせる。

「俺はこのガキには交こう渉しようするだけの余地があると考えている。それが理解できなくて、まだ喚わめき散らすって言うなら……その飾かざりと大差ねぇ口を今すぐ削そぎ落おとしてやる」

　ガイツは何か言いたげに口を何度も開いていたが、やがてヴァテルの雰囲気に圧おされ、唇くちびるを噛かみながら応接室を出て行った。

　その様子を眺ながめていたタクミは、変わらぬ態度でヴァテルと接する。

「あっさりと取引を受けたじゃないか。あのおっさんの言うことも正しいだろうに」

「お前がそんな間ま抜ぬけだったら、こっちも頭を悩なやませずに土の中に埋うめるだけで済んだ話なんだがな。まぁ、間抜けなら今いま頃ごろ野垂れ死んでるだろうけどよ」

　ヴァテルは先ほどよりも多少態度を和やわらげ、紫煙をゆっくりと吐き出す。

「さて、話の続きだ。お前が何を考え、何を目的として行動し、その先に何を見据えていたか……取引をする人間に相応ふさわしいと俺に証明して見せろ」

　証明しろ、というヴァテルの言葉を聞き、タクミはその意図を察した。

　ヴァテル自身は取引が有益であると判断している。

　しかし、ゴロツキたちをまとめる長おさが、奴ど隷れいの子供と取引をすれば面子メンツが立たない。

　息を吐いて調子を整えてから、タクミはすべての行動を語る。

「……まず、奴隷たちを一人も欠かさずに連れてきた目的だ。自由になった奴隷たちが一人も逃げずに戻るのは異常。だからこそ、相手の興味を引くことができる。多少頭の回る人間なら、何か意図があると勘かん付づいて聴ちよう取しゆの場を設ける」

　淡たん々たんとした口調で、タクミは自分が組み上げてきた行動を語る。

「俺はあんたらが使っている仕し掛かけ箱を見て、ちゃんと頭を使ってる人間が商会の中にいると確信していた。だからこそ、当てもなく逃亡するより確実だと踏んだ」

　鍵かぎや錠のない、限られた人間にしか開けることのできない仕掛け箱。

「限られた人間しか開けることができないのなら、閉じる時にも複雑な工程や特とく殊しゆな機構が必要だ。だが、大きさと形状から見て複雑な機構は組み込めない。金を入れるまでに要した時間も短いから複雑な工程も必要としない。だから……本当は誰にでも開けられる」

　鍵も無ければ錠もない物もの珍めずらしい箱。

　その箱に「限られた人間しか開けることができない」という先入観を与え、『錠』とした人間が商会にいるとタクミは推察した。

　魔ま法ほうという手段も考えられたが、それならば『魔法でしか開けられない』と言う。しかし、あの二人は一切そのようなことは口にしていない。

「あんたらの仲間の死体は俺たちの無実を証明するために運んだ。御ぎよ者しやが殺されたなら、まず奴隷の反抗を疑う。だが、傷口の角度や深さを見れば非力な子供がつけられるものじゃないとわかるし、獣人の仕し業わざならもっと凄せい惨さんな死体になるだろう」

　どこまでも冷静に、タクミは自身の考えを語っていく。

　周囲で待機しているゴロツキたちは、タクミに恐きよう怖ふという感情を向けていた。

　ただの子供が、何もかもを計算し尽くしてこの場を作り上げている。

「最初、あんたたちが奴隷を売買している連中だから取引ができると俺は言った。そういった連中なら、問題解決の手段として一定の武力を持っていると考えたからだ。俺の持っている情報は、何も力を持たない子供の俺たちには無益でしかない」

　ゴロツキたちを従えるヴァテル・ファミリエ。そんな人間と正面から相対し、怯えも恐怖も見せず、どこまでも対等に『取引』を持もち掛かけている子供。

「この際だから面めん倒どうな話は抜ぬきだ。俺が握にぎっているのは、あんたの仲間を殺した奴らの規模、人相、特徴、主な武装……そしてそのバカ共は同じ手口で金を稼かせいでいた。エルフの代金を回収するついでに、金目の物も駄だ賃ちんとして奪うばえる」

　どこまでも自信に満ちた、恐怖すら覚える笑えみを浮うかべる子供。

「さぁ……金と仇あだ討うち、その二つが同時に行える旨うまい取引だ」

　しばらく、応接室が静まり返る。

　やがて……ヴァテルの豪ごう快かいな笑い声が、その静せい寂じやくを破った。

「なるほど、上等じゃねぇかッ!!　お前は取引相手として申し分ない！」

　そこで、初めてヴァテルは友好的な笑みを浮かべて見せた。

「お前の要求は『鈴蘭』の長であるこのヴァテル・ファミリエの名において、責任を持って果たしてやる。だから……俺たちの仲間を殺したバカ共の情報を話してみろ」

　瞳に殺意を宿しながらも、ヴァテルは愉たのしげな笑みを浮かべている。

「仲間を殺した奴らをこの手で殺せるのなら……いくらだって買かってやる」

　ヴァテルが下した決断に周囲のゴロツキたちも賛同しているようで、皆一様に獰どう猛もうな笑みを浮かべながら復ふく讐しゆうの炎ほのおを滾たぎらせている。

　予想通りの反応に、タクミは軽く笑みを浮かべてから頷うなずいた。

「とりあえず、今はまだ野盗共が近くにいる。やるなら急いだ方がいい」

「ほお、どうしてそう言い切れる？」

「俺が今しがたやっていたのと似たようなもんだ」

　足を組んだまま、タクミは奴隷の子供とは思えない横おう柄へいな態度を見せる。

「獣人がいたとはいえ、奴隷の子供に逃げられたなんて間抜けもいいところだ。しかも片かた腕うでまで持ってかれたとなったら、あいつらは腹いせに俺らを躍やつ起きになって探す」

　相手はたかが子供、見つけることなど容易いと侮あなどっている。

「だが、俺らが全員引き連れてあんたの場所に向かったなんて考えない。だから俺らを探す間はこの地を離れないだろうし、その内にあんたらが煮にるなり焼くなりしてくれ」

「……よく命を狙ねらわれてるような状況でそこまで立ち回ったもんだな。獣人……しかも、その中で取り分け好戦的な狼人の手た綱づなを握って全員を生かすなんてよ」

「野盗は大事な取引材料だ。あんたらも商品の奴隷を理由なく殺す真似まねはしないだろ？」

「ハッ……ついさっき、自分の命を狙っていた野盗たちを取引材料扱あつかいか。下手したら俺たちより奴隷商人に向いてるんじゃねぇのか？」

　ヴァテルが喉のどを鳴らしながら笑う。皮肉かとも思ったが、その表情から察するに素す直なおに称しよう賛さんしているのだろう。

　だが、その話はタクミにとって願ってもないことだ。

「それなら……俺を奴隷商人にしてくれ」

　そう言った瞬間、ヴァテルが驚おどろいたように目を丸くした。

「奴隷商人にしろって……お前がうちで働くってことか？」

「そうだ。商品だってあることだしな」

　言いながら、タクミは背後にいる子供たちを指差す。

「俺があいつらを奴隷として売うり払はらう。それで今までの十倍以上の利益を出だそう」

　タクミの宣言によって、ゴロツキたちがにわかに騒さわぎ始める。

　さすがのヴァテルも、その発言には渋しぶい表情を浮かべていた。

「……なぁ、俺は自分で言うのもなんだが悪党だ。必要なら人を殺すことも躊躇ためらわないし、人間だろうと亜人だろうと物として売り払う。だが、それでも筋だけは守る。仮にも利用しておいて、その価値が無くなった後に捨てるのは外げ道どうのやることだぜ？」

　奴隷を救って一度は希望を与えながらも、再び奴隷として叩き落として絶望を与える。

　それは外道と呼ぶに相応しい所業だ。

　しかし、ヴァテルに鋭い眼光を向けられながらも、タクミは態度を崩くずさない。

「俺があいつらを奴隷として売り払うのは、あいつらのためさ」

「そいつはなんとも思いやりに溢あふれた言葉だ。奴隷が辿たどる末路ってのは、男は死ぬまでコキ使われて、女は病で死ぬまで娼しよう婦ふとして働き続けるしかねぇんだぞ」

「ああ。だからそうならないために、俺が奴隷として然しかるべき場所に売り払う。奴隷が有能であるのなら、買い手は奴隷を重宝する。そしてその奴隷が他者とは替かえが利かなくなれば、その奴隷は人並の生活を送ることができる……違ちがうか？」

「そんな理想論が、このクソみたいな現実で実現できると思ってんのか？」

「俺ならできるさ。どうせやるなら、難しいくらいが俺にはちょうどいい」

　他者からすればただの理想論で、とても現実的な話とは思えない。

　しかし、その理想論をすべて叶かなえて現実にしてきた男がいる。

「いっそ……奴隷って存在そのものを変えてやろうじゃないか」

　その時だけ、タクミは年相応な少年らしい笑みを浮かべた。

　そんな笑みにつられてか、ヴァテルも小さく笑みを作る。

「こいつは……妙みようなガキがきたもんだ」

「……ヴァテルさん。まさか本当にこのガキを使うつもりですか？」

　ヴァテルの背後で静かに佇たたずんでいた男が、初めて口を開いた。

「いいじゃねぇか、ジル。俺に向かってここまで啖たん呵かを切ったんだ。ただのガキとは思えねぇし、本当に利益を上げられるならガキだろうと問題ねぇよ」

「……承知しました。ガイツにはどのように説明しておきますか？」

「あいつには別の仕事を与えとけ。金絡がらみならあいつは優ゆう秀しゆうだからな」

　そうヴァテルが告げると、ジルと呼ばれた寡か黙もくな男は恭うやうやしく頭を下げて部屋を出て行く。

　そして……入いれ違いに、小さな頭がひょっこりと顔を出した。

　煌びやかな白金の髪に、碧へき玉ぎよくに似た大きな瞳。

「おとーさん。もうお話終わったの？」

「おう、終わったぞ。ミルト、このガキたちを収容室に案内してきてくれ。あと飯だ」

「うんっ！　がんばってごはん作るね！」

　ミルトと呼ばれた子供は無邪気に笑いながら、ヴァテルに頭を撫でられている。

　なんとなく、タクミはヴァテルに尋ねてみる。

「……その子も奴隷か？」

「ブン殴るぞてめぇ。ミルトは俺の娘むすめだ。親の仕事を手伝う健けな気げでかわいい娘だぞ」

　首領としての貫かん禄ろくはどこへいったのか、ヴァテルは親バカのようにミルトの頭を撫でながら笑う。幼い子供に手伝わせる仕事じゃないだろう、という言葉は呑のみこんだ。

　タクミがそんなヴァテルの姿に呆あきれていると、ミルトが不思議そうに首を傾かしげた。

「おとーさん、その子も奴隷なの？」

「そいつは……元奴隷ってところだ。今日から俺らの仲間になった」

「仲間ってことは……おとーさんたちと一緒に仕事するの？　まだ子供なのに？」

　じっとタクミを見つめながら、ミルトは再び首を傾げていた。なんとも子供らしい。

「ああ、今日から世話になることになった。よろしく頼むよ」

「……なんか、子供っぽくないね」

「ブッ――ッハハハッ!!　そうだよなぁ！　こいつガキっぽくねぇよなぁ!!」

　ミルトがタクミに対する感想を口にした瞬間、ヴァテルが大口を開けて笑った。

「さて……お前も今日から我わが『鈴蘭』の一員だ。お前が連れてきた奴隷たちは一いつ切さい合がつ切さい好きにして構わない。エルフと獣人については惜おしいが、お前への先行投資だ」

「そいつは助かる。ガキの俺じゃエルフでも連れてないと相手に信用されないし、そうなったら取引もまともにできないだろうしな」

「そこまで頭を回せるだけ上出来だ。あとはお前の好きなようにやってみろ」

　そう笑いかけてから、ヴァテルは立ち上がって部屋を後にしようとする。

「仕事の詳しよう細さいについてはまた明日、さっきのジルって奴やつから説明されるだろうが……そういや、まだお前の名前を聞いてなかったな」

　振り返かえったヴァテルに対して、タクミは自分の名を告げる。

「拓未……タクミだ。今後は『鈴蘭』の奴隷商人として、よろしく頼むよ」

　変わらず、どこまでも自信に満ちた表情で言葉を返した。







二章　お人好しの奴隷商人







　七年。

　七年という歳さい月げつは言葉にすれば長いが、大きな変化をもたらすものではない。

　少なくとも、王都リスティナの様子は変わらない。

　リスティナを訪おとずれた商人たちは、皆みな一様に『水の都』だと口にする。

　ヴェルヌ湖という恵めぐまれた水源によって人々は水に困ることはなく、王都の全域に行きわたるように張はり巡めぐらされた細かな水路は圧巻の一言に尽つきる。

　清潔感溢れる街並み、清せい廉れんな水が穏おだやかに流れる水路。

　そんなリスティナを見た旅人たちは、賛美と共に『水の都』という名を口にする。

　しかし、それらはすべて中層から上層にかけての話でしかない。

　リスティナの南東に位置する、貧困層が住まう下層。

　ヴェルヌ湖から汲くみ上あげられた水は見み目め麗うるわしい水路を通り、その後は地下の水路へと流され、下層を経由してヴェルヌ湖へと排はい水すいされる。

　当然ながら、地下水路から流れる水には生活排水が混じっている。そのため下層には汚お水すいの臭においが充じゆう満まんしており、纏まとわりつく湿しつ気けと臭いのせいで不快感を増長する。

　人々はそんな下層から目を背そむけているだけで、『水の都』という名も捉とらえようによってはリスティナの人間を揶や揄ゆする言葉とも聞こえる。

　しかし、王都に住む人々がそのことを気に掛けることはない。

　上層では貴族が時間を選ばず会食を催もよおし、中層では一いつ般ぱん市民が日常を謳おう歌かしながら仕事に励はげみ、下層の人間は生きるのに必死でそんなことを気にする余よ裕ゆうはない。

　それがリスティナにおける日常で、七年経たっても変わらない日常。

「さて……今日も仕事っと」

　軽く肩かたを鳴らしながら、タクミは慣れ親しんだ下層の空気を大きく吸う。

　奴隷商人。

　王都リスティナの下層で、タクミは奴隷商人を生業として生きてきた。

　そして王都は七年で一切代わり映ばえしなかったが、タクミは七年の歳月によって少年から大きく成長した。

　体つきは世辞にも良いとは言えないが、背丈だけはしっかりと上に伸のびてくれたようで、見た目からは子供らしさというものを一切感じられない。

　タクミが大きく身体を伸ばしていると、背後から声を掛けられる。

「こうして見ると、人間の成長って早いもんだと実感するわねぇ」

「わぁ……タクミって普ふ段だん猫ねこ背ぜですから、こうして見るとすっごく高いですね！」

　髪かみ色いろと同じ金色の大きな耳と尻尾を生やした小こ柄がらな少女。

　流れるような艶あでやかな黒くろ髪かみに、ピンと葉のように伸びた鋭い耳を持つ少女。

　タクミと同じ元奴隷であり、今では仕事仲間でもある二人。

　二人の容姿は七年前からまったく変わっていない。

　カリンは出会った当初の姿を保っており、艶やかな黒髪を始め、服の上からでもわかる豊かな胸むな元もとや、しなやかなに伸びる手足に至るまで一切の衰おとろえがない。

　そしてクノンもまた、十代前半といった見た目に変化はなく、背丈の伸しん長ちようや女性特有の二に次じ性せい徴ちようといった様子は見られない。

「俺からすれば、まったく変わらんお前らに驚きだけどな」

「だってあたしエルフだし」

「そしてわたしは獣人ですから！」

　カリンは淡々と、そしてクノンが元気よく答える。

　亜人はその種族によって様々な特徴があり、寿じゆ命みようや成長もその一つだ。

　エルフは一定の年ねん齢れいに達すると成長が止まり、寿命が近づくと一気に老化する。

　獣人族は二次性徴までの過程が数年で終わり、人間より緩ゆるやかな速度で老化する。

　そういった種族の違いもあり、今では三人の中でタクミが一番の年長者に見えるのがなんとも不思議な光景と言える。

「それはともかく仕事だ。カリン、今日の予定確かく認にん」

「はいはい。今日は『鈴蘭』の事務所に寄ってから、銃じゆう匠しよう『鋼玉コランダム』でベクトから依い頼らい品ひんの回収、下水処理のラングから定期報告、靴くつ職人のパッセに新人教育の依頼……ってところかしらね。夜の豊ほう穣じよう祭さいには、他の構成員が当たってるから問題なし」

　カリンが淀よどみない調子で今日の予定を答え、タクミは大きく頷く。

「ベクトとラングは仕事終わりの方がいいだろう。パッセは飯の差し入れついでに話をつけるとして……とりあえず、事務所に行く前に腹ごしらえだな」

「はい、はいっ！　わたし、お肉がいいと思いますっ!!」

「待ってクノン、朝から肉はあたしがきつい――」

「えー……お肉、ダメですか？」

　クノンがしょんぼりと耳と尻尾しつぽを垂れさせたのを見て、カリンが息を詰つまらせる。

「……タクミ。肉、食いに行くわよ」

「お前はほんとクノンに甘あまいな。俺は食える物ならなんでもいいけど」

「それじゃ、朝食はお肉に決定ですっ！」

　耳をピンと張り、瞳ひとみを輝かがやかせながらクノンがぴょんぴょんと跳はねる。

　タクミが『鈴蘭』の奴隷商人となったことで、クノンとカリンの二人も同様に『鈴蘭』所属の構成員という立場となった。

　その時から七年間、三人はいつもこの調子で過ごしている。

「この時間なら……もう一人もいるだろう。ついでに世間話でもするか」

「……あんた、元々そのつもりで食事をしようって言ったんでしょ？」

「当たり前だ。時は金なり、無む駄だは可能な限り排はい除じよするのが一番だ」

　カリンからジト目を向けられるが、当のタクミは鼻歌混じりに歩き出す。

　下層に食事処どころと呼べる店は皆かい無むと言っていい。

　貧困層である下層の住民は朝食を抜き、昼食に主な食事を済ませ、夕食に精の付く食べ物と一緒に酒を飲む輩やからがほとんどだ。

　そのため、朝方から食事ができる場所はほとんど存在しない。下層に開かれているほとんどの店は酒場ばかりで、食事処を兼けん業ぎようしている店も限られている。

　しかし、知り合いの店であるなら話は別だ。

　閉店と掲かかげられている看板を無視して、タクミはそのままドアを開いて店内に入る。

　そしてドアベルが鳴った瞬しゆん間かん、パタパタと慌あわてた足音が店の奥おくから聞こえてきた。

「ちょっと！　今日はもう終わり――ってなんだ、タクミじゃない」

　奥から出てきたのは、くすんだ金きん髪ぱつの上に頭ず巾きんを被かぶった少女。

「おう。ちょっと飯を食わせてくれ。リリア」

「またなの？　まったく……こっちは夜中の片付けで忙いそがしいってのに」

　怒おこった様子を見せながらも、リリアはさっさと座れと手招きしてカウンター席に促す。

「リリアの料理は美味うまいから、飯って言ったら真っ先に浮かんだもんでよ」

「はいはい、ありがとうね。奴隷商人様のお墨すみ付つきなら、うちも誇ほこらしいってものよ」

　溌はつ剌らつとした笑みを浮かべるリリアからは、以前のような薄はつ幸こうさは微み塵じんも感じられない。

「それに……あんたたちと同じような常連さんが、もう一人食べに来てるしね？」

　リリアがニヤつきながら言うと、カウンターの奥側にいた男が激しく咳せき込んだ。

　眼鏡を掛けた眼めつきの悪い少年。眼鏡のせいで印象は変わってしまっているが、その顔立ちには幼い頃ころの面おも影かげが残っている。

「……仕方ないだろう。こっちは夜通し写本作りをやっていたんだ。こんな時間に飯が食える場所と言えば、リリアの店くらいしかないだろう」
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　見た目や口調は大きく変わってしまったが、バツの悪そうな表情に昔の名残なごりがある。

「うん？　それじゃキルファは他の店が開いてれば、うちには来なかったの？」

「……まぁ、リリアの料理が美味いから、どっちにしろこの店に来ただろう」

「素直にそう言っておけばいいのよ。口調ばっか大人びて、中身は子供なんだから」

「……お偉えらいさんと話す機会が多いせいで、自然と堅かた苦くるしくなっただけだ」

　不ふ貞て腐くされたように、キルファは目の前にある好い香かおりの肉を勢いよく頬ほお張ばる。

「ほら、タクミたちも座って座って。すぐに作れるものでいい？」

「俺とカリンはそれで構わない。クノンの奴には――」

「リリアさん、わたしはお肉です！　むしろお肉ならなんでもオッケーですっ！」

「はいはい。クノンさんにはとっておきの香こう草そう焼きがあるからね」

　これでもかと尻尾を振ふっているクノンに笑みを向けながら、リリアは厨ちゆう房ぼうに入っていく。

　料理が来るまで手て持もち無ぶ沙さ汰たということもあり、仏ぶつ頂ちよう面づらで食事を続けているキルファになんとなく話を振ってみることにした。

「んで、キルファの方は順調なのか？」

「お前のことだ、順調かどうかも把は握あくしているはずだろう」

「それじゃ世間話すらできなくなっちまうだろ。それに良い報告ってのは、他人からじゃなくて本人から聞いた方がいいってもんだ」

「どちらにせよ、だ。どこぞの『お人好しの奴隷商人』によって売られた人間なら、誰だれだって順調だと答えるに決まっている」

　口調こそ変わらないものの、キルファの口元には笑みが浮かんでいる。

　リスティナの下層にいる『お人好しの奴隷商人』と呼ばれる存在。

　曰いわく、人手を欲ほつしている人間の下もとにその奴隷商人は現れる。

　曰く、その奴隷商人は買い手の要望に容易たやすく応こたえる。

　曰く、その奴隷はどこまでも優秀で、必ずや成功を収める。

　曰く、優秀な奴隷であるにもかかわらず、その値段は破格の安さである。

　人を売り買いし、本来なら多方から恨うらまれるべき存在でありながら、買い手と奴隷の両方から感謝され、いつしか『お人好しの奴隷商人』と呼ばれるようになった存在。

　それが商会『鈴蘭』に所属する奴隷商人タクミだ。

「……そう言えば、中層でお前から奴隷を買った客がうちのところに来たんだが、奴隷の値が安い上に有能すぎて、追加料金を取られるんじゃないかと不安そうにしていたぞ」

「それは嬉うれしい言葉ってもんだ。今度会ったらその心配はないって伝えておいてくれ」

「どうせ何を言っても聞かないさ。むしろ、それを聞いてどこからお前が利益を得ているのかと必死に考えて、毎晩寝ね不ぶ足そくになるだろう」

　しかし、キルファの言葉を聞いてタクミは鼻で笑った。

「ガキの頃ならまだしも、今のお前なら俺がどこから利益を得てるかわかるだろ？」

「当たり前だ。奴隷商も商売であることに変わりはない。奴隷を格安で売ったとしたら、どこかで利益が出なければ商売が成り立たない」

　言いながら、キルファはつまらなそうに焼き立てのパンをちぎって口に運ぶ。

「お前がそれによって得るのは……あらゆる情報だ。奴隷を売った先の得意先や仕入れ先、それこそ小さな噂うわさから金になる大きな噂まで、な」

「それだけじゃないぜ？　優秀な奴隷なら買い手は満足する、そしてそれを売ってきた俺に少なからず信用を置くようになる。それで今後の取引も円えん滑かつに進むって具合だ」

「そして奴隷側は『念書』によって保護され、売られた奴隷たちは人並の生活を送れることに感謝し、お前を信しん頼らいして協力するようになるって仕組みだ」

「人聞きの悪い言い方するんじゃねぇよ。『念書』はちゃんと奴隷を守る以外にも、買い手が不利益を被こうむった場合に金を全額返金するって内容も含ふくまれてるんだからよ」

　タクミは奴隷を売る際、必ず双そう方ほう合意の下で『念書』を買い手に書かせる。

　その『念書』には「奴隷を同じ人間として扱う」という文言が記されている。

　要は奴隷の働きに見合った然るべき給金を支し払はらう、また奴隷を無む闇やみに虐しいたげる等の行こう為いを禁止し、それらを破った場合は違い約やく金きんを支払うという内容である。

　それと同時に、奴隷の行動が買い手にとってなにかしらの不利益に繋つながった場合、支払った代金を買い手に全額返金して奴隷を引き取る……と『念書』には記き載さいされている。

「買い手は必要な奴隷が安く手に入る、奴隷は人並の生活を送ることができる、お前は両者から情報という利益を得ることができる。誰だれ一人ひとりとして損のない取引というわけだ」

　だが、とキルファは言葉を続ける。

「歳を重ねてもわからないのは、それをお前がどうやって成り立たせているかだ。この取引は前提として、買い手の求める優秀な奴隷が必要となるわけだからな」

　買い手が必要としている奴隷の選別。

　奴隷が持つ現在の能力、才能による今後の展望、性格などを事細かに見定め、買い手に最も適した人材として奴隷を売る。だから買い手が不満を抱だくことはない。

「だが……それをずっと、それこそお前が七年前に奴隷商人になってから続けるなど、どう考えても不可能だ」

「なんだ、そんなもん簡単な話じゃないか」

　ちょいちょいと、タクミは自分の眼を指差す。

「俺には人を見る目があるってだけの話だ」

「……そうやって誤ご魔ま化かすところが、お前の一番気に食わないところだ」

「別に誤魔化してなんかいないさ。昔取った杵きね柄づかってだけの話でな」

「またお前の国とやらの言葉か……。それこそ腐くさるほど本を見てきたが、お前の国の言葉とやらは今まで一度もお目に掛かってないんだが？」

「それくらい遠い国ってことだ。気にすることじゃないだろ」

　キルファがこれ見よがしに舌打ちをしたところで、リリアが食事を持って戻もどってきた。

「はいはい、キルファは寝不足だからってタクミに絡からまないの」

「……なんで俺が言われなきゃいけないんだ」

「だって酔よっ払ぱらいみたいな絡み方してるんだもん。それに、私たちはいつだってタクミに感謝するべき立場なんだから」

　言いながら、リリアは首元に手を添そえながら柔やわらかく微笑ほほえむ。

　その首元に奴隷身分を示す首輪はなく、キルファの首元にも首輪はない。

「タクミが真っ当な人間として生活できるようにしてくれたから、私たちはちゃんと頑がん張ばることができた。その頑張ったお金で奴隷としての身分も解消して、ずっとやりたかったことも叶えられた。それだけで十分すぎるもの」

　タクミが連れ出した奴隷の子供たちは全員、所有者に対して金銭の支払いを済ませ、奴隷身分を解消して平民となっている。

　そして、子供たちは各おの々おのが望んでいた道に進んだ。

　リリアはたくさんの人に自分の料理を食べてもらうため、酒場の切り盛りを任された。

　キルファは多くの知識を得たいと考え、写本師としての仕事を選んだ。

　そしてある者は鍛か冶じ師しとなり、楽団へと入り、銃匠となり、装そう飾しよく師しとなり、行商人の弟で子しとなり、船乗りとなり、憲兵となり……自分たちの望みを叶えていった。

　それらの望みはタクミの助けが無ければ実現することはなく、タクミがいなければ奴隷として一生を終える道しかなかった。

「今のお前らがあるのは自分たちで頑張った結果だ。やる気の無い奴だったら一生奴隷のままだっただろうし、俺おれは少しばかり手助けしてやっただけさ」

「そうやって謙けん遜そんする余裕があるのも、タクミのいいところよねー。キルファも少しは見習ったらいいんじゃない？」

「チッ……どうせそんな流れだと思ってたさ」

　肘ひじをついてそっぽを向くキルファを見て、リリアがおかしそうに笑った。こうして自然に笑っている姿を見ると、タクミとしても安心できる。

「さ、昔話はそこまでにして、冷めない内にどーぞ」

　話を一度切ってから、リリアがカウンターに料理を並べていく。

　香こうばしい焼き立てのパンに、トマトと緑豆を煮たスープ。そしてヴェルヌ湖で獲とれた貝や海老えびといった海かい鮮せん物によって彩いろどられたパスタ。汽水湖と隣りん接せつしていることもあり、海鮮料理はリスティナでは馴な染じみ深ぶかい料理だ。

「それと……はい、クノンさんにはこっちね」

　ドン、という重々しい音と共に皿が置かれる。

　肉と肉と肉。皿の下に申し訳程度のサラダが敷しかれているものの、肉の山によって野菜の存在が霞かすんでしまっている。見ているこちらの胃が重くなりそうだ。

「お肉……それでは、いただきまーすっ！」

　朝食には似つかわしくない肉料理を、クノンはぱくぱくと口に運んで飲み込んでいく。

　獣人は強きよう靭じんな肉体や運動能力を持つ代わりに、消費したエネルギーを補うために相当な食事量が必要となる。幼い体型のクノンが大人の数倍以上の料理を食べるという食事風景にも、もはや見慣れてしまった。

「うぅ……なんかあたしお腹なかいっぱいになってきたわ」

「気持ちはわかるが、無理しない程度には食え。俺の皿から食える分だけ取ればいい」

「うん……ありがと……」

　若じやつ干かん青い顔をしながら、カリンはリリアから小皿を受け取ってパスタを取り分けていく。

　エルフは森に住んでいることもあってか、基本的には菜食主義で肉をあまり食べない。加えてカリンは小食なので、朝から大量の肉を見て酔ったのだろう。

　パンをちぎって口に運びながら、タクミは再びリリアとキルファに向き直る。

「んで、なんか最近面白おもしろいこととかあったか？」

「……そんな漠ばく然ぜんと聞かれてもな。強しいて言うなら、聖せい本ほんの書写が少々増えたところか」

　聖本とは、神王国家リヒテルトの教典にあたるものだ。

　リスティナを王都とする神王国家リヒテルト。

　女め神がみフィリアを信しん仰こう対象とし、魔法を奇き跡せきの御み業わざとして崇あがめる宗教国家。

　数ある国家の中で、リヒテルトはそのような立ち位置にある。

　法も聖本の戒かい律りつに基もとづいて定められているが、戒律そのものに厳しいものはなく、むしろ自由を重んじて戒律で縛しばることを否定する内容も記されている。

　しかし、奴隷という存在は禁じられていない。

　聖本の中で奴隷という存在は、破は戒かいした者や法を犯おかした者が堕おちる身分とされている。

　犯罪者や捕ほ虜りよといった者たちを労働源とすることが聖本の中でも奨しよう励れいされていることもあり、労働力の売買といった具合に人身売買が行われている。

　奴隷に関する法も制定されており、奴隷を非生産的な行為で浪ろう費ひする……つまり無闇な殺傷行為の禁止、奴隷に対する労働賃金の支払いなど、事細かに定められている。

　しかしながら、それらの法は完全に形けい骸がい化かしている。それは奴隷商人として過ごしてきたタクミの目から見ても明らかで、だからこそ『念書』を作らざるを得なかった。

「まったく……上層の貴族様や聖職者は紙を無駄にするのが好きだな」

「そう言うな。聖本を装そう飾しよく品ひんかなにかと勘かん違ちがいしている間抜けがいるから、俺たち写本師や聖本装飾師が儲もうかるってのもある。できれば内容にも目を通して欲ほしいがな」

　皮肉を口にしてから、キルファが言葉を続ける。

「まぁ、読んだところでなにも変わらないか。ほとんどのやつらは奴隷を奴隷としか見ないし、獣人といった亜人たちはそれこそ畜ちく生しようのようにしか見ていな――」

「……ちょっと、キルファ」

　リリアに肘で小こ突づかれたところで、キルファは慌てて口をつぐんだ。

「別に気にしなくていいわよ。あたしたちの扱いは当然。亜人たちが人間に負けて、『種の存続を優先し、人に隷れい属ぞくする』なんてバカな協定を結んだ昔の亜人たちが悪いんだし」

　カリンは特に気にした様子もなく、澄すました顔でカップを傾かたむけている。

　亜人は生まれた時から奴隷身分と定められている。

　過去に行われた亜人と人間による異種族戦争。

　その戦いくさは驚きよう異い的てきな身体能力を持つ亜人たちの勝利で終わるかと思われていたが、人間側は魔法を主しゆ軸じくとした戦略を用いることで戦に勝利した。また、亜人たちが種族間で諍いさかい合っていたのも理由の一つと言える。

　そして和平協定の際、亜人は人間に隷属する存在と位置づけられた。

　獣人、エルフ、ドワーフ、竜人、鳥人、水すい棲せい人じん。

　亜人たちはまるで動物のように六種族に分類され、人間に捕とらえられた時点で奴隷身分に堕ちる境きよう遇ぐうとなった。

　人間の奴隷と同じく、亜人たちにも身体保護や金銭による身分返上は適用されているとはいえ、生まれながらにして奴隷身分というのは理り不ふ尽じんなことこの上ない。

　例外的に、ドワーフといった技術面に秀ひいでた種族の場合、技術提供を条件に奴隷身分が解消されることもある。しかし獣人を始めそれ以外の種族は肉体労働や危険な作業、もしくは戦場の最前線に駆かり出されて捨すて駒ごまにされる。

　そして亜人に嵌はめられる首くび枷かせと鍵には魔法による処理が施ほどこされており、所有者の証あかしである鍵を持つ人間に対し、一いつ切さい反はん抗こうすることができない。

　だからこそ……亜人の奴ど隷れいは人間よりも悲ひ惨さんな末路を辿ることが多い。

「ま、『お人好しの奴隷商人』が主人なんだから、あたしたちはマシな部類よ」

「おいおい、そこはマシじゃなくて好こう待たい遇ぐうって言ってくれよ」

「こっちはいつも仕事ばっかしてる奴に四六時中付き従ってんのよ？　仕事量だってかなり多いし、不満がないだけで良いと思っときなさい」

　カリンは素知らぬ顔でカップを傾ける。

　タクミは奴隷商人の仕事の他に、売った奴隷たちの経過観察を行っている。この七年で売った奴隷の数は多く、奴隷たちの管理だけでも相当な労力が掛かる。

　カリンはそれらの仕事をほとんど一人でこなしているのだから、酷こく使しされていると言っても過言ではない。

　それを聞いてか、リリアが軽く手をポンと叩たたく。

「それじゃ、日ひ頃ごろの労ねぎらいってことでタクミに何か買ってもらうのはどう？　カリンさんってすごく綺き麗れいなんだし、装飾品とか服とかおねだりしちゃいなよ」

「えぇー……別にそんなもんいらないし。あ、でもオイルと銅ブラシ、それと清せい掃そう用に適当な革と綿が欲しいわね。最近よく使うから無くなりそうなのよ」

「……カリンさん。それは欲がないというか、なんか所帯じみてるよ」

　あまりにも女っ気のないカリンの言葉にリリアが苦く笑しようしていた時、リリアは何かを思い出したように顔を上げた。

「そういえば『鈴蘭』の人たちが事務所の前で忙しそうにしてたけど、タクミたちはここでのんびりしてていいの？」

「……忙しそうにしてた？　たしかに今朝は仕入れに出てた奴隷馬車が戻ってくる予定だが、仕入れの数はそんなに多くなかったはずだぞ」

　奴隷の仕入れはさほど難しくはない。

　寒村や辺へん鄙ぴな地に赴おもむき、金や食料と引ひき換かえに口減らし予定だった子供を買い取る。町にいる乞こ食じきを捕える。金を払えない債さい務む者しやを奴隷にする。軽い罪を犯して捕えられた人間を買い取る。それこそ、方法だけで言えばいくらでもある。

　だが、当然ながら奴隷を保管している最中は食事といった維い持じ費ひが掛かかるため、出立前に仕入れ数を決めてそれ以上の奴隷は買い取らないように厳命している。

　今回の仕入れは性別不問で子供を十名。その程度なら少ない人員で対処できるはずだが、なにかしらの問題が起こった、ということだろう。

「仕方ない……リリア、俺たちはもう行くから、勘かん定じようはここに置いておくぞ」

「はーい。時間外業務なんだから、チップは弾はずんでもらうわよー？」

「そりゃ当然だ。美味い飯と楽しい会話ができたんだからな」

　笑いながら、タクミは懐ふところからいくつかの銀貨をテーブルに置く。その数はチップを考こう慮りよしても、明らかに多すぎる額だ。

「チップついでに……仕事を頑張る二人にご褒ほう美びだ。その金で好きなだけ飲んどけ」

「お、さすがタクミ様は太っ腹ー！　キルファ、あんたも当然付き合ってよね？」

「……リリア、お前は店の片付けをするんだろう。それに豊穣祭にも出店――」

「そんなの飲んだ後にやればいいのよ！　こっちだって夜中は働きっぱなしだったんだから、頑張った自分へのご褒美くらい構わないでしょ？」

「……ったく、付き合えばいいんだろう。だけど頼たのむから飲み比べだけはやめてくれ。お前と勝負して負けていった男たちを何人も見てるからな」

「ふふん、そりゃ酒場で働く女がそう簡単に負けるわけないでしょ」

　楽しげに笑い合っている二人を見てから、タクミは店の出口へと向かっていく。

「それじゃあな。キルファもなにか面白い話を聞いたら教えてくれ」

「……ああ、酒の肴さかなついでに話してやるから、その時はお前も付き合え。俺一人でリリアの酒に付き合うのは手に負えない」

「悪いが、リリアの犠ぎ牲せいになるのはお前だけで十分だ。俺は遠巻きにそれを眺ながめる」

「……さっさと仕事に行ってこい、この裏切り者め」

　嫌いやそうな顔をするキルファに手で追おい払われてしまい、タクミはクノンとカリンを引き連れて店の外へと出る。

　乾かん杯ぱい、と楽しげな声が店の中から聞こえたところで、タクミは肩を竦すくめて見せた。

「さて……それじゃ俺らも、豊穣祭を楽しめるようにこれから一仕事――」

「――ああ、ぜひとも仕事をしてくれ。『お人好しの奴隷商人』」

　タクミたちが『鈴蘭』へ向かおうとした時、横合いから声を掛けられた。

　赤髪を後ろで乱雑にまとめた少女。

　清せい廉れん潔けつ白ぱくといった言葉を体現したかのような純白の衣服。

　その服は憲兵隊の者たちに支給される制服であり、そして背後には隊長階級を示す短い丈たけの赤マントが揺ゆれている。

　ピンと伸びた背筋や佇まいを見ると大人びて見えるが、堅かたい表情の中には少女らしさが残っており、まだ二十歳はたちには満たない年齢といったところだろう。

「なんだ、エルスか。憲兵隊長が自ら巡じゆん回かいとは勤勉なことだな」

「ははは……そっちは朝から食事とは良い御ご身み分ぶんだなぁ、奴隷商人？」

　エルスは腕うでを組みながら平静を装よそおおうとしているが、その頬ほおが若干ひくついている。

「今日はまたえらく不ふ機き嫌げんじゃないか。まだ若いんだから、あんまり眉み間けんにシワを寄せるようなことはしない方がいいぞ？」

「なぁタクミ。お前がそれを言うのか？　私がなんで眉間にシワを寄せなきゃいけないかわかるか？　お前が事あるごとに問題を起こすからだろ？　私もしまいには怒おこるぞ？」

「あー、わかったわかった。からかった俺が悪かったから、剣けんに手を掛けるんじゃない。王都の平和を守る憲兵が、怒いかりに任せて市民を斬きるなんざ笑えない」

　エルスが強こわ張ばった笑えみと共に剣へと手を伸ばしたのを見て、タクミは両手を上げながら首を横に振って見せる。

　王都リスティナの治安を維い持じし、市民の安全のために働く憲兵隊。

　しかし、下層における憲兵隊の主な役目は監かん視しだ。

　下層の人間が中層の人間に対して危害を加えないか、暴動やそれらに類する会合を行っていないか、違い法ほう行こう為いを行っていないかを見張り、喧けん嘩かや暴動が起これば武力によって鎮ちん圧あつを行うことも辞さない。

　エルスは女性でありながら騎き士しの称しよう号ごうを授さずかった身であると同時に、下層に駐ちゆう屯とんする憲兵隊を率いる隊長職に就ついている。

　だからこそ、エルスがこの場にいることが不可解だった。
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「それで、エルスは豊穣祭の警備や巡回の指示出だしがあるはずだろ？　仕事熱心なのは良いことだが、詰つめ所しよにいなくていいのか？」

「豊穣祭の警備や巡回には、お前たち『鈴蘭』の人間も参加する予定だっただろう。それなのに……一向に来る気配が無いから、私自身が『鈴蘭』に赴くはめになったんだ」

　重い疲ひ労ろう感かんの篭こもった溜ため息いきをエルスは深々と吐つく。

「それで『鈴蘭』に行ってみれば、なにやら全員慌あわただしく動き回っているし、ミルトは涙なみだ目めになりながら私に平ひら謝あやまりしてくるし……こっちが申し訳なくなったくらいだ」

「……なるほど、そいつは面めん倒どうを掛けて悪かった。俺もさっき事務所が慌ただしいって聞いたばかりで、これから様子を見に行くつもりだ」

「ああ、ミルトのためにも早く行ってやれ。私が来たという手前、ミルトは他の人員をほとんど憲兵隊の詰所に向かわせてしまったし、今いま頃ごろあたふたして泣いてるかもしれない」

「うちの首領は優やさしいんだが、泣き虫なのがちょいと瑕きずでな」

「それは私がよく知っているさ。昔からミルトは優しくて泣き虫だったからな」

　エルスは少しだけ頬を緩めてから、すぐに表情を引き締しめる。

「ともかく、さっさとミルトの手伝いに行ってやってくれ。これ以上ミルトを泣かせるのなら、私が直々に制裁を加えてやるからな」

「へいへい、承知しましたとも。憲兵隊長さんも頻ひん繁ぱんに幼おさな馴な染じみの様子を見に来るのはいいが、あんまり仕事に支障が出ないように気をつけとけよ」

「なっ、ちがっ――支障が出ないように、何かしらの名目を作って行ってるからな!?」

「いや、立場的に様子見で来てるってところを否定しないとダメだろ」

「………………あ、そうか」

　納なつ得とくしたように手を打ってから、エルスは動どう揺ようして妙みようなことを口走ったと悟さとったらしく、顔を赤くしながら居たたまれない様子で俯うつむく。

「まったく……心配なのはわかるが、あんまり軽けい率そつなことはするなよ」

「……仕方ないだろう。ミルトは私にとって妹分のようなものなんだ。それは今でも変わらないし、このような場所だから余計に心配にもなる」

　エルスは下層ではなく上層の生まれであり、その生家はリスティナにおいて知らぬ者がいないとまで言われる三大公の一角、フェアシュタット家の令れい嬢じようである。

　エルスはその家いえ柄がらと気質から、現在は下層で憲兵隊を率いているが……その決断を取ったのは、幼馴染であるミルトが下層にいたことが大きい。

　二人がどのような縁えんであったのかは詳くわしく聞かされていないが、タクミは二人が幼少時を姉妹同然に過ごしてきたと聞いている。だからこそミルトが心配で仕方ないのだろう。

「それに……ヴァテルの件もある。そんな時こそ私は傍に居てやりたいんだ」

「その辺も考慮して、俺たちはしっかり動いてるから安心しろ」

「まぁ、お前はイケ好かない奴やつだが……その点は信頼しているよ。ただ、最近ではそちらの首領名みよう代だいとその一派が仕事を放ほう棄きしたり、予告もなく場所代の値を上げたりして市場の人間から苦情も来ている。組織の足並みはできれば揃そろえてくれ」

「それについては俺よりミルトに言うべきことなんだろうが……まぁ、安心しておけ。それについても、きっとすぐに終わることだからよ」

　タクミが笑みを浮うかべるのと対照的に、エルスは怪け訝げんそうな面おも持もちで首を傾かしげる。

「とにかく、今夜の豊穣祭は頼んだからな。私の期待を裏切らないようにしてくれよ？」

「俺らだってそこまで暇ひまじゃないさ。豊穣祭があるめでたい日だってのに、わざわざ憲兵隊の厄やつ介かいになりたいなんて思っちゃいない」

「……本当だな？　私はその言葉を信じるからな？　もうこれ以上、胃痛に悩なやまされる日々は御ご免めんだからな？　最近だと『鈴蘭の奴隷商人が問題を起こしたらエルス隊長に任せればいいだろ』とか言われている私のことを考えてくれよ？」

「部下に信頼されている良い上司じゃないか」

「私に回ってくるくらい、お前は厄介な奴だってことを認にん識しきしてくれないかっ!?」

　エルスは声を張り上げてタクミに指を突つきつけると、疲つかれ切きった溜息をついてからとぼとぼと詰所に向かって行った。憲兵隊長の責務で疲れているのだろう。

「さて……エルスに発破を掛けられたことだし、さっさと仕事に取とり掛かるとしよう。今日も頼むぞ、お二人さん」

「もちろんっ！　食べた分だけバッチリ働きますっ！」

「んじゃ、あたしはあんまり食べてないからほどほどに頑張ろうかしらね」

　威い勢せいよく返事をするクノンと、余裕の表情で軽口を叩くカリン。

　そんな獣人とエルフを引き連れて、『お人好しの奴隷商人』は今日も仕事に励む。




◇




　王都リスティナは富ふ裕ゆう層そうと特権階級の住む上層、一般市民が住む中層、そして職人たち専門職が住まう下層に分かれている。

　その中で、下層の治安はお世辞にも良いとは言えない。

　頑がん固こで気き性しようの荒あらい職人たちが多いのもあるが、下層には貧困で中層にいられなくなった人間や、ワケありの人物が流れてくる。喧嘩は日にち常じよう茶さ飯はん事じ、大小の犯罪が相次いで起こり、職を持たない子供が路上で物もの乞ごいをしたり、スリで生計を立てているような場所だ。

　そんな下層の中心に商会『鈴蘭』の事務所はある。

　本来、商会と名の付く団体は商人たちの組合という意味合いで使われるが、下層における『鈴蘭』の役割は何でも屋に近い。

　より正確に言えば、どんな物事でも商品として扱あつかう。

　喧嘩の仲ちゆう裁さい、下層の案内と護衛、稀き少しような物品の入手や密輸、役人の買収からトラブル解消まで、手広く活動を行っている。

　また、普ふ通つうの商会らしく下層の物品搬はん入にゆうなどを一手に担になっており、下層で『鈴蘭』の世話になった人間はいないとまで言われている。

　それらはすべて、先代首領ヴァテル・ファミリエによる功績だ。

　ほとんどの商人が治安の悪い下層で商売を行うのを嫌きらう中、そこに目をつけたヴァテルは商会を立ち上げ、剛ごう腕わんによって荒あらくれ者ものを束ね上げただけでなく、辣らつ腕わんを駆く使ししてあらゆる事物で商売を行い、他の商しよう売ばい敵がたきに付け入る隙すきを与あたえずにすべて叩き潰つぶしてきた。

　その功績により、下層の人々は「谷下にこそ『鈴蘭』はあり」と口を揃えて言い、時に感謝され、時に憎にくまれながらも、『鈴蘭』は下層に無くてはならない存在となっている。

　その『鈴蘭』に所属する奴隷商人として、タクミたちは事務所を訪おとずれていた。

　リリアの言っていた通り、なにやら事務所の雰ふん囲い気きが普ふ段だんより慌ただしく感じる。

「――あっ、タクミ！　ずっと探していたんですよっ！」

　事情を聞こうと受付に向かおうとした時、すぐ横から声を掛けられた。

　色いろ褪あせることのない煌きらびやかな白金の髪に、輝きを増した碧へき玉ぎよくのような瞳。

　幼い面影を残しながらも、七年の歳さい月げつですっかりと成長した少女。

「よう、ミルト。なんだか妙に慌あわただしいじゃないか」

「あ、慌ただしくもなりますっ！　もう、本当にどうしたらいいのか……」

　おろおろとしながら困った表情を作るミルトに対し、タクミは軽く溜息をつく。

「……とりあえず困ってるのはわかったから、不安そうな表情をするのはやめろ。上に立つお前がそんな調子だと、他の奴らだって浮うき足あし立だっちまうだろ」

「あぅ……そうですよね、私がこんな調子だと皆みなさんも困ってしまいますよね」

　しゅんと表情を曇くもらせたミルトの頭を、タクミは軽くぽんと叩いてやる。

「それで何があったんだ？　仕入れが帰ってきただけでこんな慌ただしくならないだろ」

「えと……その、説明するより収容部屋を見ていただくのが早いかもしれません」

　収容部屋とは、要は奴隷を収容している地ち下か牢ろうの名めい称しようである。

　牢ろう屋やと言えば物々しく聞こえるが、生活に必要な最低限の設備が整っている部屋であり、奴隷という商品の健康管理を行うため、食事は必ず提供される。

　一いつ般ぱん的てきな奴隷と比べるとかなり良い待たい遇ぐうと言えるが、費用の関係上二十名程度の奴隷しか収容できないという欠点もある。

　ミルトの言葉に首を傾げつつも、タクミは事務所の中から奴隷たちの収容部屋に向かう。

　そして……地下牢に足を踏ふみ入いれたところで、タクミはその言葉の意味を察した。

　普段では決してあり得ない、地下牢に溢あふれ返る人間の気配。

　その数は想定していた収容数を明らかに超こえている。

「……なぁ、ミルト。たしか今日の仕入れは人間十人だったはずだよな？」

「……はい。出立前にタクミが伝えたのは、たしかにそのはずです」

「俺にはどう見ても、三十人近くいるように見えるんだが」

「そ、その……人間が六人と、亜人が二十五人です」

「おい待て。その亜人二十五人ってのはどこから出てきたんだ」

「うぅ……ごめんなさい、ごめんなさいっ！」

　涙目になりながら、ミルトがぺこぺこと何度も頭を下げる。

「仕入れに行った二人から事情を聞いたら、取引先が予定していた奴隷の人数を集められなかったから、その詫わびということで亜人を出してきたらしくて……」

「それで、亜人二十五人をバカ正直に受け取ったってわけか。ったく……カルクとロッソには厳しく言っておく必要があるな」

　数だけで見ればかなり得な取引のように思えるが、亜人を売るのは人間よりも難しい。

　亜人は生まれながらに奴隷身分であることから、人間よりも圧あつ倒とう的てきに数が多い。そして亜人は身体能力が優すぐれている故ゆえに、細かい作業に向いていないという傾けい向こうがある。

　単純な肉体労働にしか使うことができないため、買い手の要望に応えるためには幅はばが狭せまく、稀少なエルフ以外は仕入れても売うり捌さばくことが難しいというのが現状だ。

「とりあえず、今はジルさんが買い手を探しているんですけど……他の方々は祭りの準備に駆り出されていて、人手がまったく足りなくて……」

「どちらにせよ、二十五人は無理だ。ジルさんが買い手を見つけても二、三人ってところだろうし、売れ残ればその分だけ費用がかさむことになる」

　奴隷を維持するのにも金は掛かる。二十五人という人数は明らかに許容量を超えており、全員の食費だけでもかなりの金が飛ぶことになる。

「ど、どうしましょう……奴隷の方たちを放ほうり出すわけにもいきませんし、かと言ってこのまま置いておくわけにもいきませんし……」

「わかったわかった。とりあえず方法を考えるから、お前は泣くんじゃない」

　瞳ひとみから涙をこぼしそうになっているミルトを慰なぐさめながら、タクミはなんとか思案する。

「カリン、こいつらの内、何人が使えて何人まで持って行けそうだ？」

「……どうでしょうね。五人が限界じゃないかしら。教育を任せられて手の空いている子が二人はいるけど、たぶんそれ以上だと練度が下がるわね」

　カリンは亜人たちを見回しながら、難しい表情で答える。

　しかし、タクミはその言葉に大きく頷うなずいた。

「わかった、それだけで十分だ。選別した五人はここに残しておいて、残りの奴らは全部俺が受け持って売り捌こうじゃないか」

「売り捌くって……残り二十人もいるのよ？　出費のことを考えたら、最低でも十五人は今日中に売らないといけないし、売れなかったらここ最近の稼かせぎが飛ぶだろうし……」

「だから、今日中に十五人を売るって話だ。とりあえず選別をしよう」

　地下牢を進み、タクミは亜人たちが収容されている部屋の前にしゃがむ。

「よう、狭せま苦くるしくて悪いな。本当だったらもうちょっと余よ裕ゆうがあるんだが、人数が多すぎて窮きゆう屈くつになっちまってるもんでよ」

　人ひと懐なつこい笑みを浮かべながら亜人たちに話しかけるものの、その反応は薄うすい。

　それが当然とも言える反応で、自分たちを売ろうとしている人間に対し、友好的な態度を取ろうという方が難しいだろう。

　しかし、そんな中で一人の亜人が口を開いた。

「あ、あの……この子、ずっと調子が悪いみたいで……」

　頭に鋭するどい角を生やし、臀でん部ぶから蜥蜴とかげに似た尻尾しつぽを生やした少女。おそらく竜人だ。

　その傍かたわらには有ゆう翼よくの少女が横たわっており、顔を赤くして荒い息を吐いている。

「なるほど、栄養不足で病に罹かかったか。あとで薬をやるから心配しなくていい」

「薬を……もらえるんですか？」

　意外そうな表情をする少女に対して、タクミは笑い掛ける。

「そりゃそうだ。言い方は悪くなっちまうが、お前たちは大事な商品だ。俺たち奴隷商人ってのはその商品を万ばん全ぜんな状態で渡わたすのも仕事の一つなんでな」

「ありがとう、ございます……えっと」

「俺は奴隷商人のタクミだ。お前はなんて名前だ？」

「コ、コロナです。あの、わたしはちゃんと働くので、どうかこの子を……」

「安心しておけ。そいつは今すぐ売り払はらうなんてことはないし、だからってそこらへんに捨てるようなこともしない」

　安あん堵どの表情を浮かべるコロナを見てから、タクミは他の亜人たちにも話しかける。

　今度は犬耳を生やした獣人の少女。

「そっちの奴はどうだ？　ちょっと顔色が悪いように見えるけどよ」

「……うっさい。お腹空いてるんだから話しかけないでよ」

「おうおう機き嫌げん悪いじゃねぇか。そんじゃお前には腹いっぱい飯を食わせてやるよ」

「……ごはん、くれるの？」

「そいつはお前の働き次し第だいってやつだ。ちなみに、そいつの飯はめちゃくちゃ美味うまいってんで、そこで飯を食うために働くなんて奴もいるくらいだ」

「……そこで働いたからって、ごはんが食べられるわけじゃない」

「そうとも限らないぜ？　お前が愛あい想そよく客に接すれば、客は機嫌を良くして大らかになる。そいつに腹が減ってると言えば、飯をくれることだってある」

「…………ほんと？」

「前に俺が売った奴も、そうやって飯をねだりながら金を貯ためてたんだ。最近じゃ商船で働きながら、色んな国に行って美味いもんを食い歩いてるって手紙がきたんだぜ」

　まるで自分のことのように自じ慢まんしながら、タクミは犬耳の少女に笑い掛ける。

「そうそう、お前の名前はなんて言うんだ？」

「…………レシィ」

「へぇ、レシィか。呼びやすい名前だから、思わず客が呼び止めそうだ」

「わたしでも……さっき言ってた人みたいに仕事できる？」

「そりゃできるさ。酒場にくる男ってのは単純だからよ、お前みたいにかわいい奴が笑え顔がおを見せたら、すぐ上じよう機き嫌げんになるぜ？」

　冗じよう談だん交じりにタクミが言ったところで、レシィが小さくも笑みを浮かべる。

「そこの鳥人の兄ちゃんはどうだ？　なにかあるなら言った方が得だぞ」

「……私は既すでに奴隷の身だ。好きにすればいいだろう」

　もはや諦てい観かんに近い雰囲気を漂ただよわせながら、鳥人の男は壁かべに背を預けている。

「好きにしろって言われてもなぁ……仕事ってのは無数にあるんだ。だから、こうしてお前に希望を聞こうと思ったんだよ」

「希望……？　そんなもの、翼つばさを失った時と同時に失うせたとも」

　自じ嘲ちようするかのように呟つぶやいてから、鳥人は背に生える翼を動かして見せる。

　その片翼は不自然な形をしており、折れた際にまともな治ち療りようを施されなかったのか、変な形のまま癒ゆ着ちやくしていることを示していた。

「立派な翼じゃねぇか。昔はそいつで空を飛び回ってたのか？」

「そうだ。空を翔かけ、空の上から眺める光景が……私は、好きだった」

　言葉の端はし々ばしに哀あい愁しゆうを漂わせながら、鳥人は感情の読みにくい鳥の顔を伏ふせ、そのまま気力が失われていくように力無く俯いてしまう。

「なるほどな。お前は空が好きだったってわけだ」

「……当然だ。空と共に生きる鳥人であるならば、空を嫌うはずがない」

「だったら、地上から見る空ってのも好きになってみないか？　高い位置で見る空の青さと、地上から見る空の青さは違ちがいがあるもんだ」

「ハッ……翼を失った私に、ただ空を眺めることで自身を慰めろとでも言うのか」

「ああ、そうだ。ひたすら空を眺めて眺めて、空に対してその想おもいを馳はせ続けろ。それがお前の原動力ってやつになる」

　口こう端たんを吊つり上あげてから、タクミは言葉を続ける。

「それで働き続けて、いつかその翼を治せるくらい金を貯めてみな。ずっと我が慢まんしてきた分、また空を飛べた時の快感は格別だろうよ」

　その言葉を聞いたことで、鳥人はゆっくり顔を上げてくちばしを開く。

「……この翼を治す、か。考えようとすら思わなかったことだ」

「たしかに、今の状態じゃ気落ちするのも無理ないさ。だからこそ、空を眺めて気分転てん換かんをするといい。四六時中、空ばっか眺める仕事をくれてやるよ」

「ハ……それはなんとも、嬉うれしいやら悲しいやら、といったところだ」

　鳥人が笑うように頭を揺らしたところで、タクミは満足げに頷く。

　そうやって、次々とタクミは亜人たちに話しかけていく。

　獣人、鳥人、竜人……一人一人に声を掛けていく。

　最初にタクミとコロナが会話を行ったこともあってか、他の亜人たちも多少警けい戒かいを緩ゆるめてくれたらしく、そのままタクミの雰囲気に流されていくつか言葉を交かわしてくれる。

　そうして一通り会話を終えたところで、タクミは軽く頭をトントンと叩いた。

「動けない奴らは残しておくとして……とりあえず、十五人は決まりだ。クノン、こいつらを連れて行く馬車を用意するように伝えてきてくれ」

「はーいっ！　お任せくださいっ！」

　タクミの言葉に元気よく返事をしてから、クノンがてててと駆けて地下牢を出て行く。

　しかし、ミルトは相変わらず不安そうな表情を浮かべている。

「あの……タクミ、本当に任せてしまって構わないんですか？」

「俺に任せるつもりだったんだろ？　だったら俺は自分の仕事をするまでさ」

「で、でも……本当に、私が頼たよりないばかりにすみません」

「そうやって謝あやまるのがお前の悪い癖くせだ。上に立つ人間ってのは謝っちゃいけない、謝って済まされる立場じゃない。だからお前は俺らが戻もどるまでドンと構えておけ」

　笑いながら、タクミは乱暴にミルトの頭を撫なでてやる。

　そこでようやく、ミルトは柔やわらかい笑みを浮かべて見せた。

「はい。それでは……お願いします、タクミ」

「はいよ。任せとけ、泣き虫の首領さん」

「な、泣いてないですっ！　まだ泣いてませんからっ!!」

　タクミがからかった瞬しゆん間かん、ミルトは恥はずかしさのあまり顔を真っ赤にして反論する。

　そんなミルトの様子を見て笑いながら、タクミは外へと向かっていく。

　この世界の常識で考えれば、十五人の亜人を今日中に売るのは不可能に近い。

　しかし、タクミはこの七年間を奴隷商人として過ごしてきた。

　必要なところに必要な人材を置き、想定する以上の利益を生み出し、問題が起こったのならばあらゆる物事に対処して解決する。

　それが『お人ひと好よしの奴隷商人』のやり方だ。




◇
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　下層と中層の境目付近は『職人街』と呼ばれている。

　下層の治安が悪いこともあって、中層以上の人間はあまり下層に立ち入ろうとしない。

　そのため、職人たちが中層へと向かいやすいように、また中層の人間ができるだけ下層深くに立ち入らなくて済むように配はい慮りよが為なされた結果……『職人街』ができあがった。

　中層以上の人間が頻ひん繁ぱんに足を運ぶようになってからは、保安のために配備された憲兵が『職人街』の巡回を行っているため、下層で最も安全な区域とも言われている。

　しかし、気性の荒い職人たちが集まれば諍いさかいや喧嘩が日常的に起こるため、巡回を行う憲兵たちはその対応に追われ、その隙を衝ついた盗とう難なんや強ごう盗とうなどが相次いでいることから、実際は絶対に安全と言い切れず、他より多少マシといった現状でしかない。

　要は職人たちがおとなしくしていれば問題ないわけだが、職人と呼ばれる者たちは得てして頑がん固こ者ものであることが多い。

「――バカなこと言ってんじゃねぇぞッ!!」

　そして今日もまた、『職人街』で工こう房ぼうを揺らすほどの怒ど声せいが上がる。

　その反応を予期してか、耳を塞ふさいでいたタクミは改めて話をする。

「バカなことなんて一つも言ってないだろ、ゲルドの旦だん那な。俺おれはいつも通り奴隷を買わないかって話をしただけじゃないか」

　ゲルドと呼んだドワーフに対して、タクミは普段通りに接する。

　しかし当人は怒り心頭といった様子で、髭ひげの下にある炉ろ熱ねつで焼けた顔が赤くなるほど怒りで紅潮させている。

「ああ、たしかにオレはぁ近々でかい仕事があるから、手て頃ごろな奴隷がいないかってタクミさんに聞いたぜ？　だが……だからって竜人なんかを連れて来るとはよぉ!?」

　ゲルドは声を荒げながら、タクミの背後にいるコロナを指さす。

　そんなゲルドの迫はく力りよくに圧おされてか、コロナは薄うっすら涙を浮かべながら、タクミの背に隠かくれるようにして怯おびえていた。

　ドワーフという種族は他の亜人たちを嫌っている。それは亜人たちの中で唯ゆい一いつ奴ど隷れい身分ではないという、他種族に対する優ゆう越えつ感かんからきている。

　そんなドワーフを他の亜人たちも快く思っていない。

　そのため、ドワーフと他の亜人は同じ職場に置かないのが暗あん黙もくの了りよう解かいとなっていた。

「ケッ……こちとら貴族様から依い頼らいも来る銃じゆう匠しようなんだ！　他の亜人なんて力だけが取とり柄えで、頭は空っぽな奴ばかりだ。うちの繊せん細さいな作業なんて任せられねぇッ!!」

　苛いら立だちをぶつけるようにゲルドがテーブルを殴なぐりつける。逆に言えばドワーフも腕だけが取り柄で、無む駄だにプライドが高くて性格に難がありすぎるのでタチが悪い。

　まともな人間なら、ドワーフに亜人を売りつけようなど考えすらしない。

　トン、とタクミはこめかみを叩いてから会話を続ける。

「だが、ゲルドの旦那。人手が足りないのは事実なんだろう？」

「そうともさ。だからこそあんたに頼んだってのに……亜人を買うくらいなら、他の奴隷商人から人間を買い付けた方がまだマシってもんだろうさ!!」

「なら、俺はそれでも構わないぜ？」

「………………は？」

　タクミがあっさり引き下がったことで、ゲルドは怒りすら忘れて目を丸くしていた。

「ゲルドの旦那は貴族から依頼が来るほどの店だ。だから半はん端ぱな仕事をするわけにはいかない……なるほど、確かにそうだろうな」

「だろうよ!?　だったら――」

「だが、亜人が嫌だなんて理由で適当な奴隷なんかを加えたら、それこそあんたの言う半端な仕事になっちまうかもしれないぜ？　そうなったら、あんたの店は『貴族の依頼をこなせなかった店』になるわけだ」

　タクミの言葉に対し、ゲルドは言葉を詰つまらせる。

　その反応を見てから、タクミは畳たたみ掛けるように言葉を続ける。

「あんたの言うでかい仕事ってのは、近々貴族たちがやろうとしてる狩かりに使う長ちよう銃じゆうだ。大量の銃じゆうを作らなきゃいけないはずだが……そういや、炉番のガキがいないな？」

「……人手が必要ってのはそのガキがぶっ倒たおれたからだ。大量の受注でひっきりなしに炉を焚たいてたら、熱にやられちまったんだよ」

「なるほどな、炉番だったら急ごしらえの奴隷でもなんとかなる、と」

「そういうことだ。炉番くらいなら素人しろうとでも構わねぇし、亜人なんか使う必要はねぇよ」

「だが、炉の熱に慣れている奴ですらぶっ倒れたんだ。ただの奴隷じゃすぐに潰れちまうし、その度たびに新しい奴隷を買っていたら赤字もいいところだぜ？」

　ゲルドの反応を見て、タクミは笑いながらコロナの頭をぽんと叩く。

「この竜人は火竜の血を引いてる奴だ。炉番の熱くらいじゃぶっ倒れる心配もない」

「……炉番は炎ほのおを見て温度がわからなきゃいけねぇ。亜人には無理だ」

　ゲルドが矛む盾じゆんする言葉を口にする。どうやらそれほどまでに亜人を使いたくないらしい。

「なぁコロナ、お前あそこで燃えている炉の温度がどれくらいかわかるか？」

「あ、あの……すみません。見ただけじゃわからないです」

「ほれ見たことか！　やっぱり竜人なんざ使い物にならねぇよ」

「で、でもっ！　触さわってみればわかると思います！」

「……ああ？　なに言ってんだ竜人。あそこの火炉の熱は鉄を溶とかす高温だ。触ふれられるような温度じゃ――おい、バカやめろって言ってんだろうがッ!?」

　ゲルドの制止を聞かずに、コロナは炉に歩み寄っていき……その炎に尻尾を入れた。

　しかし、その尻尾は溶けるどころか焦こげる様子もなく、コロナも涼すずしい顔をしている。

「……その、鉄が溶ける温度より、少し低いくらい……でしょうか」

　そうコロナが口にした瞬間、周囲にいた他の職人たちが小さく声を上げた。どうやら正解を言い当てたようで、ゲルドは眉間のシワをさらに深く刻んでいる。

　そんなゲルドに対して、タクミは僅わずかに声の調子を落として話しかける。

「なぁ……ゲルドの旦那よ。店をここまで大きくしたあんたの腕は本物だ。そして今回の仕事を乗り切れたら、銃匠ゲルドの名が得意先以外の貴族たちにも広まる。乗り切れなかったら……逆にあんたの名は地に落ちる」

　タクミの言葉によって、ゲルドの瞳がわずかに揺れている。

「銃ってのは魔ま法ほう至上主義のリスティナじゃ貴族の玩具おもちや扱あつかいだ。主戦力を魔法に頼っているこの国で、狩しゆ猟りよう道具や玩具おもちやとしての価値すら失ったら……旦那の店はどうなると思う？」

　言いい含ふくめるようなタクミの言葉によって、ゲルドから先ほどまでの気き概がいが失われていく。

　既にこの話は決まったと言っていい。

「つまらない意地を貫つらぬいて機会を潰すか否いなか、ゲルドの旦那はどっちを選ぶ？」

「……だぁーッ!!　わーったよ、オレがあんたに口で勝てるわけねぇだろうがッ!!」

　ガリガリと頭をかきながら、ゲルドはコロナの方に向き直る。

「おい、竜人！　炉番以外にも仕事はあるから覚かく悟ごしておけッ!!」

「は、はいっ！　重い物でもなんでも持てますっ！」

「ちっこいナリしてるが、玉鋼の箱くらい運べねぇと話にならねぇからな!?」

「はい！　さ、三箱くらいだったら頑がん張ばって持てると思います！」

「バカヤロウ！　三箱なんて人間じゃ潰れちまうだろうが！　まったく、本当にタクミさんが連れてくる奴ど隷れいは優ゆう秀しゆうったらありゃしねぇなッ!!」

　ゲルドがそう叫さけんだ瞬間、他の職人たちが声を上げて笑った。

「ああクソ、こうなったらヤケだ！　仕事を叩たたき込んでやるからついて来い！」

　開き直ったゲルドが立ち上がり、そのまま工房の奥おくへと向かって行く。

「……ってことだ。とりあえず何度か様子を見に来るから、ゲルドの旦那が無む茶ちやなことをやらせたり、何か問題があったら遠えん慮りよなく言え」

「その……ありがとうございます」

「礼を言われる筋合いはないさ。俺は奴隷商人で、奴隷のお前を売っただけだ。それ以上でもそれ以下でもない」

「でも……あなたみたいな奴隷商人は、いないと思います」

「『お人好しの奴隷商人』なんか俺だけで十分だ。そうじゃないと俺が路頭に迷う」

　そんな言葉に首を傾げたコロナを見て、タクミは苦く笑しようしながら背中を押おしてやる。

「ほら、ゲルドの旦那にドヤされる前に行ってきな」

「は、はいっ！　ありがとうございました！」

　コロナがぺこりと頭を下げ、そのままゲルドが消えて行った方へと走り去っていく。

「お疲れさん、『お人好しの奴隷商人』さんよ」

　タクミが安堵の息を吐いていた時、不意に横から声を掛かけられた。

　七年前、タクミたちと共に奴隷馬車に乗ってきた少年の一人であるベクト。

　鍛冶かじ仕事で肉体が鍛きたえられているせいか、以前の少年らしさはほとんどない。

「てっきりこの前の依頼品を取りに来たのかと思ったら……まさか竜人を連れてくるなんて思わなくて、見ている俺たちは冷ひや汗あせが止まらなかったぜ」

「悪いな。ちょっとした手て違ちがいで亜人の奴隷が大量に入っちまったんだ」

「それにしたって、ドワーフ相手に亜人を売りつけるなんてなぁ……特に親方は他のドワーフより亜あ人じん嫌ぎらいや頑固さが飛とび抜ぬけてるってのに」

「そいつは俺じゃなくて、リリアや他の奴らのおかげってところだな」

　最初から、タクミはゲルドの工房に人手が足りないことを知っていた。

　ゲルドから奴隷の紹しよう介かいを頼たのまれただけでなく……数日前、リリアから「ベクトが大口の依頼が入ったのに、炉番の少年が倒れて困っていた」という話を聞いていたからだ。

　他にも玉鋼の仕入れを行った者、工房に依頼を行った者、巡回をしていた『鈴蘭』の構成員など……様々な方面から、タクミは工房の情報を仕入れている。

　だからこそ、タクミは熱さに耐たい性せいを持つ火竜の竜人であるコロナを連れてきた。

　奴隷商人は買い手の要望に容易たやすく応こたえる……これがそのカラクリだ。

　ベクトもそのカラクリを知っているが、タクミの言葉を聞いて肩かたを竦めて見せる。

「俺が言いたいのは、タクミが噂うわさ話ばなし程度の些さ細さいなことでも全部きっちり覚えてる上に、それをしっかり活いかすところだよ。あとドワーフに亜人を売りつける発想とかもな」

　言いながら、ベクトはタクミに布に包まれた木箱を手て渡わたす。

「それにしても……この機構だって、よく思いつくもんだな。前に試作してくれって言われた弾たまも、火打式の長銃じゃ考えられないような代しろ物ものだったしよ」

「思いつく云うん々ぬんより、そもそも今のご時世じゃ銃に目を向ける奴が稀まれだしな」

　壁に掛けられている、工房『鋼玉』で製作された銃の数々。

　その全すべてが以前の世界で言うマスケット銃であり、現代の銃じゆう火か器きを知るタクミからすれば、もはや骨こつ董とう品ひんと言って差さし支つかえない代物だ。

「遠えん距きよ離りは魔法を用いた戦術、近接戦せん闘とうは魔法による身体能力の強化や、亜人を捨すて駒ごまとした戦法。そんな中で、銃は安定性に欠ける上に弾だん薬やくなどの消費がある。限られた人間や素養に作用されるとはいえ、魔法なんて便利なものがあるなら銃なんて必要ないさ」

　この世界において、銃じゆう器きは的当てに使う玩具といった認識でしかない。

　弾薬や弾だん丸がんは消しよう耗もう品ひんであり、それらを浪ろう費ひできるのは生活や金に余裕のある貴族となる。武器としては扱われず、市場に流れたとしても装そう飾しよく品ひんや工芸品といった扱いでしかない。

　そして、銃を従来通りに扱える貴族たちは魔法という手段を持っている。

　魔法は専門知識と訓練、素質などの面から、限られた人間しか扱うことができない。

　しかし、魔法は体内で生成される魔ま力りよくを源としており、魔力は生命活動が停止しない限り一定の周期で再生成される。

　魔法という便利な手段があるのならば、わざわざ銃器という手間や消しよう耗もうのある物を使う必要はどこにもない。数多あまたの職人たちがいる下層の職人街でも、銃匠として銃を専門的に取り扱っているのは変わり者であるゲルドの工房『鋼玉』くらいだ。

「まったく……銃を必要としない貴族が銃を扱えるってのはなんとも皮肉だよなぁ」

「そうぼやくなよ、ベクト。貴族だってちゃんと銃を必要としてるじゃないか」

「的当てのお遊び用に、な。慣れた人間でも目標に当てるのが難しいから、魔法に慣れちまった貴族様たちにとってはちょうどいい遊びってか」

「そんなところだろうな。まぁ……そもそもマスケットなんかじゃ、風を読むとか以前に弾丸自体が真まっ直すぐ飛ばせないだろうけどよ」

「……ああ？　ますけっと、ってなんだ？」

「俺の国の言葉で長銃って意味だ。あんまり気にしないでくれ」

　首を傾げているベクトに対し、タクミは適当に言葉を濁にごしておいた。

「ともかく、依頼品は確かに受け取った。また何かあったら頼む」

「おうとも。作ってる俺としても、色々と学べて楽しませてもらってるさ」

「そいつは何よりだ。無茶な依頼だってのに、完かん璧ぺきにこなすお前にはいつも助かってる」

「よせやい。そんなこと言われたら、またお前の頼みを聞きたくなるだろ？」

　嬉しそうに笑うベクトに苦笑を返してから、タクミは受け取った布包みを懐ふところに入れる。

「そういや亜人が大量に入ったって言ってたけど、どれくらいの数なんだ？」

「ざっと十五人ってところだな」

「……俺も知り合いを当たってみるか？　これでも多少は他の工房に顔が利くしよ」

　難しい顔をしながらベクトが提案してくるが、タクミは軽い調子で言う。

「いや、さっき売った奴で最後だから大だい丈じよう夫ぶだ」

「待て……十五人もいた亜人を売り切ったのか？　まだ陽ひが暮れる前だぞ？」

「そりゃ今日中に売る必要があったんでな。さっきみたいに買い手の見当は付けてたし、あとはどれだけ亜人の奴隷が有用かって説明するだけだ」

　タクミが懐から『念書』をバラッと広げて見せた瞬間、ベクトが感かん嘆たんと呆あきれの入り混じったような表情を浮かべた。

「…………お前、やっぱりすげぇな」

「何をいまさら言ってんだ。俺に売られたお前ならよく知ってることだろ？」

「ははっ、それもそうだったな」

　朗ほがらかに笑うベクトにタクミも笑えみを返してから、用意していた『念書』を取り出す。

「それじゃ……仕事の邪じや魔まをするのは悪いし、あとでゲルドの旦那に書いておくように言っておいてくれ。明日『鈴蘭』の奴に取りに行かせるからよ」

「ああ、親方に伝えておく。あの竜人の子については俺も見ておくから、なにか問題があったらお前に伝えるようにするよ」

「おう。今後とも『お人好しの奴隷商人』をよろしく」

　手早く帰り支じ度たくを済ませてから、タクミはベクトに見送られながら工房を後にする。

　外に待機させていた奴隷馬車に近づくと、御ぎよ者しや台だいに座すわるカリンが言葉を掛けてきた。

「おかえり。どうだった……ってのは聞くだけ無駄そうね」

「見ての通りってところだ。クノンはどうしてる？」

「荷台で寝ねてるわよ。起こすのも悪いし、あんたもこっちの御者台に乗りなさい」

　タクミが御者台に乗ったのを確かく認にんしてから、カリンは手た綱づなを打って馬を走らせる。

　ガタガタと揺ゆれる車輪の音を聞きながら、馬車はゆっくりと事務所に向かっていく。

「……なんというか、本当にあんたはすごい奴よね」

「ああ？　いきなりどうした」

「なんとなくってやつよ。事務所に着くまで暇だし」

　言いながら、カリンは前を向いたまま語る。

「今朝の話だけど……あたし、あんたの仕事を手伝ってる時が一番楽しいわよ。あんたがいなかったら、あたしはどこかの貴族に買われて、そいつが飽あきるまで夜よ伽とぎの相手をさせられてただろうし、そんな生活と比べたら今の生活は最高としか言えないもの」

　エルフは見み目め麗うるわしい容姿というだけでなく、老化の始まる年ねん齢れいに達するまでずっと若々しい容姿を保ち続ける。そのため、奴隷として買われたエルフは毎夜貴族の相手をさせられるか、娼館に買われて高級娼しよう婦ふとなる選せん択たく肢ししかない。

　だからこそ、そんなエルフたちを見てきたからこそ、カリンは娼婦を彷ほう彿ふつとさせる派手な衣服や装飾品を嫌い、いつも黒といった地味な色合いの服に身を包つつんでいる。

「あたしだけじゃない。クノンも救ってくれたし、他の亜人たちだって見捨てずに救ってくれる。だから……あんたにはすごく感謝してるわよ」

　そうタクミに微笑ほほえみながらも、カリンの表情にはどこか陰かげがある。

「ま、あたしの場合は違ったかもしれないけどね。普通のエルフはみんな金きん髪ぱつだってのに、あたしは不ふ吉きつな黒くろ髪かみのエルフ。あたしがいた集落の奴やつらみたいに、人間だって気味悪がって誰だれも買わなかったでしょうよ」

　自嘲気味に、カリンは自分の容姿について言う。

　以前タクミが前世について語った時、カリンも少しだけ自分の身しん上しようを話したことがある。

　生まれつきの黒髪によって、カリンは集落を追われたと語った。

　ただ生まれつき他者と違ったという理り不ふ尽じんな理由。それは生まれながら奴隷身分とされる亜人たちと同じで、だからこそカリンは亜人の奴隷たちに深く共感するのだろう。

　そんなカリンの様子を見つめながら、タクミは軽く息を吐はく。

「俺はお前の黒髪って好きだぞ。綺き麗れいで艶つやがあるし、たまに撫でたくなるくらいだ」

「…………はぁっ!?」

　タクミの言葉を聞いて、カリンが勢いよく首を向けてくる。珍めずらしく動どう揺ようしているようで、少しだけ顔が赤いようにも見える。

「その黒髪のせいで苦労してきたのなら、なおさら黒髪である自分を否定してやるな。自分はそんな苦労すらも乗のり越こえてここにいると、ちゃんと自分を肯こう定ていしてやれ」

　言いながら、タクミはカリンの頭を軽く叩いてやる。

「それに……エルフらしくはないかもしれないが、黒髪ってことは俺とお揃そろいだ。そう考えるとちょっとは嬉しいだろ？」

　そう言って笑うタクミを見て、カリンも肩の力を抜くように笑みを浮うかべる。

「そうね。他のエルフと違っても、あんたと同じなら悪い気はしないわ」

「他のエルフと違うのがお前らしさだ。黒髪だけじゃなくて、その大きな胸もな」

「…………なんでそこで胸の話になるのよ」

　頬ほおを紅あかくしながら、カリンは腕うでで身体を抱だきながらそっぽを向く。

「俺のいた世界じゃエルフは貧乳って相場が決まってたもんでな」

「なに、もしかしてあんたそういう趣しゆ味みなの？　クノンに手を出だしたら殺すわよ？」

「それじゃ大きい胸が好きだって言ったらどうするんだ？」

「…………とりあえず、殴るかしらね」

「だろう？　殴られるのは御ご免めんだし、俺は何も答えないでおこう」

「いや、よく考えたらあんたが女の趣味を語るなんて珍しいし、めったにない機会だから答えなさい。小さい胸と大きい胸、あんたはどっちが好きなのよ？」

　タクミとしては軽い冗談のつもりだったが、カリンが予想以上に食いつき、興きよう味み津しん々しんと言った様子で尋たずねてくる。

　カリンがいつもの調子に戻ったのはよかったが、その後タクミは質問攻ぜめを受け、上機嫌となったカリンに口止めとして色々な物を買かい与あたえるはめになった。

　オイルやブラシで口止めができるのならば、安い買い物というものだろう。
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　空が茜あかね色いろに染まった頃ころ合あい。

　タクミたちはミルトに報告を行うため、『鈴蘭』の応接室を訪おとずれていた。

「本当に……本当にありがとうございましたっ！」

　開口一番、ミルトがタクミに向かって大きく頭を下げてくる。

「ま、無事に済んだから別にいいさ」

「……よくないわよ。今回の件でどれだけ修正することになるやら」

　タクミの隣となりで忙せわしなくペンを走らせていたカリンが、恨うらめしそうに睨にらんでくる。

「ゲルドの件は玉鋼の値上げ交こう渉しように使おうとしていたものだし、他のところに使ったネタも他の依頼を通すつもりで使う予定だったのに……損失を考えたら頭が痛くなるわ」

「そんな眉み間けんにシワを寄せてたら美人が台無しだぞ？」

「そうですよっ！　カリンはかわいいのにもったいないです！」

「はいはいどうもありがとう。というか、クノンはご飯食べてないで手伝いなさい」

「えぇー……わたし、他のことに頭使うのは嫌きらいなんですもん」

　屋台で売っていた串くし焼やきをもくもくと頬ほお張ばりながら、クノンが竹たけ串ぐしでバツ印を作る。どうやら手伝う気は一いつ切さいないらしい。

「ごめんなさい。あなたたちにも迷めい惑わくが掛かってしまって……」

「ミルトが謝ることじゃないわよ。今回の件は仕入れの二人がやらかしたって話だし、優秀な奴隷商人さまが全部解決したから、あたしたちは何もしてないしね」

「ですですー。わたしなんてぼーっとしていただけですから！」

　気にするなと言わんばかりに、カリンとクノンが笑って見せる。

　実際のところ、ここまで上手うまく事を運べたのは二人の協力があってこそだ。

　カリンは亜人たちの特とく徴ちようや特性を熟知しており、一目で種族や系統を把は握あくすることができる。そのため、買い手が欲ほつする亜人を正確に見み繕つくろうことができた。

　クノンも護衛兼けん見張り役として必要不可欠であった。本来は安全のために亜人は少数で運うん搬ぱんするが、クノンならば単独で複数の亜人を相手にしても鎮ちん圧あつできる。事務所に戻る手間を省き、効率よく取引先を回れたのは大きい。

　と、いうことを二人も当然ながら理解している。

　そして、何やら期待に満ちた視線をタクミに送っている。

「……お前らの望みはなんだ？」

「ほら、今日って夜からお祭りが開かれるじゃない？　そこで色々と買いたくてね」

「わたしは断然、お肉が食べたいですっ！」

「へいへい……この後は自由にして構わない。金も渡してやるから好きに使え」

　タクミが革かわ袋ぶくろを投なげ渡した途と端たん、二人は「やたー！」と嬉しそうに手を合わせる。普ふ段だんから働はたらき詰づめでまともな休みもないので、たまには息いき抜ぬきが必要だろう。

　すると、今度はミルトがちらちらとタクミを見てくる。

「あの……それでは、タクミはどうされるんですか？」
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「特に急ぎの仕事はないから、俺も適当にゆっくりするつもりだ」

「そ、それでしたら！　少しだけ、今から一いつ緒しよにお出かけしませんかっ」

「そりゃ出かけるくらい構わないけど、ミルトも祭りを見に行きたいのか？」

「えと、ただふらりと出かけたいなぁと思って……その、ダメでしょうか？」

　少しだけ頬を染めながら、ミルトは上うわ目め遣づかいでそう尋ねてくる。

　その様子を見て、タクミはミルトの意図をある程度汲くみ取とった。

「へぇー……なるほど、なるほどねぇ」

　だが、そんなやり取りを見ていたカリンが何やら目を細めている。

「それじゃクノン。あたしたちはそろそろ行きましょうか」

「え？　でもタクミたちも出かけるなら、一緒にお祭りに――って、わわっ！　ま、待ってください！　そんなに慌あわてて行こうとしなくても!?」

「そういうことだから、あとは二人で楽しくやりなさいよー」

　ひらひらと手を振ふりながら、カリンはクノンをずるずると引きずるようにして応接室を去っていった。

　途端に静かになった応接室で、タクミは深い溜ため息いきをつく。

「……あいつらは放っておいて俺たちも外の様子を見に行くか」

「は、はい。よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げたミルトを連れて、タクミたちも事務所の外へと出る。

　既に空は茜色から群ぐん青じよう色いろに変わり、その境界が鮮あざやかな紫むらさきを作り出している。

　夜が来れば騒さわがしい下層の喧けん騒そうも収まるのだが、今日は半年に一度の豊ほう穣じよう祭さいが開かれる日ということもあり、人々の熱気が治まる気配はない。

　今夜の祭りは豊穣祭という名目ではあるが、神事などを行うのは上層の人間のみで、中層や下層の人間にとっては単に祭りに乗じて騒ぐだけでしかない。

　そのため、大通りには酒場の人間が露ろ店てんを出して料理と酒を振る舞まっていたり、工房の職人たちは酔よっ払ぱらい客の財さい布ふが緩むのを期待して装飾品を並べている。

　そんな喧けん噪そうの中、二人は無言のまま人通りの多い道を歩き続ける。

「それで、なにか俺に話したいことがあるんじゃないのか？」

　タクミがそう話を切り出すと、ミルトは驚おどろいたように大きく目を開いた。

「……タクミは、本当になんでもお見通しですね」

「ただの相談事なら俺じゃなくてカリンにするだろう。別に大したことじゃない」

　ミルトが首領として若いこともあって、カリンはミルトの相談役を買って出ている。

　種族こそ違うが、二人が同性であること、そしてカリンはエルフとして他者よりも経験が豊富であることも理由の一つだ。

　しかし、タクミに相談してきたということは、その内容も大方予想がつく。

「私は……『鈴蘭』の首領としてちゃんとやれているのでしょうか」

「よくやっている、とだけ答えておこうか。二年前にヴァテルさんがいなくなって、『鈴蘭』の首領を継ついで、その後もずっと努力してるところは認める」

　かつて『鈴蘭』の首領を務めていたヴァテル・ファミリエはもういない。

　ヴァテルは二年前、商談のために向かった他国で事故に遭あい、その行方ゆくえは依い然ぜんとして知れず、安否どころか生死すらもわからない。

　首領を失った『鈴蘭』は一時混乱に陥おちいったものの、ヴァテルの血けつ縁えん者しやであったミルトが『鈴蘭』の首領を継ぐと名乗り出たことで、『鈴蘭』は存続することになった。

　だが、ミルトは手伝いこそしていたが、『鈴蘭』の業務に深く関かかわっていなかった。

　そしてミルトがまだ年若い少女という事情もあり、現在の『鈴蘭』は幹部であったガイツ・エジスタンが首領名代として運営を行う形を取っている。

　名目上の首領、お飾かざりでしかない首領。

　それでも、ミルトは父の背中を追って努力していた。

　側近であったジルから仕事の手て解ほどきを受けながら、ヴァテルが行ってきた商会『鈴蘭』の在り方を守ろうとしてきた。

「だけど、ミルトが首領としての責務を果たしてるかと言われたら別だ」

「う……そんなにはっきり言われてしまうなんて……」

「真ま面じ目めな話だから明確に事実を伝えているんだ。お前はヴァテルさんのやり方を真似まねしようとしてるが、同じ結果を作ることは絶対にできない」

　たとえ辛しん辣らつであろうとも、ミルトにはしっかりと認にん識しきしてもらう必要がある。

　ヴァテルは暴力、智ち謀ぼう、義理、情、あらゆる性しよう分ぶんを使い分け、それを絶ぜつ妙みようなバランスで保つことで『鈴蘭』をまとめ上げていた。

　それが可能な人間だったからこそ、無法に近かった下層に秩ちつ序じよを与え、下層外にも影えい響きよう力りよくを持つ商会にまで成長した。

　そんなヴァテルのやり方は、優やさしすぎるミルトでは真似できない。

「……やっぱり、私ではなくタクミが『鈴蘭』の首領を継ぐべきでした」

「それは無理な話だ。出自すら不明の元奴隷が首領になるって言うのなら、『鈴蘭』の幹部で古株のガイツが首領として適任だって話になっただろう。ミルトだったからこそ、ガイツも引き下がるしかなかったわけだ」

「そう、ですね……。ガイツさんはお金に執しゆう着ちやくしすぎている節があったからこそ、私は父の理念を絶えさせない一心で首領に名乗り出たのですから」

　ガイツは『鈴蘭』の幹部を任されるほどの手しゆ腕わんと商才を持つが、金に汚きたない男でもある。

　首領の名代として『鈴蘭』の運営を任せているが、利益を優先するあまり道を外した行動を取ったり、強ごう引いんな手段を使うことも厭いとわない。

　もしもミルトが名乗り出ずにいたら、ガイツは『鈴蘭』の方針を大きく変え、ヴァテルが掲かかげていた理念は微み塵じんも残らなかっただろう。

「それに俺が首領になったとしても同じだ。人が変わればやり方も変わるし、長い目で見たらどこかで歪ゆがんでくる。あと、俺自身も首領なんて座には興味がない」

「あの、一応タクミはうちに所属する奴隷商人なんですよね？　そうですよね？」

「そこは否定しないから安心しろ。俺は今の立場が結構好きなんだ」

「奴隷商人が嫌いじゃないなんて……タクミは変わっていますね」

　国家も宗教も奴隷を認めており、需じゆ要ようと供給が成立しているため職業として成り立っているが、大たい概がいの人間は奴隷商人という存在を好ましく思っていない。

　生きるために同類である人間や亜人を売買する。

　一いつ般ぱん人じんからは『外げ道どう』と罵ののしられ、まともな商品を取り扱あつかう商人からは『見み境さかいなし』と嘲笑され、貴族からは『卑いやしき者』と蔑さげすまれ、法の上では奴隷を認めているはずの聖職者ですら『人にん畜ちく生しよう』と呼んで嫌けん悪おする。

　だからこそ、タクミはその立場を気に入っている。

「誰からも嫌われている奴隷商人。普段はふんぞり返っている奴らがそんな奴に足をすくわれて、慌てふためく姿を想像すると愉ゆ快かいじゃないか」

「……タクミは歪んでいるというか、なんとも性格が悪いですね」

「そりゃな。性格が悪いから相手の嫌いやがることがわかるし、その逆もわかる。そうやって俺は『お人好しの奴隷商人』なんて存在を作ったわけだ」

「できれば知りたくなかった事実です……」

「俺もあまり他人に知られたくないから、今のは聞かなかったことにしてくれ」

　タクミが口元に指を立てて見せるが、相変わらずミルトは浮かない顔をしている。

「やっぱり、タクミはすごいです。色々なことを考えて、今だけじゃなくてずっと先のことまで考えていて……私なんて、今だけでも精せい一いつ杯ぱいです」

　俯うつむきがちに、ミルトはそんな言葉をぽつりと漏もらす。

　その様子を見て、タクミは顎あごに手を当てながら何やら考え込む。

「だったら、首領の務めとして祭りを精一杯楽しもうじゃないか」

「え？　あの、首領の務めとお祭りにどんな関係が――ひゃっ!?」

　ミルトの言葉を待たずに、タクミはその手を引いて祭りの人ひと混ごみに紛まぎれ込む。

　手頃な露店を見つけたところで、タクミが店主の男に軽く挨あい拶さつする。

「よお、おやっさん。顔見せついでに食べにきたぜ」

「お、タクミじゃねぇか！　なんだなんだ、『鈴蘭』の首領さんとデートかぁ!?」

「だいたいそんなところだ」

「ち、違ちがうでしょうっ!?　タクミがいきなりお祭りを楽しもうって言い出して、それで無理やり引っ張って来て……ええと、その……うぅ」

　顔を真っ赤にしてわたわたと慌て出すミルトを見て、店主は「いやー若わけぇなぁ！」と言いながら豪ごう快かいに笑い、二人分の紙包みを差し出してくる。

　中には薄うすく焼いた生き地じに、香こうばしいハムと瑞みず々みずしい野菜を挟はさんだ料理。

「ほれ、うちの店特製のピアディナだ！　焼き立てだから持って行きな！」

「え？　でもお代は……」

「いいってことよ！　『鈴蘭』の奴らにはよく世話になってるし、この前なんか若い奴らが荷運びを手伝ってくれたんだ。だからこいつはお礼ってことでよ！」

「は、はい！　それでは、ありがたくいただきます」

　店主の気き迫はくに圧されて、ミルトは困こん惑わくしながらも紙包みを受け取る。

　大げさなくらい手を振る店主に見送られながら、二人は再び大通りを進んでいく。

　すると、今度は通りすがった初老の女性に声を掛けられた。

「おやおや……ミルト嬢じようじゃないかい」

「あ、ゼルナさん。腰こしの具合はどうですか？」

「そりゃもうあんたの治ち癒ゆ魔ま法ほうですっかりさ。薬じゃ腰を治せないのが難なん儀ぎなもんさね」

「使える人間が限られる魔法なんかより、ゼルナさんのお薬の方が素す晴ばらしいですよ。特にうちの人間たちは、切り傷や打だ撲ぼくによく効くって喜んでいました」

「そりゃ丹たん精せい込めて調合したからねぇ。あんたら『鈴蘭』の人間が怪我けがして動けなかったら、こっちも安心して外を出歩けなくなるもの」

　薬師のゼルナが喉のどを鳴らして笑うのに合わせ、ミルトもくすくすと控ひかえ目めに笑う。

「さ、どうせ今日の祭りであんたのところの奴らはバカみたいに飲み食いするだろう。胃薬と二ふつ日か酔よいの薬を作っておいたから持っておいき」

「え……でも、これって売り物じゃないんですか？」

「元々ここにいる奴らは自分のことを考えないバカばっかりだから、てんで売れなかったのさ。だから持って行ってくれると、帰りが身軽になって助かるんさ」

　言いながら、ゼルナが薬包の入った籐とう籠かごをミルトに手渡してくる。

「それじゃ、帰ってうちの者たちに渡わたしておきますが……えっと、こっちの薬は？」

「ああ、それは……ひっひ。祭りの後の夜、そこの兄ちゃんの前で使うといいさね」

「タクミの前で使う薬……ですか？」

　きょとんと首を傾かしげているミルトとは対照的に、タクミが深い溜息をつく。

「……ゼルナさんよ。そういう薬はミルトじゃなくて娼婦に渡せ」

「おお、怖こわい怖い。お目付け役に怒おこられる前に退散するかねぇ」

　意味深な言葉を残してから、ゼルナはするすると雑ざつ踏とうの中に消えていく。

「えっと……この最後の薬はどうしましょう？」

「あとで焚たき火びにぶち込んで燃やしとけ。絶対だからな」

　ミルトに念を押してから、タクミたちは再び歩き出す。

　そして少し歩いた先で呼び止められ、またしばらくすると別の人間に呼び止められ、そんなことを繰くり返かえし続けていく内に――

「……ああ、ちくしょう。こういう時にクノンが欲ほしい」

「あ、あの……大丈夫ですか？」

「これくらいなら大丈夫だ。まさか全員が何かしら渡してくるとは思ってなかったが」

　タクミたちに声を掛けてきた人間は何かしらを手渡してきたこともあって、タクミの両手はすっかり荷物で埋うまってしまっている。

「ま、よかったじゃないか。お前はちゃんと首領として認められている」

「…………え？」

　意外そうな表情を作るミルトに、タクミは笑いながら語る。

「上に立つ人間の評価ってのは自分じゃなくて他人が決めるものだ。だからこそ、誰かの上に立つってのは難しい。今のお前は未熟かもしれないが……ちゃんと多くの人間に慕したわれているのなら、お前は首領としての器うつわに相応ふさわしいだろうよ」

　そう説明するタクミの言葉を聞き、ミルトはようやくふわりと笑みを浮かべて見せる。

「……はい。これからも、『鈴蘭』をまとめる者として頑張りますね」

「ああ。ヴァテルさんの真似じゃなくて、自分なりのやり方を見つけられるようにな」

「ぅ……精しよう進じんさせてもらいます」

　ミルトはがっくりと肩を落とすが、そこに先ほどのような翳かげりは見られない。

　これで首領としての悩なやみ事ごとが多少緩かん和わされたことだろう。

「さて、荷物を置きに事務所へ戻もどるとするか。動き回って小腹も空いたしよ」

「あっ、それでは先ほどいただいたピアディナをいただきましょう。焼き立てだと言っていたので、まだ温かいと思いますし」

　タクミが抱かかえている荷物の中から、ミルトが紙包みを一つ取り出す。

「……いや、俺おれは荷物で手が塞ふさがってるから無理だぞ」

「あ、そうでした……どうしましょう？」

　開けてしまった紙包みを持ったまま、ミルトはどうすべきかと迷っておろおろする。今後は後先を考えて行動するように言っておく必要がありそうだ。

「……とりあえず食べるから口元に持ってきてくれ。お前一人じゃ食べきれないだろうし、俺も少しは手伝ってやる」

「わ、私も食べるんですか!?」

「むしろ俺にずっと荷物を抱えたまま食わせる気か。さすがにのんびり歩いてると腕がもたないから、あとはお前が歩きながら食べてくれ」

　そう提案してみたが、ミルトは少しだけ頬を赤らめながら、なにやら逡しゆん巡じゆんするかのようにピアディナをじっと見つめている。

　そして、何かを決心したかのように顔を上げた。

「わ、わかりました……それでは、どうぞっ！」

　ぎゅっと目をつぶりながら、ミルトがピアディナを口元に持ってくる。

　そのままタクミは口を大きく開け、ピアディナを頬張る。最初に香ばしいハムの香かおりと肉にく汁じゆうが口の中に広がるが、瑞々しい野菜のおかげで後味もさっぱりしている。

「……んじゃ、あとはお前が食べ――って、そんな顔してどうした？」

　先ほどまで何やら緊きん張ちようしていたミルトが、今はなぜか感動したように瞳ひとみを輝かがやかせている。

「なんでしょう、普ふ段だん懐なつかない動物がようやく心を開いてくれた気分です……！」

「こっちは餌え付づけされる動物の気分だ」

「だって、タクミはなんだか不思議な人ですから。誰よりも先にいるというか、見えない一線の先にいるというか……でも、少し近づけたような気がして嬉うれしいです」

　屈くつ託たくのない笑みを浮かべながら、ミルトが再びピアディナを近づけてくる。

「ささ、もう一度っ！　もう一口食べてくださいっ！」

　そんな笑え顔がおを見せられてしまった後では、なんだか断るのも気が引けてくる。

　仕方なく、タクミは観念したように深く息を吐く。

「……食えばいいんだろ、食えば」

「わ、わっ！　ありがとうございます！」

　タクミが素す直なおに頬張る姿が気に入ったのか、その後もミルトは口の中が空になる度にピアディナを口元に差し出してくる。

　結局、事務所に着く頃ころにはピアディナを一つ平らげることになったが、タクミの食べっぷりに満足したらしいミルトは上じよう機き嫌げんな様子だった。

「さて……とりあえず、執しつ務む室しつにでも運んでおけばいいか？」

「そうですね。もし事務所に人が残っていたらお裾すそ分わけをして――あれ？　あそこに立っているのってジルさんでしょうか？」

　明かりが灯ともされている応接室の前に立つ人ひと影かげ。

　七年前からまるで様相の変わらない、仏ぶつ頂ちよう面づらの人物が壁かべに背を預けて立っていた。その奥側には、苛いら立だった様子のカリンと退たい屈くつそうにしているクノンの姿もあった。

　そして、ジルは近づいてくるタクミたちの姿に気づいて顔を上げた。

「……お戻りになられましたか、お嬢」

「は、はい……えっと、ジルさんはこんなところでどうされたんですか？」

「お嬢をお待ちしていました。……少々、面めん倒どうなことになったもので」

「――おいおい、人を待たせた挙句、面倒とは散々な言い草ではないかね？」

　応接室から妙みように粘ねん着ちやく質しつな男の声が響ひびく。

　悪あく趣しゆ味みとしか言えない豪ごう奢しやな服に身を包んだ小太りの男。

『鈴蘭』の運営を行っている首領名代、ガイツ・エジスタン。

「さてさて……祭りを満まん喫きつしてお疲つかれの首領殿どのには申し訳ありませんが、これから重要な話を行ってもよろしいですかな？」

「えっと……それは構いませんが、『鈴蘭』の運営に関する事でしょうか？」

　ミルトがそう尋ねると、ガイツは目を細めてニタリと笑う。




「ええ……『鈴蘭』の行く末を決める、重要なお話ですとも」







三章　首領







　外の喧騒とは対照的に、不気味なほど静まり返った応接室。

　ガイツは大きな身体をどかりとソファに沈しずめ、その対面にミルトとタクミが、そして背後にはカリン、クノン、ジルの三人が控えている。

「それで……重要なお話とはどういった内容でしょうか？」

　緊張した面おも持もちでミルトが話を切り出すが、ガイツはタクミを一いち瞥べつして舌打ちした。

「話の前に……なぜ、そこの奴ど隷れいが当然のようにいるのかね？」

「別にいたっていいじゃねぇか。俺だって一応は『鈴蘭』の幹部なんだ。あんた一人でこの商会は運営されているわけじゃないんだしよ」

「ハッ……こんなガキを幹部に据すえなきゃいけないのだから、『鈴蘭』も堕おちたものだ」

　そうガイツが口にした直後、ミルトがむっとしながら反論する。

「……お言葉ですが、ガイツさん。タクミはこの七年で『鈴蘭』に多大な貢こう献けんを行ってきました。実力があるのならば年齢は関係ない、それが父の言葉です」

「フンッ……まぁいいだろう。生意気な奴隷が粋いきがれるのも今日までだ」

「ああ？　そりゃどういう意味だ」

　タクミが怪け訝げんそうに訊きき返した途端、ガイツが嫌な笑みを浮かべた。

「なに、重要な話とは『鈴蘭』の拠きよ点てんを上層に移そうという話でしてな」

「上層って……あの場所に拠点を置けるのは、国庫の財政管理や中層における大規模な交易市の統治などを任される大商会だけのはずです。いくら『鈴蘭』が下層を仕切っていると言っても、ギルドに所属していない非正規商会では国からの認にん可かが下りません」

『鈴蘭』は放ほう逐ちくされた下層で商会の役割を担になっているが、国の定めた正規の商会ではない。

　上層にある商人ギルド。そこに加入している商会こそ正規の商会であり、『鈴蘭』のようにギルドへ加入していない商会は非正規商会となる。

　商人ギルドに所属し、上納金を支し払はらえば商会は様々な恩おん恵けいを得られる。

　ギルド所属の正規商会という身分保証、盗とう難なんや道中での事故が起こった際の補ほ償しよう、信用による金銭のやり取りなど……商会としての活動幅はばを大きく広げることができる。

　しかし、一定の上納金を支払うためには安定して利益を上げる必要があり、安定した利益のためには一定の規模と相応の人員が必要となる。

『鈴蘭』の人員は他所と比べて少数な部類に入るが、下層のほぼ全体を仕切っているという点から見ると、商会規模の面で加入条件を満たしている。

　しかし『鈴蘭』の収益は主に他者からの依い頼らいによって利益を上げているものが多く、月によっては収益にムラがあることも多い。

　そして、上層に拠点を置けるのは国営に携たずさわっている大商会、もしくはその傘さん下かに与くみしている商会のみと定められているため、ギルドにすら所属してない『鈴蘭』では土台からして不可能な話だ。

　しかし、ガイツの笑みが消えることはない。

「ですから、『鈴蘭』をとある大商会の下に入れる……というお話ですよ」

　ガイツがそう告げた瞬しゆん間かん、ミルトが勢いよく立ち上がった。

「それは……それだけは、できませんッ!!」

「おや、なぜですかね？　正規商会となって大商会の傘下に入れば、今までより手広く堅けん実じつに商売を行えて利益を上げることができるというのに」

「あなたは……父の隣で働いていたあなたなら、父ヴァテルがどのような想おもいで『鈴蘭』としての活動をしてきたか理解しているはずでしょう!?」

　ヴァテル・ファミリエという男は、無法地帯であった下層で『鈴蘭』を立ち上げて秩序を作り出し、その後も自ら率そつ先せんして下層を取り仕切ってきた。

「居場所がない奴らに居場所を作る、食べ物に困ってるなら食べられるように手助けをしてやる、下層がどんなに酷ひどい場所でも、笑えるだけマシだと思える場所にしてやる……それが、父の掲げていた理念であるはずですッ!!」

　感情が昂たかぶっていることもあって、ミルトの瞳には薄うっすらと涙なみだが浮かんでいる。

　しかし、ガイツはそんなミルトの言葉では揺るがない。

「確かに先代ヴァテルの志は立派でしたが……そのヴァテルは既すでにおりません。その理念を続けていくことは不可能と言っていい」

「ッ……ですから、私が父に代わって――」

「あなたでは無理だと言っているのです。現首領ミルト・ファミリエ。商会の運営も満足にできない、『鈴蘭』としての仕事もまともに行えない、お飾りの首領……それを証明するかのように、今日の奴隷仕入れで不ふ手て際ぎわもありましたしな」

　そんなガイツの言葉を聞き、背後に立つカリンが「やらかしたのはあんたの部下でしょ」と苛いら立だち混じりに呟つぶやいたのが聞こえた。

　その言葉は当人にも聞こえたようで、ガイツが背後のカリンに視線を向ける。

「ハッ……さすが体を売るしか能がないエルフだ。やかましい娼婦と何ら変わらない」

「……ああ？　誰が娼婦よ、豚ぶた饅まん頭じゆう。あたしはそこの奴隷商人の奴隷だっての」

「だから、その生意気なガキの夜よ伽とぎをするのがお前の仕事ということだろう？　毎晩ガキの慰なぐさみ者ものになるしかないとは難儀だが、仕方ないことだ。本来の見目麗しいエルフと違って、薄うす汚ぎたない黒い髪かみをしたエルフなど一銭の価値すら――」

　ガイツがそこまで口にした瞬間、ヒュッと風を切る音が生まれる。

「――それ以上カリンを侮ぶ辱じよくするのなら、わたしが許しませんよ？」

　瞬しゆん時じに間合いを詰つめたクノンが、淡たん々たんとした表情でガイツの首元に短たん剣けんを突つきつける。

　鈍にぶく光る短剣を見てガイツは怯ひるんだ素そ振ぶりを見せたが、すぐに憎にくたらしい顔へと戻る。

「人間一人すら殺せない、腑ふ抜ぬけの『猟りよう犬けん』では脅おどしにもならんな」

「殺せないではなく、『殺さない』です。タクミが殺せと言ったら殺しますし、わたしはものすごく機き嫌げんが悪いので手が滑すべってしまうかもしれません」

「そこまでにしとけ、クノン。応接室が汚よごれたら明日から客を呼べなくなる」

　クノンが短剣を引いたのを確認してから、タクミはガイツに笑えみを向ける。

「うちの奴らが話の腰を折って悪かったな。そのまま話を続けてくれ」

「チッ……部下の躾しつけもまともにできないとは、奴隷上がりはこれだから困る」

　お前が言うなという言葉を飲み込んでから、タクミは話を元に戻す。

「さて、『鈴蘭』を大商会の傘下に入れるって話だが……その商会ってのはどこだ？」

「貴様に話す必要はない。人員整理のついでに、貴様は放ほうり出す予定なのでな」

「へぇ……その前に、俺から色々と聞いておいた方がいいんじゃないか？」

　ガイツの表情が一いつ瞬しゆん固まったのを、タクミは見み逃のがさなかった。

「大商会が『鈴蘭』みたいな下層の商会を傘下に入れるなんて、何かしらの見返りがないとあり得ない。だが、大商会がちっぽけな商会から得られる物は限られている。それはたとえば……上の奴らが行っていない、奴隷売買のノウハウとかな」

　ガイツの様子を確かく認にんするように、タクミはつらつらと言葉を並べていく。ガイツはなんとか平静を保とうとしているが、どうやら間ま違ちがいないらしい。

　見み抜ぬかれていると理解してか、ガイツが忌いま々いましそうに舌打ちをする。

「……本当に、生意気で薄うす気き味み悪わるいガキだ」

「そいつは俺にとっちゃ褒ほめ言こと葉ばだ。それで、この『お人ひと好よしの奴隷商人』から奴隷を売りさばく秘ひ訣けつを聞く気になったか？」

「フン……私とて元奴隷商人だ。お前から聞くことなど何一つとしてないとも」

「そいつは残念だ。どちらにせよ、拠点を移す云うん々ぬんを決めるのはあんたじゃなくて首領のミルトが決めることだ。名代から降ろされたくなかったらさっさと帰れ」

　そうタクミが口にした瞬間、ガイツが妙に自信に満ちた笑みを作る。

「ああ、そうだとも。あくまで私は首領名代に過ぎず、『鈴蘭』の行く末を決めるのは本来の首領であるミルト殿にあるわけだ」

「……私は『鈴蘭』を上層に移すことには反対です。『鈴蘭』は利益を求めるための組織ではなく、下層の人々のためにある組織なのですから」

　断固として反対するミルトだが、ガイツの笑みから余よ裕ゆうは消えない。

「だが、今の首領殿に任せていては『鈴蘭』の存続自体が危あやうい。私とて先代ヴァテルの世話になったのだから、『鈴蘭』が消えるのは心苦しい」

　わざとらしく天てん井じようを仰あおいでから、ガイツは邪よこしまな笑みと共に宣言する。

「だからこそ、私は改めて『鈴蘭』の首領を決めることを提案しましょう。明日の昼、下層の中央にある広場で『鈴蘭』に所属する構成員約百名による投票を行い、首領と認められた人間が方針を決めるのです」

「……つまり、私が選ばれたら下層に留とどまり、あなたが選ばれたら上層に移ると？」

「理解が早くて助かりますな。元よりこれは私たち幹部だけでなく、付き従う構成員たちを含ふくめた全体で決めるべき話なのです。他の者に決めさせるのが当然でしょう」

　ガイツの言葉によって、ミルトはそれ以上何も言えずに押おし黙だまる。

　大商会の傘下に入って今以上に利益を上げられるとしたら、下層の生活とは比べ物にならない豊かな生活が送れる。構成員の多くはヴァテルの思想に賛同してはいるが、生活が懸かかっているのならばそちらに天てん秤びんが傾かたむく人間もいるだろう。

「さて……話は以上ですな。私はこれから構成員たちに明日の投票について伝えなくてはなりませんので、これで失礼させてもらいましょう」

　無言のまま俯いているミルトを置いて、ガイツは重そうな腰を上げようとする。

「ああ、待ってくれガイツさん。まだ個人的に話が残ってるんだ」

「なんだ、奴隷の話に付き合うほど私は暇ひまではな――」

　鬱うつ陶とうしそうにしながら、ガイツが立ち上がろうとした時――

　タクミはおもむろにガイツの頭を掴み、その顔面をテーブルに叩たたきつけた。

　その場にいた全員がタクミの行動に驚く中、当人は淡々とガイツの頭に膝ひざを乗せる。

「いやぁ、悪い悪い。話の腰を折っちゃ悪いと黙ってたが……首領であるミルトに対する態度だけでなく、俺の大事な仲間を娼しよう婦ふや腑抜けと呼ぶとはいい度胸だ」

　タクミが体重を乗せる度に、ガイツの首からミシミシと骨の軋きしむ音が響く。

「ガ、ぁ……私を、この場で殺してタダで済むと――」

「安心しろ。ここでお前を殺すなんて無意味なことはしないし、それで無理やり『鈴蘭』を下層に残すなんて真似はしない。あくまでこれは俺個人としての話だ」

　痛みと恐きよう怖ふでくぐもった声を上げるガイツに、タクミは笑いながら告げる。

「次に俺の仲間を侮辱したら……その無む駄だな肉を全部削そぎ落おとしてやろうじゃないか」

　タクミの瞳に普段の軽けい薄はくな様子は見られない。

　一度決めたことを、何があろうと確実に遂すい行こうする眼。

　ガイツの表情が恐怖に染まりきったのを確認してから、タクミは膝を退どかした。

　解放された途端、ガイツは逃にげるように応接室のドアへと向かう。

「この……忌々しい奴隷がッ!!　どこの生まれとも知れない野や蛮ばんな奴隷がいる組織などに、付いて行こうと考える人間がいると思うなよッ!!」

「そりゃ構成員の奴やつらが決めることだ。自分で言ったことを忘れるんじゃねぇよ」

　奴隷に侮辱された羞しゆう恥ち心しんと怒いかりによってか、ガイツは顔を真っ赤にしながら応接室のドアを乱暴に閉じて去っていった。

　タクミが一息ついてソファに腰こし掛かけてから、再び応接室が静まり返る。

　しばらくの間そうしていると、不意にミルトが口を開いた。

「きっと……構成員の方々はガイツさんに票を入れるでしょうね」

「……そんなことはありません。お嬢はヴァテルさんの意思を継いで、これまで立派に努力してきました。それを知る者たちは必ずお嬢に票を入れるでしょう」

　ジルから励ましの言葉を受けても、ミルトはただ首を振るだけだった。

「ガイツさんの言っていることは正しいです。『鈴蘭』が大商会の傘下に入れば今後安定した収益を上げることができますし、構成員の方々は今よりもずっと好いい生活ができます」

　現状を再確認するかのように、ミルトはぽつぽつと言葉を紡つむぐ。

「大商会の傘下に入った後、得た利益を下層のために使えばいいだけの話で、下層に留まる必要はありません。下層に留まりたいというのは……私のワガママでしかないんです」

　ぽたり、と俯いたミルトの瞳から涙が流れ落ちる。

「でも……それでも、私は留めたいんです。父がそうやってきたように、下層の人たちと同じ目線で下層を今よりもっと好い場所に変えたいんです」

　下層は言ってしまえばゴミ溜ためのような場所だ。

　貧しくて行き場がなく、ワケあって上層や中層に居ることができずに追いやられ、大人も子供も生きるために必死で、食べる物や水に困って、上の階層から流れてきた下水をすすって生きる人間もいる。

　そんな人々でも笑えるような場所を作るため、ヴァテルは自ら下層に身を投じた。

　そうやって苦しい生活を送る人々を理解し、同じ目線で物事を見ようとした。

　だからこそ、ミルトも下層の人々と同じ目線で立ち、下層の人々と共に快く笑い合いながら、下層を変えていきたいと考えていた。




「それなら、理想を叶えるためにお飾りの首領で在り続けろ」




　涙を流すミルトに対しタクミは告げる。

　厳然とした雰ふん囲い気きをまとい、決して揺らぐことのない姿勢。

「理想を語れない奴に理想を叶える資格はない。理想すら掲げられない奴に付いて行こうとする奴らはいない。誰だれかの上に立つってのは……誰がなんと言おうと、バカ正直に理想を貫つらぬいた奴だけがなれるもんだ」

　自分の在り方に迷っている少女を、タクミはただ真まっ直すぐと見み据すえる。

「でも……でもっ、私は他に何もできなくて――」

「できないことを無理にやる必要はない。そんなもんは別のできる奴にやらせればいい。だが……ヴァテルさんの意思を継いで、その理想を貫けるのはお前だけだ」

　そんな言葉と共にタクミはミルトに向かって笑みを向ける。

「だから……お前は付いてくる奴らが迷ったりしないように、お飾りの首領として理想を貫き続けろ。他のことは俺が全部どうにかしてやる」

　どこまでも自信に満ちた笑み。

　理想を貫き続け、理想を実現してきた者としての笑み。

　そんなタクミの言葉に……ミルトは力強く頷うなずく。

　濡れた碧みどりの瞳に、先ほどまでの弱さは見えない。

「さて……うちの首領様が決意したことだし、あとは俺たちの仕事だな」

「……だが、実際のところ構成員たちの票は揺ゆれる。明日に投票を行うという急な日程、そしてガイツの態度から察するに、他の奴らに金を掴ませているのは確実だ」

　普ふ段だんはあまり表情を変えないジルが、珍めずらしく眉み間けんにシワを浮うかべて渋じゆう面めんを作っている。

　ガイツが投票日を明日に指定したのは、既に買収した構成員たちをタクミたちに買収されないようにするための措そ置ちと考えられる。

　そして、ガイツは構成員たちへの伝令という名目により、タクミたちが『鈴蘭』の構成員と接触して新たに買収しないように監かん視しする算段なのだろう。

　ジルはミルトを気遣って言わなかったが、何もせずにいれば敗北は必至と言っていい。

　だが、タクミを始め、カリンとクノンは気にした様子もなくのんびりと構えている。

「……タクミ、お前なら良い案があるはずだろう。何か手立てはないのか？」

「何言ってんだジルさん。手立てどころか、なにもかも予定通りに事は進んでる」

「……どういうことだ？」

「言葉通りの意味さ。ガイツが大商会に取り入ったのも、『鈴蘭』を売ろうとしたのも、構成員たちを買収するのも……何もかも予定通りだ」

　タクミの言葉を聞きながら、カリンも肩かたを竦すくめて小さく笑う。

「なんにせよ、これでもう待たなくて済みそうね。あんまり月日とか気にしない性分だけど、この二年は妙に長く感じたくらいよ」

「逆に言えば二年で済んだって思えばいいさ。あの豚ぶた野や郎ろうは金に汚い小悪党だが、それを知りながらヴァテルさんも傍そばに置いていたくらい優ゆう秀しゆうな奴だ。他の奴だったらあと数年は先になっただろうよ」

「……待て、お前たちは一体なんの話をしているんだ？」

　話の流れが理解できていないジルに対して、タクミは歯を見せて笑う。

「ミルトの言う理想を叶かなえてやるには、今の『鈴蘭』じゃどうしても力不足だ。だから、あの豚野郎をとことん利用して、『鈴蘭』に確固たる地位と権力ってやつを与あたえる。そんな計画を、二年前からずっと立てていたって話だ」

　そう言って笑うタクミの目を見て、ジルは思わず息を呑のむ。

　どこまで先を見ているのか測れない、心奥を覗くことすら叶わない黒の瞳。

　二年前から、タクミはこの事態を想定して計画を立てていた。

　この日だけではない、その先も、そのさらに先も……どこまでも先を想定して。

　すべてを予定通りに進めている。

「さて……それじゃ俺たちは帰って下準備をするかな」

「あ、あのっ！　私はどうすれば……」

　不安そうな表情を浮かべているミルトのために、タクミは適当な言葉を掛かけてやる。

「お前は明日に備えて寝ねておけ。それと……明日は綺き麗れいな格好をしておけ」

「えっと、綺麗な格好というのは……？」

「人の印象は見た目で決まる。そのために着飾れってことだ。元が良いから心配ないだろうが、下層の奴らどころか、俺が惚ほれるくらい綺麗になるのを期待してるぞ」

　笑いながら、タクミはクノンとカリンを引き連れて応接室を出る。

　事務所の外に出ると、夜風が少しだけ肌寒い。

　さすがに夜も深くなってきたこともあって、祭りの喧けん騒そうは徐じよ々じよに収まりつつある。聞こえてくるのは、その後も酒を呑んだくれている酔よっ払ぱらい連中だろう。

　下層には本当にどうしようもない連中ばかりが集まっている。

　今も道みち端ばたでは泥でい酔すいした男が寝転がり、そんな間ま抜ぬけな男から子供が財さい布ふを抜ぬき取り、その様子を見て誰も咎とがめようとはしない。それどころか、あとでその子供から財布を奪おうと考えている人間もいるだろう。

　そんな掃はき溜だめのような場所を救いたいなど、絵空事としか言いようがない。

　他の奴のことなど考えずに、ガイツのように自分の利益だけを優先して生きていくのが一番賢かしこい生き方であるとタクミは理解している。

　だが、それでは簡単すぎてつまらない。

　困難であればあるほど物事は面白おもしろい。

　そして、タクミが表情を引き締めたのを見て、クノンとカリンも雰囲気を変える。

「再度状じよう況きよう確認だ。カリン、詳しよう細さい報告」

「ガイツが構成員たちへの買収を済ませたのは十二日前。帳ちよう簿ぼと照らし合わせた結果、買収に使用された金は『鈴蘭』が受けた依頼からの横領と断定。横領によって得た額と買収に使用された額はほぼ一致。誤差の部分はあの豚が無駄遣いしたんでしょう」

　一いつ切さいの淀みなく、カリンは頭の中に叩き込まれた情報を口にする。

「少しくらい使わせてやって構わないさ。金ならいくらでも余っている」

「一度は言ってみたいセリフね……。実際余ってるどころか、他の奴らがあんたの総資産を見たら卒倒するでしょうけど」

　この七年間で、タクミは様々な物を築き上げてきた。

　資産もその一つで、リスティナ以外の町や地方の村などに所有する土地や家屋、貯蔵している物資や武器類の資産額を計上すれば、『鈴蘭』の収益どころか上層に拠点を構える大商会にすら匹ひつ敵てきする額となる。

　そして、それらを得るために築き上げた仕組み。

「他に妙な動きはあったか？」

「上層に行く頻ひん度どが増えたってところかしら。今日も中層から上層に向かったのを番兵が確認済み。紙屋のグックが羊皮紙を運び込んだ時、商館でガイツの姿を見たそうよ」

「情報の信用度について」

「番兵の方は二回ほど間に人を挟んだ情報だけど、グックについては間違いないから確定でしょう。他にもラクセル、トロント、ミヒター、複数人から情報を回収済み」

　カリンの口から次々と挙げられる名前。

　それらはすべて……タクミが売った奴隷たちの名前だ。

　下層、中層、上層……タクミは至る所に奴隷を売った。

　下水処理から貴族の犬の世話係まで、一いつ貫かん性せいも統一性もない。

　時には他者から他者を介かいしてまで、奴隷を売ったこともある。

　至る所に奴隷をちりばめて構築した……奴隷たちによる情報ネットワーク。

　数年を掛け、タクミが心血を注そそいで作り上げた眼と耳。

　その眼と耳から得た情報によって、タクミはあらゆる物事を可能としてきた。

　奴隷商人として買い手が求める人材、他商会が行おうとしていた取引の妨ぼう害がいや割り込み、商売ルートの奪だつ取しゆ、情報操作による外部からの掌しよう握あく……それこそ、挙げればキリがない。

　そして、タクミがそれらを行っていることに、誰も気づくことができない。

　奴隷、奴隷の関係者、関係者の親類や知人、そして知人の親類や知人と……幾いく重えにも人を間に挟むことで、その先へと辿たどれないようにしている。

　誰も彼もが、一人の人間の手によって踊おどらされていることに気づかない。

　奴隷を売買して稼ぐのではなく、奴隷によって稼ぐ商人。

　それが『お人好しの奴隷商人』という存在。

「さて、それじゃガイツの言う大商会とやらの動きはどうだ？」

「相変わらず……というより、多少派手になってるみたいね」

　そう口にしてから、カリンは嫌けん悪おするように表情を歪める。

「奴隷や魔獣を使った違い法ほう賭と博ばく……まったく、反吐へどが出るったらありゃしない」

「そいつは同感だが、法を抜けた先ってのは誰も手をつけてない金脈みたいなものだ。一度旨うま味みを知ったのなら、金が出なくなるまで続けるだろう」

　語りながら、タクミは愉たのしげに笑みを浮かべている。

「そのまま欲を出だし続けて掘ほり続けるなら、こっちとしては好都合だ」

「憲兵にも嗅かぎつけられてる状じよう況きようで、それでもガイツの話に乗ったってことは……今後も行っていくつもりなのは明らかでしょうね」

「向こうとしては、隠いん蔽ぺい工作や密輸方法も『鈴蘭』から取り入れようって魂こん胆たんなんだろう。無法地帯の中にあったからこそ、『鈴蘭』はそういった方面に強いからな」

　ガイツもそれを理解しているからこそ、大商会に自分と組織を売りに行き、大商会を後うしろ盾だてとして自分の野望を膨ふくらませようとしたのだろう。

　だが、そのためには先代の忘れ形見であるミルトは邪じや魔ま者ものでしかない。

　そして邪魔者を追いやるために、今回の投票が仕組まれた。

　ガイツは全構成員の買収を行っており、投票の結果は半ば決まっていると言っていい。

　ただし、それは「本来であるならば」という言葉が付く。

「構成員たちへの通達はどうなった？」

「ガイツが買収を終えた翌日に、ガイツ一派を除いた全構成員に配布済みよ。奴隷から雇やとい主ぬし、雇い主から別の人間と渡したから、出所は辿れないでしょう」

「上出来だ。そいつらの反応はどうだった？」

「案の定、ってところかしらね。大きな揺さぶりになったとは思うけど……あとは、明日のミルトに頑がん張ばってもらうしかないわね」

「そこについては心配ないさ。なにせ、俺が相応しいと見定めた人間だ」

　トン、とタクミは自分のこめかみを指で叩く。

　タクミは前世で多くの人間を見てきた。

　百では遠く、千すら足りず、万を優に超え……億に匹敵する人間を見てきた。

　人を見ることに長たけ、培つちかった経験から人間の本質を見抜く慧けい眼がん。

「それに、かわいい女の子の首領様と、脂あぶらぎって見ただけで殴りたくなるような豚野郎だったら、誰だって女の子の方を選ぶだろう？」

「あんたにも女の子をかわいいって思う感性があったのね……」

「そりゃ俺も人間なんでな。ほらクノン、難しい話は終わったから起きろ。歩きながら寝るとか器用な真似まねをするんじゃない」

「…………ふぇっ!?　ね、寝てないです！　ちゃんと聞いてましたよ？」

　慌あわててよだれを拭ふくクノンを見て、タクミは苦く笑しようしながら軽く頭を叩いてやる。

「お前の仕事は明日から増える。その時は頼たのんだぞ？」

「それはお任せください！　たとえ寝ていても守って見せます！」

　クノンの頼もしい言葉を聞いてから、タクミは改めて宣言する。




「さぁ……ここから、一気に駆け登るぞ」




◇




　翌日。太陽が真上に昇のぼろうかという頃ころ合あい。

　大通りにある涸かれた噴水の広場は喧騒に包まれている。

　そこには祭りのような浮うわついた空気も、祭りを終えた後の倦けん怠たい感かんもない。

『鈴蘭』に所属する構成員……百十二名。

　下層の人間なら誰もが一度は見かけたことはあっても、『鈴蘭』に所属する面々が一堂に会することは過去に一度しかなかった。

　下層をまとめ上げた豪ごう傑けつ、ヴァテル・ファミリエの葬そう儀ぎ。

　空の棺ひつぎを湖から海へと流す際、舟が出るまで『鈴蘭』に所属する人間はヴェルヌ湖の方角を向いて不動の姿勢を貫き、誰だれ一人ひとりとして言葉を発することがなかった。

　その姿を見て、下層に住む誰もが同じように湖へと向けて黙もく祷とうした。

　下層の人間にとって、ヴァテルの死はそれほどまでに大きかった。

　そして今、その時と似た状況が起こっている。

　ヴァテルの死と同等か、それ以上のことが起こるのではないかと、下層の住民たちは不安に満ちた様相で窺っている。

　そして、それは『鈴蘭』の面々たちも同様だった。

　普段は豪気に振ふる舞う者も、飄ひよう々ひようとして掴みどころがない者も、静かに泰たい然ぜんとした態度を貫く者も、皆みな一様に不安と迷いの入り混じった表情を浮かべている。

　その様子を、タクミは噴水に腰こし掛かけながら静かに見つめていた。

「さて……そろそろ頃合いだが、首領殿はまだですかな？」

　粘ねばついた笑みを浮かべながら、隣となりに座するガイツがそう口にする。

「女の仕度ってのは時間が掛かるもんだ。それくらい待ってやるのが男の甲か斐い性しようだぜ？」

「ハッ……奴隷のガキが偉えらそうに女を語るか。最後まで忌々しい奴だ」

　悪態を隠すことなく、ガイツがそう吐はき捨てた時……広場がにわかにどよめいた。

「――お待たせして申し訳ありません」

　普段の柔らかなものではない、凛りんとした透き通る声。

　質素なドレスの上に、大きな毛皮のコートを羽織ったミルトの姿。

　先代ヴァテルが愛用し、持ち主の代わりに返ってきたコート。

「大事に大事にと奥に入れていたせいで、取り出すのに時間が掛かってしまいました」

　ミルトにとって、そのコートは何よりも重いものであるはずだ。

　しかし、ミルトは首領の象徴とも言えるコートを風に靡なびかせている。

　そこには普段の頼たよりない姿ではなく、首領として在ろうとする少女の姿があった。

「……いやはや、女ってのは一晩で変わるもんだ」

「もちろん。あなたを惚れさせるために頑張りましたから」

「そいつはなんとも光栄だ。さすがの俺おれも少しだけ見み惚とれたよ」

「少し……ですか。それなら、今後も頑張ることにしましょう」

　そう笑って見せるミルトの表情に、不安や迷いは見られない。

　ミルトの言葉に大きく頷いてから、タクミは腰を上げる。

「――これより、商会『鈴蘭』の首領を決める投票を始める」

　静かに、しかし誰の耳にも届くようにタクミが告げる。

「候補者は首領名代ガイツ・エジスタン。そして首領ミルト・ファミリエの二名とする。双そう方ほう、投票の前に何か言うことはあるか？」

　タクミの言葉に対し、勝利を確信しているガイツが鼻を鳴らした。

「何も言う必要などない。首領として上に立つ人間であるならば、余計な言葉を語らずとも下の者たちは付き従う。それが首領の器というものだとも」

　余裕に満ちた表情で悠ゆう然ぜんと構えるガイツから、今度はミルトに視線を移す。

「それでは少しだけ、皆さんのお時間を頂ちよう戴だいします」

　首領としては頼りなく映る、謙虚なミルトの言葉。

　しかし、その瞳ひとみには先代にも似た力強さが宿っている。

「下層はとても酷いところです。それこそ、荒れ果てた大地のように何も無く、谷間に吹ふき荒すさぶ冷たい風のように、人の温もりすら拭ぬぐい去る……下層はそんな場所です」

　ですが、とミルトは言葉を続ける。

「鈴蘭はそんな谷間に咲く花です。何も無い谷間に彩りと温かみを与える……そう想って商会の名を『鈴蘭』と名付けた父の意思が、私は大好きです」

　慈愛に満ちた柔やわらかい笑みを、ミルトは集まった面々に向ける。

「嬉うれしいことがあったら一いつ緒しよに笑ったり、悲しいことがあったら誰かが慰めてくれたり、悪いことをした人がいたら怒おこったり……下層という谷間に住む人々と共に、彩りと温もりを与える、家族のような存在として在りたいのです」
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　それが理想でしかないと誰もが理解している。

　しかし、ミルトはそんな馬鹿げた理想を、どこまでも真っ直ぐに掲げる。

「私は……『鈴蘭』の首領として、いつまでもあなた方と共に在ります」

　どこまでも真っ直ぐであるからこそ、どこまでも強く響ひびく言葉。

　ミルトの言葉を聞きながら、タクミは声を出さずにミルトへ告げる。

　上出来だ、と。

「――――さぁ、決断の時だッ！」

　高らかに、そして朗々とした声でタクミは『鈴蘭』の面々に向かって告げる。

「お前たちが従うに相応ふさわしいと思う主を、他でもない自分の意思で選べ。新たな首領としてガイツを選ぶのならば膝をついて頭を垂れ、ミルトを首領とするなら右みぎ腕うでを掲げろ」

　タクミの言葉を聞きながら、『鈴蘭』の面々は俯うつむきながら固く拳こぶしを握にぎっている。

　その様子を見て、タクミは語気を強めて再度問い掛ける。

「さぁ、お前たちはどちらを選ぶッ!?　愚おろかで優やさしい理想主義者か――」

　一拍の間を置いてから、タクミは高らかに告げる。




「それとも……お前らに対し、奴隷のように値札をつけた者を選ぶかッ!!」




　タクミがそう口にした瞬間、周囲で事の次し第だいを窺っていた野次馬たちが騒さわぎ出す。

　しかし、それ以上に騒ぐ男がいた。

「貴様……ッ！　今さらそんな虚きよ言げんで悪あがきなど――」

　激げき昂こうするガイツの鼻頭に、タクミは一枚の羊皮紙を突きつける。

　羊皮紙に記された『鈴蘭』構成員百十二名の名前と……その横に並ぶ数字。

「こいつはお前が買収に使った額だ。金に汚いお前なら当然覚えてるはずだろう？」

「し……知らんッ！　そんなものはデタラメに決まっているッ！」

「それはお前が決めることじゃない。決めるのは……選ぶ側の人間だ」

　喚わめき散らすガイツを無視して、タクミは『鈴蘭』の面々に視線を向けている。

　ガイツに与くみする者以外、誰もが怒りによって拳を握りしめている。

　構成員たちに送られた賄わい賂ろの額には大きく差があった。

　ガイツに心しん酔すいする者には勝利を確信させ、今後裏切ることがないよう多めに。

　ヴァテルを心酔していた古株の者たちには少し多めに。

　新しく『鈴蘭』に入った者や若い人間には少なめに。

　そうして、ガイツは買収する人間に対する価値を定めて金を渡わたした。

　さながら……奴ど隷れいに値を付けるかのように。

「さぁ、お前たちが己おのれの価値を決めろ！　奴隷のように金で買われる程度の人間か、それとも理想のために険しい道を進む誇り高き人間となるか、他ならぬ自分の意思で選べ!!」

　そうタクミが問い掛けた時……静まり返った人ひと混ごみの中で、一つの手が上がった。

　金の入った革かわ袋ぶくろを握りしめる右手。

　その手から……ゆっくりと革袋が地面に落ち、甲かん高だかい貨か幣へいの音が広場に響き渡る。

　それに倣ならうかのように、一つ、また一つと手が上がり……その度に、地面に叩きつけられる硬こう貨かの音が広場に生まれていく。

　挙げられた右腕の数は……もはや数えるまでもない。

　その様子を見て、タクミは口端を吊り上げながら笑う。

「――いいだろう！　お前たちは下層に住むどうしようもない奴らで、その革袋に入っている端はした金がねの価値すらない人間だ！　だが……お前らが持つ人としての誇りは、金にすら換えられないお前たちだけのものだッ!!」

　タクミの仰ぎよう々ぎようしい物言いに対し、『鈴蘭』の者たちが雄お叫たけびを上げて応こたえる。

　雄叫びに呼応するかのように、見守っていた下層の人間たちが賛同の声を上げる。

　下層全体を揺るがし、中層にまで届きそうなほどの歓声。

　大たい勢せいが決したことで、ガイツは狼ろう狽ばいしながら声を張り上げる。

「このッ……下層のバカ共まで、奴隷風ふ情ぜいの言葉に乗せられ――がッ!?」

　しかし、周囲の人間がガイツに向かって様々な物を投げつけてその言葉を遮さえぎる。

「うるせぇこの守しゆ銭せん奴どがッ!!　毎度文句つけて値切りやがってッ!!」

「あんたの部下はうちらの店を守るどころか、酔っぱらって物を壊す有様じゃないか！」

「そうだ！　信用を金で買うくらいなら、まずはてめぇの部下が踏み倒したうちの代金をさっさと払いやがれッ!!」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐と共に、無数のゴミや石がガイツに向かって放り投なげられる。

　完全に孤立する中で、自棄ヤケになったガイツが自分たちの部下に向かって声を荒あらげる。

「ッ……なにをボーッと突っ立ってやがる！　殺せッ！　そこにいるクソ生意気な奴隷だけじゃない、金を受け取りながら裏切ったバカ共ごと――」

「へぇ……この場にいる誰か一人でも、殺せると思っているんですか？」

　ガイツのすぐ近くで、弾はずむような声が聞こえてくる。

　両手に短剣を携えながら、愉しげに笑うクノンの姿。

「あそこにいるあなたたちの犬が誰かを刺そうとしても……わたしの方がずっと、ずっと速いです。ナイフが届くよりも速く、わたしはその腕うでごと噛かみ千切りますよ？」

　普段と変わらない笑みであるからこそ、より恐怖を駆り立てる言葉。

『鈴蘭』に身を置く者ならば、誰もが知っている『猟犬』の実力。

　だからこそ、ガイツの部下たちは『猟犬』を見てただ震ふるえることしかできない。

　怒りと屈くつ辱じよくによってガイツが口をぱくぱくと動かす中、タクミは満面の笑みを浮かべながら言う。

「さて、どうやらお前の居場所は下層にはないようだ。さっさとご退場願おうか？」

「こんな……こんなことをして、タダで済むと思うなッ!!　下層で粋がっているガキなど、大商会の力でどんな手を使ってでも捻り潰し――」

「ほぉ、そいつはなんとも楽しみだ」

　笑みを浮かべたまま、タクミは黒の瞳でガイツを見据える。

　底の知れない、何も窺い知れない黒の瞳。

「いいからさっさと飼い主のところに戻れって言ってんだ。この豚野郎」

　侮ぶ蔑べつに満ちた言葉を浴びせた瞬しゆん間かん、ガイツは怒りで紅潮した顔を歪ゆがませながらも、劣れつ勢せいを悟さとって情けなく地面を這はうように走り去ろうとする。

　人々は逃げるガイツの背に次々と物を投げつけていたが、やがてその背中が見えなくなったところで徐々に喧けん噪そうが治まってくる。

　その頃合いを見計らって、タクミは大きく息を吸いこんで声を張り上げる。

「さて、騒がしくして悪かったな！　だが、今日は正式に『鈴蘭』の首領が決まった喜ばしい日でもある！　そこで……詫わびついでに頼みたいことがある!!」

　地面に落ちた革袋の一つを掴み、タクミは高々と掲げて見せる。

「これから俺らは『鈴蘭』の首領就任祝いをやるが、うちの首領は下層の奴ら全員を家族だなんて言う奴だ！　めでたいことってのは……家族全員で祝うものだよなぁッ!?」

　そんな言葉と共に、タクミは革袋に手を突っ込んでその中身をばら撒まく。

　惜おしむ様子すら見せず、片っ端から革袋の中身を放っていく。

「さぁ……この金で好きなだけ飲み食いして、うちの首領を祝福してやってくれッ!!」

　瞬間、割れんばかりの歓声が広場に沸わき起こった。

　そんなタクミの行動に倣って、他の構成員たちも次々と金を放り投げ、商売根性たくましい店主たちが酒樽や食事を広場に運び始めている。

　もはや昨日の豊ほう穣じよう祭さいとは比べ物にならない、文字通りのお祭り騒ぎだ。

「あーぁ……なんとも派手にやったわねぇ」

　喧噪の最中、カリンが呆あきれた様子でタクミの下もとにやってくる。

「そりゃ派手にやった方が色々と都合がいいからな」

「でしょうね。あんたがやってることも、ガイツと似たようなもんなんだから」

　ガイツは金を使って『鈴蘭』の人間から信用を買おうとした。

　そして今、タクミは金をバラ撒いて下層の人間たちから信用を買っている。

　両者のやっていることに大きな差はない。強しいて言うのなら、タクミは明るく前向きな買収をしたというところだろうか。

「ま、これが一流の奴隷商人と三流奴隷商人の差ってやつだ」

「あんたの場合は奴隷商人って言葉を詐さ欺ぎ師しに置き換えてもよさそうだけどね。そんな詐欺師に巻き込まれるんだから、エルスも気の毒よ」

「いいじゃねぇか。こっちはエルスのために、わざわざ口実を作ってやったんだからよ」

「こんな方法で口実を作られたら、真ま面じ目めなあの子の胃に穴が空くでしょう……」

　知人が頭を抱かかえている姿を想像してか、カリンは同情するかのように溜ため息いきをつく。

　タクミたちがそんな会話をしていると、二人の姿を見つけたクノンがぱたぱたと走り寄ってくる。いつの間にやら店巡りをしていたようで、腕一杯に食べ物を抱えている。

「見てください、タクミっ！　色んな人からいっぱい食べ物もらえましたっ！」

「そいつはよかったな。仕事の後だからきっと美味うまいぞー」

「はいっ！　ほっへっもおいひーれふ！」

　逸はやる気持ちを抑えられなかったのか、喋しやべっている途と中ちゆうでクノンは口の中に食べ物を放り始めていた。先ほど凄すごんで見せた姿はどこかへ行ってしまったらしい。

「とりあえず、俺も飯を食ってくる。しばらく勾こう留りゆうされるだろうしな」

「あーっと……その前に、ちょっと言いたいことがあるんだけど」

　そう呼び止められて振り返かえると、カリンがそっぽを向きながら言う。

「その……昨日はありがと。あたしらのために怒ってくれてさ」

　照れ隠かくしなのか、カリンが黒くろ髪かみを指でいじりながら言う。

「ですです。タクミがあんなに怒ってくれて、わたしも胸がスッとしました！」

　嬉しそうに、無む邪じや気きな笑え顔がおを向けてくるクノン。

　そんな二人に対して、タクミも口元に笑えみを浮かべながら答える。

「お前らの雇い主として、当然のことをしたまでだ」

　それだけ言ってタクミが背を向けたのを見て、二人が楽しそうに絡からんでくる。

「え、なになに？　もしかしてあんたってば照れてるの？」

「わっ、それは怒るより珍しいです！　わたしにも見せてくださいっ！」

「照れてねぇよ。むしろ、顔真っ赤にしてたエルフはどこのどいつだ」

「ばっ、赤くなんてなってないわよ！　あんたと違ちがってずっと年上なんだから、お礼を言うくらいで照れるわけないでしょ!?」

「カリン、カリン。顔真っ赤で言っても説得力ないですよ？」

　クノンにのんきな声で指し摘てきされてしまい、カリンの顔がさらに赤くなっていく。

「ほらほら、次の仕事があるんだ。早く飯を食おうぜ、おねーさん？」

「くッ……あんた、いつか絶対泣かせるから覚えておきなさい……ッ！」

「あ、それならわたしもやりますっ！　タクミを泣かせてみたいですっ！」

「クノン、お前は物理的に泣かせてきそうだからやめてくれ」

　ノンキに笑い合いながら、三人は他の者たちと同じように祭りの喧騒に身を投じる。

　これからの忙いそがしい日々のために、束つかの間まの休息は必要だ。
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四章　大商会







　明かりの乏とぼしい、薄うす暗ぐらい大部屋。

　光源が少ないせいで部屋の全景は見渡せない。つまり、それほど大きな部屋であり、足元の床ゆかや視認できる物は暗がりでも高価な代しろ物ものであることがわかる。

　そんな大部屋の中央で、一人の男が身体を縮ませながら立っていた。

　普段のような憎たらしさは微塵もなく、青ざめた表情で滝のように汗を流している。

「いやはや……ガイツくん、君には期待していたんだがね」

　暗がりの中から呆れたような男の声が響く。

　姿は見えないが、他にも複数の人間の気配を感じ取ることができる。

「私たちは下層にある非正規商会だからと言って、その存在を軽視することはない。むしろ、あの劣悪な環かん境きよう下で運営を続けられるだけでも評価に値あたいすることだ」

　しかし、失望したと言わんばかりに別の男が深い溜息をついた。

「だからこそ、君からの提案された『鈴蘭』の傘さん下か入りを歓かん迎げいする予定だったが……まさか、子供に嵌はめられて為なす術すべなく逃にげ帰ってくるとは」

「も、申し訳ありません……。ですが、賭博用の奴隷が仕入れられなくなったわけではありません！　奴隷商売を行っていたのは元より私でしたので、何も問題は――」

「だが、君は奴隷商人としてその子供にすら劣っている」

　言葉を遮られたことで、ガイツは何も言う事ができずに押おし黙だまる。

「『お人ひと好よしの奴隷商人』……その名前は上層にいる私たちの耳にも入るほどでね」

「た、たしかに買い手の要望に必ず応え、奴隷を必ず売うり捌さばく話術は目を見張るものがありますが……賭博に使う奴隷であるのなら、奴やつの腕は不要のはずです」

「そうだとも。奴隷なんて元より使い捨て。その命なんてどうあっても構わない」

　大商会が開いている違法賭博。

　奴隷同士だけでなく、時に奴隷と亜人、奴隷と魔獣と趣向を凝こらし、どちらか一方が死ぬまで戦い合わせる残ざん虐ぎやく極きわまりない見世物。

　しかし、暇ひまを持て余した貴族たちにはそれが心地好い刺激となっているようで、違法であると知りながらも貴族たちは見世物小屋に足あし繁しげく通ってくる。

　だからこそ、それを知ったガイツは大商会に自分という存在を売りに行った。

　かつて『鈴蘭』で奴隷を売っていた自分ならば、大商会で地位を得ることができる。

　奴隷の扱あつかいや仕入れ先となる寒村の場所、捕まえた罪人や乞こ食じきを金に換える組織との繋がり、違法賭博に使う奴隷を密輸するための裏道と税関や番兵の買収……違法賭博の旨味を知った大商会ならば、ガイツはこれ以上ないほど適した人材であるはずだった。

　そのはずだったからこそ、ガイツは先代ヴァテルへの恩義すらも捨てた。

　だというのに、何もかもが上手うまくいかない。

「賭と場ばを今後も運営していく上で、安定した奴隷の仕入れは必要不可欠だ。しかし……ここ最近、君の仕入れてくる奴隷の数が減ってきているようだが？」

「それも、人間の奴隷どころか亜人すら確保できないとは、な」

　男たちの言葉に対して、ガイツは奥歯を噛みしめて怒いかりに耐たえる。

　亜人の多くは人間を超える身体能力を持ち、その後は厳重な枷かせによる拘こう束そくを必要とするが、捕ほ獲かくはさほど難しくない。

　亜人は基本的に穏やかで非好戦的な気き性しようであり、一部を除けば反はん抗こうすることがない。

　そして亜人ごとに持つ特性を利用した罠わなを仕掛けることで、容易に捕ほ縛ばくすることができるものだ。だからこそ、亜人の値は以前と比べて大きく下がったとも言える。

　だというのに、人間どころか亜人の奴隷すらもまともに確保できない。

　寒村に赴おもむいても口減らしの子供どころか老人すらおらず、町に赴いても他所の組織は取引そのものを拒こばみ、裏道の案内人は姿を消し、税関や番兵は買収に応じなくなった。

　そして簡単に捕まえることができる亜人たちは、まるで罠の存在を熟知しているかのように対処を行い、人では立ち入れない辺境に身を潜ひそめるようになった。

　不自然なほどに、何もかもが上手くいっていない。

　この事態が第三者によって引き起こされていることに、ガイツ自身も気づいている。

「君がそのような体ていたらくだからこそ、我々は『鈴蘭』の傘下入りを見送ろうと検討しているのだよ。奴隷を売る手腕はともかく、『お人好しの奴隷商人』とやらは安定して奴隷の供給を行い、雇こ用よう者しやの需要を満たしている。そのルートこそ我々が求めるものだ」

　どこまでも自信に満ち溢あふれた憎にくらしい顔が、ガイツの頭に思い浮かぶ。

　自分の描えがいていた未来を、何もかもをぶち壊した憎らしい奴隷の子供。

　誰だれよりも上に立ち、嘲あざけるように見下ろしてくる憎らしい存在。

「君が使い物にならず、『鈴蘭』からも手法を取り入れることができないのなら仕方ない。難はあるが我々自身の手で一から開かい拓たくしていけばいいだけの話だ」

「……お待ちください。奴隷ならばすぐにご用意することができます」

　そんなガイツの言葉に、男の誰かが呆れたように失笑を漏もらした。

「それができていないから、こうして話をしていると理解してくれたまえ。そして、我々は一度失敗した者の言葉を軽々と信じる人間でもないのだよ」

　厳格な言葉に対して、ガイツは笑みを浮うかべて答える。

「仰おつしやることは理解しております。これまでの失態は私の見通しの甘さによるものであり、『お人好しの奴隷商人』が私の思おも惑わくを読み、私の仕入れを妨害するべく既すでに先手を打っていたことに気付けなかったことに起因しております」

　それくらいのことをしていてもおかしくない、とガイツも考えていた。

　奴隷の仕入れが行えなかった原因がタクミにあるという確証はない。

　しかし、ガイツの後あと釜がまとして奴隷商人を任されたタクミならば、『鈴蘭』が仕入れを行っている場所や人脈などをすべて把は握あくしているため、妨害を行うのは難しくない。

　ヴァテルのお気に入りであったタクミならば、ガイツが『鈴蘭』を大商会の傘下に入れた後、なにかしらの妨害を行うだろうと予想はしていた。

「ですが……先手を打つ事ができなければ、何も恐れることはありません。要は『鈴蘭』が使っていた取引先以外のところから、奴隷を仕入れてくればいいだけの話ですとも」

　タクミの行動を予想していたからこそ、ガイツも別の手段を用意していた。

「私は既に、『鈴蘭』の面々すら把握していない通商経路と人脈を開拓しております。そちらを用いれば、あなた方が提示した奴隷の数にも容易に届くでしょう」

「では、なぜ今までそちらを利用しなかったのかね？」

「なにかと危険を伴ともなう手法であるものでして。つきましてはご相談がございます」

　粘ついた笑みを、ガイツは姿の見えない男たちに向ける。

「次の見世物までに、今までの失態を詫びて五倍の数の奴隷をご用意させていただきます。そのために……大商会が密輸に利用している抜け道を利用させていただきたいのです」

　ガイツがそう口にした途と端たん、男たちが微かすかに動どう揺ようするようにどよめく。

「私は一部の貴族と懇こん意いにさせていただいておりまして、上層にはそういった要人たちのために用意された通路があると小耳に挟はさんでおります。そして……普ふ段だんはそれらが、あなた方を含んだ四大商会が密輸に使用していることも、存じております」

　国から認にん可かを受け、財政などを任される四大商会が上層に拠きよ点てんを置く理由。

　貴族と結けつ託たくして隠し通路を利用し、密輸した物品を貴族たちに流す。

　それらの存在が公おおやけにならないように、上層には四大商会とその傘下に与する商会しか拠点を置くことができない。

　それによって四大商会は利益を独占し続けてきた。

　上層だろうと、下層だろうと、人間という存在の本質は変わらない。

「私が『鈴蘭』で密輸を行っていた際は、ヴェルヌ湖の荷に揚あげ場から下水路を通して各階層に密輸品を運んでおりました。ですが、『鈴蘭』にいる奴隷商人も熟知しております。妨害を避けるために一度別の町へと運び、陸路から抜け道を通せばその心配もありません」

　そうガイツは主張するが、大商会の面々は低い唸うなり声ごえを上げている。暗がりのせいで表情は見えないが、その顔はきっと渋面を作っていることだろう。

「……商あきないとは一度だけでなく、今後も続いていかなければ意味がない。今回は上手くいったとしても、再びその奴隷商人に妨害されては無意味だ」

「ご安心ください。『鈴蘭』の奴隷商人は確実に始末します。そして……奴隷商人は私の取引先には決して手が出せない。その後も他者が妨害といった強きよう硬こう手段に出れば、甚じん大だいな被害を受けることになるでしょう」

「ほう……ならば、詳くわしく聞かせてもらおうじゃないか」

　ガイツは大商会の面々に詳細を説明する。

　長々とした説明を終えたところで……大商会の面々はゆっくりと頷うなずいた。

　それを見て、ガイツは邪じや悪あくな笑みを浮かべる。

「それでは……予定通りに事を進めさせていただきます」

　欲と復ふく讐しゆうに捉われた眼で、ガイツはそう告げた。
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　昼に始まったミルトの首領就任祝いは衰おとろえる様子がなく、陽が暮れつつあるにもかかわらず、先日の豊穣祭と変わらぬ活気が下層には満ち溢れていた。

　先日と異なる点を挙げるとするなら、前回は正式な祭りとして多少自じ重ちようしていた者たち、すなわち『鈴蘭』の人間も喧噪に混じっているということだろう。

　そして飲み食いの代金を『鈴蘭』が持つということもあってか、豊穣祭の時にたくましく働いていた商売人たちもハメを外し、飲み食いしながら騒ぎに参じている。騒がしさだけで言えば、昨日の豊穣祭よりも上だ。

　タクミがそんな喧噪の中で適当に食事を取っていると、人混みに呑まれそうになりながら、ミルトがふらふらと歩いてくるのが見えた。

「よう、お疲つかれさん。新首領さんよ」

「は、はい……さすがに、ちょっと疲れてしまいました」

　少しだけ疲ひ労ろうの色を見せていたミルトだったが、タクミが声を掛かけたことで多少生気を取り戻して困ったような笑みを浮かべた。

「皆さん、本当に私を祝福してくれているのはわかるんですけど……なかなか手て荒あらいと言いますか、下層らしい祝い方と言いますか……」

「いやぁ、ミルトが胴上げされてる姿は見物だった。男から見たらお前は小こ柄がらな方だし、祭り好きの野郎たちが筋肉自じ慢まんがてらにポンポン放ほうり投げてやがった」

「み、見ていたなら助けてくれてもいいじゃないですかっ！　ちょっと怖かったんですよ!?　すごい高さまで放り投げられたりしたんですから!!」

「わかったわかった。次はちゃんと助け舟を出してやるよ」

　憤ふん慨がいするミルトの頭を軽く叩たたいてやっていた時、ふと遠くから名前を呼ばれた。

「うぁーい！　タクミにミルトさーんー！　飲んでるー？」

　酒瓶を掲げながら、リリアがほんのりと顔を赤くしながらこちらに向かっていた。

「よう、リリア。その様子だと楽しんでるみたいだな」

「そりゃー楽しんでるよー！　タダ酒くれるタクミ様はかみさまだーっ！」

　酒瓶を掲げながら、リリアがほんのりと顔を赤くしながら叫ぶ。普段はどれだけ飲んでも顔色一つ変えないというのに、今日は相当飲んでいるらしい。

「それで、付き添いのキルファは楽しみと苦しみ半々ってところか」

「俺を見て……どこが楽しそうだと……」

　そんなリリアの後ろを、青い顔をしたキルファがふらふらと歩いてきた。

「どうせお前のことだ。リリアが飲みすぎないか心配で付き添ったってのはわかるが、付き添い役が先に潰つぶれてちゃ意味ないだろう」

「仕方ないだろ……祝い酒とか言っていきなり酒樽一本空けて、リリアが隣にいる俺に何度も何度も酒を飲むように注いで……うぷっ」

　先ほどまで胃に酒を流しこんでいたことを思い出したのか、キルファがげんなりとした様子で口元に手を当てる。しかし、キルファに酒を飲ませた当人はその様子を見て「ほんとにキルファはお酒弱いわねー」と笑っているのだから報むくわれない。

「えっと、リリアさんもだいぶ飲まれているようですけど、大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「えっへへー、だいじょーぶだいじょーぶ！　私たちにはこれくらいしかできないし！」

　リリアの言葉の意味がわからなかったのか、ミルトが軽く首を傾かしげる。

「ミルトさんが今まで下層のために色々してくれたのは、下層に住む私たちが一番よく知ってる。だからこそ、広場での言葉が本心だってみんなも知ってる。それなら下層に住む私たちは、ミルトさんを盛大に祝うのが筋ってもんでしょ！」

　陽気に笑うリリアの言葉を証明するかのように、周囲からは笑い声や『鈴蘭』の名を口にする声が聞こえてくる。

　誰もが『鈴蘭』の首領、ミルト・ファミリエの名を掲げる。

　下層と共に在ると宣言したミルトに対して、下層の人間たちもその想おもいに応え、下層に住む者たちなりの誠意を尽つくして祝福してくれている。

「それに、せっかくタクミが御お膳ぜん立だてまでして場を作ってくれたんだから、騒いで騒いで楽しまなくちゃ損ってもんだしね！」

「俺は金をばら撒いて、好きに飲み食いしろって言ったくらいだけどな」

「またまたぁ、タクミってばいつもそうやって謙けん遜そんしちゃってさー。まぁとにかく感謝してるってことで！　タクミも一杯付き合ってよねー！」

　上じよう機き嫌げんな様子のまま、リリアが手に持っていた酒瓶をタクミに差し出だしてくる。

　しかし、それを見たミルトが少しだけ慌てた様子を見せた。

「え、あっ……タクミ、お酒はダメですからね？　エルスさんが騒ぎを聞きつけて来るでしょうし、私たちはしっかりと説明しなきゃいけないんですから」

「ん？　いや、付き合いで飲む程度だ。酔よっ払ぱらうことはないから安心しろって」

「その、そうではなくて……と、とにかくダメなんです！　お酒を飲むなとは言いませんが、時と場合によって弁わきまえるべきだと思います！」

　ミルトが頑かたくなに主張し、タクミがどうしたものかと悩んでいた時……ふと、リリアが目を細めながら火種となる一言を呟つぶやいた。

「ほっほぅ……なんか二人、酒飲みの亭主とそれを窘たしなめる嫁よめみたいな感じだねぇ」

「よ、嫁って……私が、タクミのお嫁さんってことですか!?」

「そーそー。なんか二人ならお似合いって感じだしさー！」

　酒をあおり、けらけらと笑いながらリリアが言う。酒が回って先ほど以上に顔が赤くなっており、言動も完全に酔っ払いそのものだ。

「まったく……リリア、さすがに飲みすぎだ。キルファもこんな時の付き添いだろ。さっさとその酔っ払いを連れて、適当に酔い覚ましをしてこい」

「すまん……今の俺には無理だ。連れて行く途中でリリアにまた酒を飲まされて、色々と吐きながら目を回してぶっ倒たおれる気がする」

「断る勇気を持て、付き添い人。まぁ、お前がリリアの酒を断れるとは思ってないが」

　歯止め役のキルファが完全に機能していないせいか、リリアの勢いも止まらない。

「そうだ！　いっそミルトさんの首領就任祝いと、二人の結けつ婚こん式しきってことで一緒に祝っちゃえばいいじゃない！　そしてもう一度祝い酒を飲もう！」

「そうだじゃねぇよ酔っ払い。おい、ミルトもなんか言ってやれ」

　そうミルトに話を振ってみたが、ミルトは酔っ払ったように顔を赤くしながら「お嫁さん、私がお嫁さん……」となにやら呟いている。これは助け舟を期待できそうにない。

　そして、事態はさらにややこしくなっていく。

「おおッ!?　なんでぇなんでぇ！　『鈴蘭』の首領さんと奴隷商人が結婚だってッ!?」

「おいおいやるじゃねぇか、『お人好しの奴隷商人』さんよぉッ!!」

「こうしちゃいられねぇ！　おい野郎ども！　タクミの奴も放り投げろッ!!　あの幸せ者に下層流の祝福ってやつをかましてやれッ!!」

「もうなんだっていいだろうさ！　ミルトさんと同じくらいタクミの旦だん那なに世話になった奴はいるだろうし、そいつら全員参加で放り投げちまえッ!!」

　酔っ払いの言葉が酔っ払いに伝染してしまい、再び騒ぎの勢いが盛り返していく。

　その様子を眺ながめながら、タクミは軽く溜息をつく。

「まぁ……たまには、自分が作った祭りに参加するのも悪くないか」

　そんなタクミの呟きは屈くつ強きような下層の男たちの雄叫びによって掻かき消され、男たちがタクミを担ぎ上げようとした時――

「――ええい！　静まれ、静まれと言ってるだろうがっ！　なに、就任式？　結婚式？　意味がわからんし、話はとにかく後だっ！　おいコラ今すぐ出て来い奴隷商人ーッッ!!」

　人混みを掻き分ける制服に身を包つつんだ集団、その先頭で赤髪がひょこひょこと見える。

　そして、肩かたで息をしながらエルスがタクミの前に姿を現した。

「よう、遅かったなエルス。俺が投げ飛ばされる前に来てくれて助かったぜ」

「おま、おまえ……いったい、この騒ぎはなんだ!?　いったい何がどうなってこうなったのか、きっちり話を聞けるんだろうなッ!?」

　怒り心頭といった様子のエルスに対して、タクミは満面の笑みで答える。

「なに、豊穣祭だけじゃ騒ぎ足りなかったってだけの話だ」

「………………は？」

「だから、単に騒ぎたかったってだけの話だよ。畏かしこまった行儀のいい豊穣祭なんかじゃ、下層の血気盛んな奴らは満足しない。だから俺が騒ぐ場を提供したってわけだ」

「い、いえっ！　元はと言えば私や『鈴蘭』でのゴタゴタが――んむっ!?」

　タクミの説明を聞いてミルトが横から口を挟もうとするが、タクミがミルトの口を手で塞ふさいで無理やり遮る。

「さ、憲兵隊の手を煩わずらわせちゃいけないし、首領様は『鈴蘭』の面子と一緒に騒ぎの収しゆう拾しゆうに努めてくれ。俺は憲兵隊長と大事なお話をしてくるんでな」

「でも、エルスさんに説明をするなら私が適任だと思うんですが……」

「言ったろ？　エルスと『話をしてくる』ってな。どうせ後から『鈴蘭』で合流するつもりだから、お前はその間に騒動をまとめておいてくれ。エルスはともかく、他の憲兵にまで手を焼かせるのは忍しのびないんでな」

　ガイツの一件を利用して『鈴蘭』と下層の住人から支持を得る。

　そして憲兵隊が出るほど大きな騒ぎを起こしてエルスを引っ張り出す。

　タクミの中で物事はすべて順調に進められている。

「ほれ、正式な首領になってからの初仕事だ。俺おれが戻もどってくるまでにきっちり終わらせてくれると信じてるからな」

　ミルトの背を軽く押してやってから、タクミはエルスに向かって行く。

「さて、この件については俺がきっちり説明するから、さっさと詰つめ所しよに行こうぜ」

「そうだな……タクミには詰所に同行してもらって、私が納なつ得とくする事情をしっかりと説明してもらおうじゃないか……ッ!!」

　エルスはへらへらと笑うタクミの襟えりを掴み、引きずるようにして詰所へ向かおうとする。

「あ、エルス。悪いがちょっと待ってくれ」

「……なんだ？　逃げるつもりなら今すぐ殴り倒すぞ」

「逃げはしないが、長引きそうだから適当な食事と飲み物を買ってきていいか？」

「そんなものは私が詰所で用意してやるからっ！　いいからさっさと行くぞっ!!」

　要求は却きやつ下かするが、妙みようなところで優しい憲兵隊長だった。
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　陽ひが完全に沈み、それに従って騒ぎが静まりつつある頃ころ合あい。

　タクミがエルスによって連行されてから、既に結構な時間が経っていた。

　机と二つの椅い子す、そして灯り以外には何もない簡素な部屋。

　そんな殺風景な部屋の中で、タクミはぎしぎしと椅子を鳴らしている。

　そして、タクミの対面にはエルスが腕を組みながら座すわっている。心なしか、エルスの眉まゆが怒りでヒクついているように見える。

「……なぁタクミ。お前はなんで暴動なんかを起こしたんだ？　正直に言ってみろ？」

「だから何度も言ってるだろ、エルス。暴動じゃなくて、ただ下層の奴ら全員で飲み食いしてただけだ。ちょっと騒ぎすぎたと思ってるから、こうして俺も謝あやまってるだろ？」

「ちょっと……？　あれがちょっとだって言うのか、この馬鹿者がっ!!」

　エルスは後ろで一つにまとめた髪を振ふり回し、机を思いきり叩く。

「叫さけび声ごえや物々しい音が詰所にまで聞こえて、酔っ払いたちを掻き分けながら原因を探ってみればお前だよ！　大変だったんだぞ!?　酔っ払い共はこっちの話を聞かないし、呂ろ律れつ回ってないから何言ってるかわからないしさぁ！」

「あーへいへい。それについては知らんが、まぁ俺が悪いってことで構わないさ」

「お？　反省してないな？　反省してないんだな？　そういうことだよな？」

「だいたい下層が騒がしいのはいつものことだ。そんなに神経質だと肌が荒れるぞ？」

「ほほぅ……さすが『お人好しの奴隷商人』は気遣い上手だな。だが……私は憲兵であると同時に騎き士しだ。女扱いは侮ぶ辱じよくと捉えて構わないな？」

「滅めつ相そうもない。フェアシュタット家の御ご令れい嬢じようを侮辱するはずないだろう？」

「では、先ほどの発言にどんな意図があったのか言ってみろ」

「エルスは怒おこると面白おもしろいから、とりあえずからかっておこうかと」

「そ・れ・が！　侮辱だと言っているんだっ!!」

　怒りで顔を紅潮させながら、エルスは何度も机をばんばんと叩く。こういった反応が面白いと言っているのだが、本人に自覚はないらしい。

「昨日会った時にも私は言ったよな!?　憲兵の厄やつ介かいになるようなことや、私が呼ばれるようなことをするなって！」

「俺はちゃんと『豊穣祭の日には厄介にならない』って言ったぞ？　だから、こうして豊穣祭が終わった次の日に騒さわぎを起こしたじゃないか」

「そもそも騒ぎを起こすなっ!!　だいたいお前という奴はいつもいつも――」

「ほらほら落ち着けって、憲兵隊長さん。俺だってお前をからかうために、わざわざ詰所まで連行されたわけじゃないんだしよ」

「くッ……いや、まぁいい。お前が騒ぎを起こすのはいつものことだ。暴動ではなくただの祝い事とわかったのなら、それ以上追つい及きゆうする必要もない」

「お、今日はやけに素す直なおじゃないか。それじゃ仲良くお喋りしようぜ？」

「なぁもう頼たのむから、私がお前の相手をしたくないってことに気づいてくれよぉ……」

　先ほどの騎士然とした態度はどこへ行ったのか、エルスが涙なみだ声ごえで本音を口にした。祭りで連日巡じゆん回かいを行っていたせいで、きっと疲労がピークに達してしまったのだろう。

「はぁ……せっかく頑がん張ばって騎士になったのに、女だからってやっかみを受けるし、ミルトが心配で下層配属を希望したら、誰もやりたがらないからって憲兵隊長を任せられるし、その先では面めん倒どうくさいって言葉の権ごん化げみたいな奴がいるし……」

「なぁエルス、その話長くなりそうなら帰っていいか？」

「おい、さすがの私もいいかげん殴なぐるぞ」

「むしろ今まで殴らなかったお前の優やさしさに感動してるくらいだ」

「お前が終始そんな態度だから、部下に聴ちよう取しゆを任せられなくて私が直々にやらなくちゃいけなくなるんだ……。前に手を出した部下は、憲兵を辞めるどころか田舎いなかに帰ったし」

「リスティナは都会だから、田舎から出てきた人間には馴染めない場所だったんだろう」

「いやお前が絶対なんかやっただろう!?　……まぁその部下、馴れ馴れしくて私にやたら触れようとしてきたし、妙な視線を向けたりしてたから、いなくなってホッとしたけど」

「それなら良かったじゃないか。憲兵隊の隊員が不ふ祥しよう事じなんて起こしたら、今後の沽こ券けんにも関かかわってくる。その部下がお前に妙な気を起こす前にいなくなって万ばん々ばん歳ざいだ」

　白々しく口笛を吹くタクミを見て、エルスは拳を握にぎってなんとか怒りを抑え込み、色々と諦めるように溜息をついた。

「それで……タクミが素直に捕つかまった時は、いつも面倒な話を持ってくる時だ。何か私に話があってきたんだろう？」

「察しがよくて助かるよ。俺とお前が大っぴらに会って話すところを見られたくないし、取っ捕まって詰所で話をしたほうが不要な話を聞かれなくて済むからな」

「いいからさっさと話してみろ。話くらいなら聞いてやるから」

「むしろ……今回の話は、エルスにとって耳に入れておきたい情報のはずだ」

　怪け訝げんそうな表情を作るエルスに対し、タクミは話を切り出す。

「最近、上層で行われてるっていう違い法ほう賭博の話だ」

「……なんでお前が知ってるんだ」

「そんなことを今さら聞く必要あるか？」

「それもそうだな、って思ってしまった自分が悲しいよ……」

　先ほどよりも重々しい溜息をついてから、エルスは表情を引ひき締しめる。

「悪いが、その件についてこちらが話すことはない。成り行きでここの憲兵隊長を務めているとはいえ、金を渡わたされて喋るほど落ちぶれてはいないからな」

「優ゆう秀しゆうなお前を買収できるとは思ってないさ。それに……喋れるほど情報もないだろ？」

　そう言い放った瞬間、タクミは微かにエルスが反応したのを見み逃のがさなかった。

「違法賭博が行われているという話は出ている。そしてそれらが行われているのが上層で、主な客層が暇な貴族だってところもわかっている。だが、どこの商会が行っているのかわからないし、憲兵隊も容易に調査に踏み込めない……ってところだろ？」

「……正確には、上層に配備された憲兵隊は権力に屈して調査を断念した……だ。まったく、騎士としての誇りも威い厳げんもあったものじゃない」

「そりゃお前の家が権力側だから言えることだ。まっとうな人間だったら、自分や家族を犠ぎ牲せいにしてまで盾たて突つこうだなんて考えない」

　エルスの生家、フェアシュタット家はリスティナにおける三大公の一角。代々国王から法務を任される由ゆい緒しよ正しき家いえ柄がらだ。

　元から正義感が強く、『公正』を掲げる家の生まれであるエルスからすれば、憲兵隊が権力に対して臆おくしたように見えるのだろう。

「……違法賭博の内容については私も調書を読んだ。奴ど隷れい同士を殺し合わせ、それを娯ご楽らくとするだなんて……人間のやることじゃない」

　その状じよう況きようを想像したのか、エルスが握りしめた拳を怒りで震ふるわせている。

　そんなエルスを見て、タクミは口端を吊り上げながら笑みを向ける。

「なぁエルス、やっぱりそんなことする奴らは許せないよな？」

「当然だっ！　誇り高きリヒテルトの騎士として、そんな非人道的な行こう為いを野放しにしておくわけにはいかないだろう!?」

「お前だけじゃなく、お前の部下たちは優秀だ。なにせ下層みたいな奴らを毎日相手にしてるんだから、権力に屈した上層の腑ふ抜ぬけ共とは違うよな？」

「もちろんだっ！　私の部下たちは有事の際にお前たちを鎮ちん圧あつできるように、毎日欠かさず訓練を行わせているんだからなっ！」

「それじゃ、俺と一いつ緒しよにそいつらをぶっ潰さないか？」

「ああ、私自らの手で外道を往ゆく悪漢たちに制裁を――え？」

　口をぽかんと開けているエルスを見て、タクミが満面の笑みを浮かべる。

「んじゃ、詳しよう細さいについて話すから、これから『鈴蘭』に来てくれ」

「え、あの……今のは本気で言ったのか？」

「そりゃもちろん。その違法賭博にはうちの元幹部が関わっていることだし、俺らとしてもきっちりけじめはつけなきゃいけないと思ってるんでな」

「い、いやちょっと待て？　ぶっ潰すって言っても、四大商会のどこが行っているかわからないんだぞ？　下手に事を荒立てれば後ろの貴族が黙ってないぞ？」

「さっき言ってた騎士としての誇りとかはどうした」

「べっ、別に臆したとかじゃない！　この手で捕えたいという気持ちは本当だし、やれることならやりたいが……なにせ情報が少なすぎるんだ。上層には貴族や聖職者といった特権階級の人間が多く、限られた者しか立ち入れないから閉へい鎖さ的てきな場所でもある。大っぴらな調査を行ったとしても、その間に証拠を隠いん滅めつされて終わりだ」

　眉み間けんを押さえながら、エルスは深い溜息をつく。元は上層に住んでいたエルスだからこそ、その雰ふん囲い気きは誰よりも理解しているのだろう。

　いまだ決めかねているエルスに対して、タクミはこめかみを叩いてから口を開く。

「――違法賭博を行ってるのは四大商会の一つであるアンベルク商会、並びにその傘下に与する商会。違法賭博の場は複数あり、保有する商館や出資者である貴族が持つ別宅を使用する場合もある。次回の開催は二週間後、ケルベク侯こう爵しやくが持つ別宅の地下で行われる」

「…………は？」

　突とつ然ぜん言葉を並べ始めたタクミについていけず、エルスが間の抜ぬけた声を上げる。

「情報については申し分ないはずだ。なんだったら当日の警備状況、貴族が動員する私兵の数も教えて構わない。お前たちが上層の腑抜けたちと違って、本当にそいつらを捕とらえるつもりがあるのなら……だけどな」

　エルスを挑ちよう発はつするように言ってから、タクミは自信に満ちた笑みを浮かべる。

「さぁ……お前の言う正義とやらを貫けるだけじゃなく、憲兵隊として多大な功績を得る機会がすぐ目の前にある。話に乗るかどうかはお前次し第だいだ」

　そして、ついでと言わんばかりにタクミはエルスに告げる。




「ああ、『なんでお前が知ってるんだ』とは聞かないでくれよ？」




◇




　憲兵隊の詰所を出てから、タクミは憲兵隊の馬車で護送される形で『鈴蘭』に向かった。当然ながら、その付添人は憲兵隊長のエルスとなっている。

　そして『鈴蘭』応接室のソファに腰こし掛かけながら、エルスは拗すねたような口調で言う。

「……いいか、これは取引じゃない。下層とはいえリスティナの住民であるお前たちから、犯罪者に関する情報提供を受けたから話を聞くまでだ」

「なんというか、お前って難なん儀ぎな性格してるな」

「どこぞのひねくれた男と比べればまともな性格をしてるさ……。なぁミルト、頼むからちゃんとこの男を見張っていてくれ」

「あはは……すみません。私ではタクミを止めるのは難しいです」

「そこは『鈴蘭』の首領としてしっかり監督してくれ……。そうでないと、私の胃痛がいつまで経たっても治まらない」

　ミルトが苦く笑しようしたのを見て、エルスがもう何度目かわからない溜ため息いきをつく。

「……まぁいい。それよりも今は違法賭博についての話だ。念のために確かく認にんするが、違法賭博を主導で行っているのがアンベルク商会というのは間ま違ちがいないんだな？」

「ああ。その他の四大商会は今回の違法賭博について一いつ切さい関与していない。まぁ、他の大商会も公にできないようなことをしているから、アンベルク商会の違法賭博についても黙もく認にんしているってところなんだろ」

　大商会全体の腐ふ敗はいを耳にして、エルスは嘆なげかわしいと言わんばかりに頭を抱える。

「まったく、頭の痛くなる話だ……。それで、お前は憲兵隊に何をやらせるつもりなんだ？　言っておくが、私は悪事に加担するつもりはないぞ」

「俺もお前らに悪事を働けなんて言うつもりはないさ。憲兵隊には違法賭博が開かれる当日に賭場へと踏み込んでもらって、そこにいる商会の奴らから貴族たちを全員まとめて捕えて、憲兵の職務を全まつとうしてもらえればいい」

　そうタクミが言うと、ますますエルスの表情が疑い深いものになる。

「お前が正義感で大商会の悪事を暴こうとする人間じゃないことくらい、私だって理解しているつもりだ。何を企たくらんでいる？」

「企んでいることは否定しないが、今それを話すつもりもない。だから表向きはガイツ・エジスタンへの制裁と言わせてもらおうか。俺たちは当日、奴隷の輸送を行うガイツの方を押さえなくちゃいけない。だから賭場の方を憲兵隊に任せたいんだ」

「……当日に奴隷の輸送を行うのか？」

「そうだ。お前からしたら気分の好いい話じゃないが、奴隷ってのは手元に置いている分だけ無む駄だに金を使うことになる。それに違法賭博に使うための奴隷ってことなら、なおさら長期間手元に置いておくのは避けるだろう」

「そして、当日は殺し合いをさせて奴隷同士で処分させる……か。まったく、聞けば聞くほど下げ衆す以下の考えだ」

　嫌けん悪お感かんを隠すことなく、エルスはそう吐はき捨すてる。

「ガイツか……あいつにもよく煮にえ湯ゆを飲まされたものだ。下層を実質的に支配していたヴァテルがいなくなってからは特に、な」

　下層を支配して管かん轄かつしていたヴァテルがいなくなった後、ガイツが『鈴蘭』の実権を握ってからの行動は目に余るものが多かった。

　利益を優先して義を軽んじるだけでなく、ヴァテルが築き上げた『鈴蘭』としての影えい響きよう力りよくを利用して傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いをすることもあった。それによって憲兵隊が割りを食うことも多々あっただろう。

　しかし、タクミはガイツについても正しく評価している。

「あいつはたしかに欲深くて、私欲にまみれた奴だが……着眼点や現状把握を正しく行える人間でもある。ヴァテルの思想ではなく『鈴蘭』の運営を第一として考えるなら、アンベルク商会の傘さん下かに入るってのは決して悪い判断じゃなかった」

『鈴蘭』は下層で多大な影響力を持つとはいえ、上層や中層の商会と比べてどうしても規模が劣おとってしまう。安定した利益を上げることができないのも理由のひとつだ。

　だからこそ、アンベルク商会の傘下に入って『鈴蘭』を正規商会とし、規模や通商の幅はばを広げて堅けん実じつに『鈴蘭』の規模を拡大するという考えもあったのだろう。

「だが、あいつのやり方じゃ遅すぎる。大商会に登り詰めるまで『鈴蘭』を成長させるには代を跨またぐほどの年月が必要となるし、その後にもやることは無数にある。それまで下層を放置すれば現状は悪化する一方で、それが一線を越えれば……いずれ、国は下層に住む人間ごと切り捨てる」

　下層にいる人間は溢あぶれ者ものや犯罪者、孤児や乞食とロクな人間が少なくない。

　それでも決して悪人ばかりではないからこそ、ヴァテルはそんな人間たちの居場所を作るために下層を好い方向へと導いていった。

　それを早期に実現させるため、今回の件はどうしても成功させる必要がある。

　改めて、タクミはエルスに向き直る。

「率直に言って、俺たちじゃどうしても人手が足りない。少なくとも、大商会を武力で押さえられる人員が必要になる。だからエルス、お前ら憲兵隊の力を貸して欲ほしい」

　そして、タクミはエルスに向かって深く頭を垂れる。

「此こ度たびの件、我わが『鈴蘭』の首領ミルト・ファミリエの掲げる志から逸それることはない。下層だけでなく、王都リスティナ……そして神王国リヒテルトを好い方向へ導くための行動であると、女め神がみフィリアの名にそれを誓ちかおう」

　普段の軽薄なものではない、堅かたく畏まった言葉。

　タクミが頭を下げる姿を見て、エルスだけでなくミルトすら驚きよう愕がくを露あらわにしている。

　やがて、エルスは緊きん張ちようを解ほぐすように大きく息を吐いた。

「……いいだろう。王都リスティナを守護する憲兵隊隊長、エルス・フェアシュタットの名に誓って此度の件を引き受ける」

　エルスがそう答えたのを聞き、タクミは表情を崩くずして笑えみを見せた。

「まったく……普段のちゃらんぽらんな態度じゃなくて、普段からそうして振る舞え。そうすれば私も今後は素直にお前の頼みを聞いてやる」

「そりゃ無理な話だ。普段からお前みたいなお堅かたい態度を取ってたら息が詰まる」

「私はまるで問題ないがな。さて……もう夜も遅い。詳細についてはお前がいつも連れているエルフでも遣つかわせてくれ」

「あいよ。それともう一つ頼みたいんだが……お前の兄貴に今回の件で話がある。だから終わった後、話し合いの場を設けてくれないか」

「……ルクス兄様に話だと？　確かに違法賭博の件には頭を悩なやませているだろうし、それに関する話ならば他の用事よりも優先するだろうが……」

「リスティナの法務を担になっているわけだし、多た忙ぼうなのはこっちも理解している。お前の口添えで融ゆう通ずうしてもらえると助かる」

「保証はできないが……承知した。どうせ今回の件を話す必要があるし、上層の憲兵隊も確証があると言うのなら重い腰を上げるだろうし、そうすれば連れん携けいを取ることもできる。それらの話ついでに、お前のことについても報告しておこう」

　話が一段落したところで、エルスは立ち上がって応接室を後にしようとする。

「……ああ、そういえば伝えそびれていたことがあった」

　首領として二人の話を聞いていたミルトに、エルスは珍めずらしく笑みを向ける。

「首領就任おめでとう、ミルト・ファミリエ。お前は優しすぎる奴やつだが、その優しさこそ下層に必要なものだ。だから正式な首領となったことを私も嬉しく思うよ」

「……はいっ、ありがとうございます！」

　ミルトが笑みを浮かべたのを見届けてからエルスは今度こそ応接室を後にした。

　二人きりとなった室内で、静かな時間が過ぎていく。

「悪かったな。お前に何も話さないで勝手に話を進めちまってよ」

　タクミが声の調子を落として言うと、ミルトはわたわたと手を振って見せる。

「い、いえいえっ！　タクミのことですから、私がちゃんとした首領になるまで話さなかったんだと思いますし……それに、さっきタクミが頭を下げたのを見て、ちゃんと下層のことを想って考えてくれたことだと理解しました」

　ミルトがふわりと笑ったのを見て、なんとなくタクミは頭を軽く叩いてやる。

「……ま、今度からはちゃんと話してやる。だからそんな寂さびしそうな顔すんな」

「べ、別にそんな顔なんてしてませんっ！　私は『鈴蘭』の首領なんですから！」

「しかも憲兵隊長お墨すみ付つきの首領だ。箔はくをつけるために今度からそれも言いふらすか」

「それはたぶん、エルスさんが怒ると思うのでやめた方がいいと思います……」

　そんな軽いやり取りを交かわしたところで、タクミはゆっくりと立ち上がる。

「それじゃ、しばらく任せたぞ。首領さんよ」

「はい。タクミが戻ってくるまで、しっかりと『鈴蘭』を守っておきます」

　ミルトが頼もしく頷いたのを見て、タクミは『鈴蘭』の応接室を出て外に向かう。

　人通りの少ない道を歩きながら、タクミは夜や闇あんの中に話しかける。

「クノン、話があるから出て来い」

「はーい！」

　元気のいい返事を夜闇の中から響ひびかせ、気配もなくクノンが姿を現す。

　てとてと歩み寄ってきたクノンに対して、タクミは足を止めずに会話を続ける。

「この前に俺が買った亜人たち、仕込むのにどれくらい時間が掛かる？」

「んー……それは実働と補助、どちらですか？」

「補助で構わない。実働なら今の手て駒ごまだけで十分だ」

「それなら、たぶん一週間で大丈夫だと思います。亜人は性しよう分ぶん的てきに人間へ危害を加えることをためらうので、実戦投入には矯きよう正せいの時間が必要となりますが、実働隊の補助を行うだけならば問題ないです」

　タクミの質問に答えるクノンの様子は普ふ段だんと変わらない。しかし、その言葉の端はし々ばしからはガイツへ襲い掛かった時のような冷酷さが垣かい間ま見みえる。

「なら、お前はしばらくそっちに当たれ。必要な物があればカリンに調達させろ」

「えー……もしかして、またわたしはお仕事お預けですか？」

　クノンが不服そうに頬ほおを膨らませたので、タクミは指先で膨れた頬を突いてやる。

「いや……今回は、お前に仕事をしてもらう。それもとびきり難しいやつだ」

「難しい仕事ですかっ!?　とってもとっても難しい仕事ですか!?」

　難しい仕事と聞いた途と端たん、クノンは目を輝かがやかせる。

　クノンにとって、困難は愉しさと同義だ。

　困難であればあるほど、物事は面白いという教えをいまだ忠実に守っている。

　それと同時に、もう一つタクミの言葉を守り通している。

「お前じゃないとできない仕事だ。きっちりと役目を果たせ」

「はいっ！　お任せくださいっ！」

　どこまでも無む邪じや気きな笑え顔がおを浮うかべながら、クノンはタクミの言葉に答える。

「とても……とても、愉しみですね」

　無邪気であるからこそ……その笑みはどこまでも底が見えない。

「ではではっ！　楽しいお仕事の前に、他のお仕事を片付けてきますっ！」

　ぴしっと耳を立ててから、クノンは軽い足取りで夜闇の中に消えて行った。

　そして入れ違ちがうように、今度はカリンがゆっくりとした足取りで近づいてきた。

　タクミがカリンの歩みに合わせるようにして、二人は並んで歩きながら会話を始める。

「話し合いってのは終わったみたいね。あとなんかクノンが嬉うれしそうに跳とんでったけど、適当なごはんでもあげたの？」

「いや、仕事を二つほど任せて、その一つが実戦だったって話だ」

「あー……まぁ、最近のあの子は直接動くより、教練とかそんな感じだったしね。久々に思いきり動き回れるのが嬉しいんでしょう」

「たまには遊び場を与あたえてやるのも雇用主の務めさ。それでお前の方はどうだった？」

　タクミがそう尋たずねたところで、カリンは情報収集の結果を告げる。

「仕込みの効果は完かん璧ぺきってところね。近辺の町どころか遠方の地方まで、よほど躍やつ起きになって駆け回ってたみたいよ。何度か手痛い目にも遭わせたらしいけど、それでも奴隷集めを止やめる気配はないわね」

「それくらいガイツも後に引けない状況ってことだろうさ。結果はどうだ」

「あんたが考えたんだから、聞かなくてもわかるでしょ？」

「報告の重要性について、お前なら言わなくてもわかるだろう？」

「……わかってるわよ。ちょっと言ってみただけじゃない」

　カリンは少しだけ拗ねるように口を尖とがらせてから、一つ咳せき払ばらいをして態度を改める。

「地方の村々は他の町にいる奴隷に回収させて買い取り済み。他所の組織は今後の取引、汚れ仕事の揉もみ消しで手を打ったわ。メルド山脈の案内人には金を握らせて国に帰らせたし、税関と番兵には買収記録を突きつけて終わり、ってところよ」

「上々だ。森や山に引きこもってる亜人たちはどうだ」

「エイグル、レヴィンの報告だと、捕われた亜人は誰だれ一人ひとりとしていないそうよ。少しばかり交戦したらしいけど、元々亜人の方が能力的に上回っているから軽傷者が数名程度。二人の部隊が手を加えたのは罠の解除と後方支し援えんのみで姿も確認されていない」

「後方支援の詳細について答えろ。まさか無む駄だ弾だまを使ったとは言わないよな？」

　そう尋ねたところ、カリンが面倒そうに小さく溜息をついた。

「そもそも今回の遠えん征せいには持たせてなかったけど……エイグルの奴が自じ慢まんの大弓を使ったみたいでね。ゴロツキ数人の身体を上下半分にして吹っ飛ばしたそうよ」

「そのゴロツキ共には残念な話だ。どちらにせよ、あいつの大弓じゃ掠かすっただけで腕うでや足の一本は持ってかれるだろうけどな」

「まったく……目立つなってあれだけ言ったのに。矢は回収したらしいから大丈夫だろうけど、あの死体をガイツが見たらバレるかもしれないわよ」

「あいつもバカじゃないから、さすがに俺の仕し業わざってのは勘かん付づいているだろうさ。むしろ俺が明確に邪じや魔ましていると確信してもらった方が事を運びやすい」

　部下の失態に頭を抱えるカリンとは対照的に、タクミは上機嫌な様子を見せる。

「エイグルについてはクノンに報告して、軽く揉んでもらうって方向で御咎めなしだ。鬼教官に半殺しにされたら、あの鳥頭も多少治るだろう」

「……あんたがそれでいいなら、あたしは構わないけど。そういえばクノンに割り振った仕事って、あたしたちとは別働なのよね？」

「ああ、もちろんだ。場所取りはお前に任せる。当日は全員に対して許可を出すから、お前も存分に腕を振るってくれて構わない」

「ふーん……それじゃ、この前買ってもらったオイルとブラシを使って、丹念に手入れしておかないとね。出番が少ないせいで、そろそろヘソを曲げてそうだし」

　声を弾はずませるカリンに苦笑を向けてから、タクミは表情を正す。

「ま、そこについては仕し掛かけの要かなめがどうなってるか次第ってところだ」

「それもそうね。それで、肝かん心じんな部分についてだけど――」

　少しだけ間を置いてから、カリンは今回の要について報告する。

「海商たちにガイツが接触していたのと、海沿いの町でガイツが大型船の手配をしていることを確認したわ。他所から掻き集めてきた奴隷たちを収容している場所から港に船が着くまで、その大まかな日時についても把は握あく済み……ってところだけど」

「なんだ、何か問題でもあったか？」

　タクミの問い掛けに対して首を横に振って見せてから、カリンはどこかつまらなそうな表情で深く息をつく。

「本当にあんたの頭ってどうなってんのかしら、って思っただけよ。普ふ通つうならここまで上手く事を運べないし、しかも、二年前に聞かされた通りの状況になってるってのがね」

「上手うまく運べるように下準備をして、その下準備の下準備をして、さらに下準備をするってだけの話だ。どうだ、簡単なことだろ？」

「それを簡単って思うのはあんただけよ。おかげでこっちはちっとも追いつけやしない」

　不服そうな表情をするカリンに対して、タクミは苦笑を浮かべる。

「お前は十分すぎるくらい優秀だ。ちゃんと俺に伝えるべき情報の取しゆ捨しや選せん択たくができている。だから俺はお前に重要なことを任せてるんだ」

「……それは、あたしの眼が無かったとしても言える？」

　タクミの顔を覗のぞきこむようにして、カリンが金の瞳ひとみを向けてくる。

　他者の心を覗き見ることができる魔眼。

　それによって、カリンは他者の嘘うそ偽いつわりない言葉を知ることができる。

　しかし、それによってカリンは知りたくなかった言葉まで知ることが多かった。

　それによって、カリンは人も、亜人も、誰一人としてまともに信じられなくなった。

　そんなカリンに対して、タクミはくしゃくしゃと乱暴に頭を撫なでてやる。

「わ……ちょっ！　いきなりなんなのよ!?」

「能力使ってまで確かめようとしてんじゃねぇよ、ってことだ。お前の眼は身体に負担が掛かかるんだから、どうでもいいことに使うんじゃない」

「……あたしにとっては、どうでもよくないから使ったのよ」

「俺が無意味な嘘をつく人間じゃないことくらい、長い付き合いで理解してるだろ。その眼が無くてもお前は十分優秀で、その眼が無かったとしても俺はお前を信しん頼らいして仕事を任せていた……そら、今の俺に能力を使って見ろ」

　笑みを浮かべながら、タクミはカリンの瞳と視線を合わせる。

　一いつ瞬しゆん、瞳の色が深くなったかと思うと……カリンは小さく笑った。

「……なんというか、本当にあんたには敵かなわない気がするわ」

「満足したようでこっちも安心だ。できれば、もっと嬉しそうな顔して欲しいけどよ」

「いや無理、あんたの中は一瞬見ただけで頭痛くなるんだから」

　能力の代償である頭痛に耐えながら、カリンは綺き麗れいな顔をしかめて頭を押さえる。

「まったく、なんとも間ま抜ぬけな自称おねーさんだ」

「うっさいわね、あんたのことをまたガキって呼んでもいいのよ」

「事実だから否定しないし、別にお前にならなんて呼ばれてもいいさ。それより大事な仕事の前だ。下手に能力を使ってぶっ倒たおれるなんてことはやめてくれよ」

　カリンの頭を今度は優しく撫でてやってから、タクミは口端を吊り上げる。

「さて……次の祭りはもっと盛大に、国ごと巻き込んでやろうじゃないか」
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　そう呟つぶやいてから、二人は夜闇の中を進み、やがてその姿を消した。







五章　奴隷商人と奴隷商人







　二週間、その期間は決して長いとは言えない。

　違法賭博を行っているアンベルク商会の検挙。

　そのためにエルスは上層の憲兵隊たちと連携を図り、カリンから渡された情報によって綿密な強襲計画を立てた。

　そして当日の夜……タクミたちは王都リスティナを出て、城じよう壁へきの外で待ち構えている。

　地下通路へと続く道は城壁の外にある。

　下層ができる以前に利用されていた排はい水すい路ろ。

　かつて、ヴェルヌ湖から汲くみ上あげられたすべての生活排水はその水路へと流されていた。そのため、他の水路よりも大きく堅固な造りをしており、水路の中は馬車すら入れる幅広さと、蹄ひづめでも容易には抉えぐれない石畳がリスティナの中へと繋つながっている。

　そして現在、下水は下層に向かって新たに作られた複数の排水路へと流れて行くため、旧水路に水は流れていない。秘密裏に運び込む物品が水や湿しつ気けで駄目になる心配もない。

「むぅー……遅いです」

　高く昇った月を見上げ、岩に腰こし掛かけたクノンが足をぷらぷら揺ゆらしながら愚ぐ痴ちる。

「もう少し待て。前日から奴隷を搬はん入にゆうした形跡もないし、俺おれたちがいつも使うルートには常に『鈴蘭』の人間が監かん視ししている。地下通路へ繋がる道はここ以外に存在しない」

　この二週間で、タクミは地下通路の調査を行っていた。

　城壁外から繋がる道は他にないか、隠かくし扉とびらや通路が存在していないか、新たに横穴が掘られていないか……それこそ、徹てつ底てい的てきに調べ上げている。

「エルスたち憲兵からも、賭場に貴族たちが訪おとずれていると報告があった。だから……そろそろ、現れるだろうよ」

　星明かりの下、タクミは暗くら闇やみの先へと目を凝らす。

　そして……隣となりにいるクノンが耳をピクリと動かし、立ち上がった。

　微かすかに聞こえてくる、蹄が地面を蹴けり上げる音。

　暗闇と同化させるように暗幕の張られた馬車。

　その姿を確認したところで、タクミはゆっくりと腰を上げる。

　やがて……近づいて来た馬車はゆっくりと速度を落とし、馬が小さく嘶いなないた。

　御ぎよ者しや台だいに座る小太りの男。

　向こうにもタクミの姿が視認できたのか、その顔は邪じや悪あくな笑みを作っている。

「これはこれは……タクミ殿どの。こんな夜分にどうされましたかな？」

「そりゃもちろん。お前の邪魔をしにきたってところだ。悪いがその馬車を置いてさっさとどこかに消えてくれ」

「ハッ……まるで野盗のような物言いだ。野盗にしては頭数が少なすぎる」

　御者台の上から、ガイツはタクミとクノンを睥へい睨げいする。

　出入り口に待機しているのはタクミとクノン、ただ二人しかいない。

　憲兵たちは上層におり、『鈴蘭』の人間は他の場所を見張らせていて人手が足りない。

「数より質だ。お前らを取り押さえるくらいクノン一人で足りる。それより……そんなにのんびりと話してる暇ひまはないんじゃないのか？」

「ええ、たしかに。これから大事な奴隷売買の取引がありますのでな」

　そんなガイツの言葉を聞いて、タクミは一笑に付した。

「どうせ……その中に奴隷は入ってないんだろ？」

　タクミがそう告げた瞬しゆん間かん、ガイツの表情から笑みが消える。

　ガイツの反応を予想していたと言わんばかりに、タクミは自信に満ちた笑みを作る。

「お前にとって、俺たちの存在は目め障ざわりどころか邪魔でしかない。お前はどうしても俺たちを始末する必要があるし、ついでに私し怨えんもたっぷりある」

　暗幕の張られた馬車を、タクミは一瞬だけ見る。

「大方……その馬車に入っているのは傭よう兵へいやその類で、奇襲を掛ける算段だったんだろう。奴隷たちを積んだ馬車は遅れて到とう着ちやくするってところか？」

「……相変わらず、想像力豊かなガキだ」

「想像じゃないさ。俺は……お前以上に、お前のことをよく知っている」

　こめかみを叩たたきながら、タクミはガイツに向かって語る。

「襲おそわれるとわかっている奴隷馬車に『臆おく病びよう者もの』のお前が乗っているはずがない。お前は臆病者だから、自分が安全とわかっていなければ気が済まない。傭兵たちを載せた馬車なら自分の安全は確保されている……勝負の前にビビってる奴なんて論外だ」

　トン、と指を止めてから、タクミはガイツに向かって言い放つ。

「さぁ……こっちはお前のチンケな考えを読んだ上で、こうして出向いてやったんだ。傭兵に囲われて怯おびえている、臆病者のお前と違ってな」

　侮蔑と嘲ちよう笑しようの込められたタクミの表情。

　そして、ガイツは目を大きく見開いて叫ぶ。

「――――殺せッ!!　肉片すら残さず……あの二人を殺し尽くせッッ!!」

　瞬間、風で舞い上がった暗幕の中が、月明かりを浴びて光った。

　それを見て何かを感じ取ったクノンが、即座にタクミを抱かかえてその場を飛び退のく。

　そして……轟ごう音おんと共に、その場が赤く染まった。

　夜闇を払うほどの炎ほ柱ばしら……突如として生まれたその存在は、周囲の酸素を取り込んで今もなお轟音を立て続けている。

　あまりにも不可解、しかしこの世界では当たり前でもある現象。

　魔ま法ほう。

「私の考えを読んでいる……と言ったな。それくらい私も予想していたとも」

　炎柱に照らされながら、ガイツは勝ち誇ったように笑みを浮かべている。

「お前なら必ず真っ向から迎え討うってくる……だからこそ私もそれに応え、必ずや貴様を殺すために準備をしてきたのだともッ!!」

　暗幕の中から、いくつもの影かげが飛び出だしてくる。

　その姿は人間のようで……しかし、明らかに人間ではない。

　亜人。それも一人や二人ではなく、二十は軽く超こえている。

「お前が連れている『猟りよう犬けん』は厄やつ介かいだ。人ではおよそ太刀たち打うちできず、唯ゆい一いつ渡り合える亜人たちは生来の性分から他者に危害を加えることを良しとしない……だからお前の『猟犬』と同じように調教を行っていたのだよ」

　荷台から飛び出して来た亜人たち。その目は半ば理性が失われたように虚うつろで、餓うえた獣けもののように鋭く光っている。

「……なるほど、ずいぶん急ごしらえで作った奴らみたいだな。そいつらにクスリでも使って、頭の中身を無理やり書き換えたってところか？」

「大商会ともなると様々な薬が手に入るものでな。どうせ亜人など元から頭がないような存在ばかりだ。自由に使えるようになっただけマシというものだろう？」

　嘲笑と共に、ガイツは獣人たちへ蔑さげすみの視線を向ける。

　その様子を見て、タクミが珍しく表情を歪めた。

「……まったく、あれが俺の真似まねだと言われると心外だな」

　薬物によって操あやつられている亜人。それだけでなく、荷台にはフードを被かぶった人間が複数人見える。おそらく先ほどの魔法を放った術者だろう。

「これだけの魔法士を引っ張ってきたってことは、本気で俺らを殺しに来たらしいな」

「むぅ……魔法はわかんないです。魔法士なんてめったなことじゃ相手にしませんし」

　タクミを地面に下ろしてから、クノンは嫌いやそうに荷台の魔法士たちを睨にらむ。

　この国で魔法を使える人間は貴族、もしくは貴族と縁えんのある者しかいない。

　魔法を信しん仰こうの一部としている神王国リヒテルトでは、強大な魔法を扱あつかえることが特別視されている。そのため、貴族たちは自身の家門が持つ魔法の秘術が他家に漏れないように、血統の者か魔法において多大なる才さい華かを持った者にしか魔法の教授を行わない。

　そのような排はい他た的てき状況で魔法についての研けん鑽さんを積み、家門独自の技術や知識の造ぞう詣けいを深めることで……魔法の力を絶対の物にまで昇しよう華かさせている。

　それ故ゆえにリヒテルトの魔法士は単身で部隊を殲せん滅めつできるほどの力を有し、他国はリヒテルトへの侵しん攻こうを躊躇ためらい、魔法を使える貴族は特権階級として君臨している。

　しかし、貴族は有事の際を除いて魔法の使用を禁じられている。先ほどの炎柱もリヒテルトの魔法士と比べて威力が劣っていたことから、他国で雇った魔法士なのだろう。

「どうする。無理そうなら魔法士は諦あきらめてもいいぞ」

「いえいえ。それだと……つまらないじゃないですか」

　だが、魔法すらもクノンにとって脅きよう威いではない。

「めったにない機会なら、存分に愉たのしむものですよ？」

　クスクスと、堪こらえきれない笑みを零こぼしながらクノンが二本の短たん剣けんを抜く。

　鉤かぎ爪づめのように湾曲した漆しつ黒こくの剣けん身しん。狼おおかみを模して象かたどった握り。

　ファルカタと呼ばれる剣を両手に構え、クノンは無邪気に笑う。




「それでは……この場にいる全員、見事に生かして見せましょう」




　クノンの笑みを見て本能的に恐きよう怖ふを感じ取ったのか、亜人たちがクノンの動きを封ふうじようと四方から襲い掛かる。

　人間を遥かに凌しのぐ驚きよう異い的てきな身体能力。さらに薬で理性を失っている影響か、その動きはただの亜人よりも速く、そして疾はやい。

　狼人の牙、鬼き人じんの剛ごう腕わん、竜人の爪と鳥人の鉤爪。

　その一つ一つが、クノンの小さな身体を細やかな肉片へと変える一いち撃げき。

　しかし、クノンは動じることなく一歩を踏ふみ出し――

「――ダメじゃないですか、ちゃんと考えて動かないと」

　すれ違い様ざまに、軽やかな動作で黒剣を回転させた。

　たったそれだけの動作。

　ただそれだけで……クノンに向かって行った四人の亜人は、糸が切れたようにその場へと倒れ伏し、そのまま起き上がる気配もない。

　微動だにしなくなった亜人たちには目もくれず、クノンは愉しげに笑う。

「相手を殺すことは難しいことです。すっごく考えなきゃいけないんです。相手がどれくらい強いか、その相手を殺すためにどこを狙えばいいか、一撃で殺すべきか、わざと狙いを外して動きを止めるか……ただ漠ばく然ぜんと『殺す』という考えだけじゃ、ちゃんと考えている相手にとっては怖くもなんともないです」

　くるくると黒剣を回しながら、クノンは普段と変わらずに笑っている。

「考えている相手と考えていない相手の力量差は歴然です。それも……『絶対に殺さない』なんて、殺すより難しいことを考え続けている相手ならなおさらです」

　倒れ伏した亜人たちには傷こそあれど、誰一人として致命傷を負っていない。

　あらゆる手法を駆く使しして、クノンは亜人たちの意識を奪った。

　嗅きゆう覚かくの鋭するどい狼人には、黒剣を抜く際に塗と布ふした薬物を嗅かがせた。

　身体構造が人間に近い鬼人には、拳と柄つか頭がしらで複数の内臓を打ち抜いた。

　堅けん牢ろうな鱗うろこを持つ竜人には、衝撃を内側へと伝えるように剣身を当てた。

　鉤爪を持つ鳥人には、剣先の腹でこめかみを押おし、平へい衡こう感覚を奪って墜つい落らくさせた。

　相手を見極め、時に亜人としての特性を利用し、時に人型が持つ急所を突く。

　それらを今の一瞬で為せるように、クノンは常に思考を回し続けている。

　会話をしている時であろうと、食事をしている時であろうと……意識がある限り、クノンは頭の片かた隅すみでそれらを思考し続けている。

「怖がらなくても大だい丈じよう夫ぶですよ？　わたしは『猟犬』です。猟犬は獲え物ものを殺すのではなく、獲物の動きを止めて捕とらえることが仕事です。だから……わたしは、誰だれも殺しません」

　その言葉通り、クノンは先ほどの四人を誰一人として殺さなかった。

　人間を遥かに凌ぐ身体能力を持ち、薬で限界以上の力が引き出されている亜人を、誰一人として殺すことなく制圧して無力化した。

　その事実は単純な殺さつ戮りくが行われるよりも、得体の知れない恐怖を与える。

　そして、真っ先に動いたのは理性を持つ魔法士たちであった。

　恐怖で舌を噛まないように詠えい唱しようを行い、魔法という強大な力によって目の前に立つ化け物じみた存在を排はい除じよしようと試みた。

　先ほどのように、クノンの足元から炎柱が生まれ出いでようとした瞬間――

　魔法の発動に合わせ、クノンは炎柱を力任せに踏み潰した。

　地面を踏み砕くだく轟音と共に、炎柱の煌きらめきは獣人の強きよう靭じんな脚力によって放たれた衝撃によって一瞬の内に霧む散さんして消失する。

「んー……魔法ってこんなものでしたっけ。あんまり面白おもしろくないです」

　心底つまらないといった風に、クノンは不満そうに口を尖らせる。

　本来ならば人を一瞬で焼き尽くす炎柱を、亜人としての力で捻ねじ伏ふせる。

　化け物じみたなどという話ではない。

「つまらないので……さっさと終わらせましょうか」

　正真正銘の化け物。

　やがて恐怖から解放された亜人たちが、クノンを無視して駆ける。

　その背後にいる、化け物ではないただの人間……タクミに標的を定める。

「あは、ちょっとだけ考えましたね？　でもやっぱりダメダメです」

　クノンが先回りしたことで、すぐさま亜人たちは為す術もなく意識を刈かり取られる。

　その一瞬の隙すきを衝つき、魔法士たちがタクミへ魔法を放とうと詠唱を開始した瞬間――

　飛来した黒剣が、魔法士の喉のど元もとへと突き刺さった。

「なんだか、タクミばっかり狙ねらわれてずるいですねー。いくら怖こわいからって、わたしから逃にげなくてもいいじゃないですか」

　黒剣に括くくり付けられた紐ひもを手た繰ぐり寄せながら、クノンが不服そうに唸る。

　だが、魔法士たちはもはやクノンの言葉に耳を傾かたむけていない。

　喉元を黒剣によって貫かれた仲間の姿。

　しかし、その魔法士は喉笛を裂さかれて絶命したわけでも、首と胴体が二つに分かれたという状じよう況きようにも陥おちいっていない。

　喉元を刺された魔法士は目を見開いて口を必死に動かし続けるが……その口からは、詠唱どころか声すらも出ない。

「悪いとは思ったんですよ？　でも、ここからじゃ声帯を切るしかなかったんです」

　ほんの少しだけ、クノンは表情を曇くもらせながら言う。

　亜人たちの相手をする最中、正確に魔法士の声帯を切る。

　力加減や狙いが一いつ寸すんでも狂えば、喉を刺された魔法士は死を免まぬがれなかった。

『絶対に殺さない』という信条を貫くために洗練された手腕。

「きっと魔法士として今後やっていくのは無理でしょうけど……わたしのご主人さまは腕利きの奴ど隷れい商人なので、きっと喋れなくても働ける場所を紹しよう介かいしてくれると思います」

　無邪気なクノンの声が、魔法士たちの耳に届く。

　無邪気で……狂きよう気きに満ち溢あふれた声。

　殺す、殺さないの話ではなく、もはやこれは戦いですらない。

　一方的に行われる精神の殺戮。

「えっとー、ひーふーみー……って、亜人さんたちは全員倒れちゃいましたし、あとは荷台にいる人たちだけですもんね」

　くるりと身を翻ひるがえし、クノンは場ば違ちがいなほど晴れやかな笑顔を魔法士たちに向ける。

「これ以上やるのは無む駄だだと思いますけど……どうしますか？」

　精神的に蹂じゆう躙りんされた魔法士たちに、選択の余地はない。

　命だけでなく、自分たちの精神を守るために、魔法士たちは両手を掲げて降伏した。

　荷台から下りた魔法士たちをクノンが拘こう束そくし終えたところで、後方に待機していたタクミが軽く手を挙げながらゆっくりと歩いてくる。

「ご苦労さん、クノン。きっちり終わらせてくれて何よりだ」

「……全然よくないです。タクミは難しいって言ってたのに、こんなにあっさり終わってしまったせいで、なんだかモヤモヤする気分です」

「いやいや、魔法士相手だったらクノンも苦戦するんじゃないかと思ってたんだけどな。お前がそれだけ強かったってことなんだから、もうちょっと喜ぶといい」

「知らないです！　ウソつきのタクミとは口利いてあげませんっ！」

「そうかい。それじゃ、全部終わった後に食事へ行こうって話もできないな」

「…………ごめんなさい。ちゃんとタクミとおしゃべりします」

　しゅんと耳と尻尾しつぽを垂らすクノンを見て、タクミは苦く笑しようしながらその頭を撫でてやる。先ほどまでクノンに圧倒されていた魔法士からすれば、化け物を完璧に手て懐なずけているタクミの姿が悪魔のように映ることだろう。

「さて……それじゃクノン。こいつらと転がってる亜人たちの見張りは任せた。しばらくすれば『鈴蘭』の奴が迎えにくるから、それまで待機だ」

「はいっ！　りょうかいです……って、タクミはどこに行くんですか？」

　きょとんと首を傾かしげるクノンに向かって、タクミは面めん倒どうそうに溜ため息いきをつく。

「こいつらを当てるだけ当てて、さっさと逃げ出した豚ぶた野や郎ろうを追いかけてくる。まったく、あのデブはこういう時だけ機き敏びんな動きをしやがって」

「それならわたしも――」

「あいつだけならどうにでもなる。いいからお前はここで待ってろ」

　ひらひらと手を振ふりながら、タクミはガイツが逃げて行った方向へと歩いて行く。

　そして……タクミの後ろ姿は、夜闇の中に消えて行った。




◇




　追いかけるという割に、タクミの歩調はゆっくりとしたものだった。

　城壁から離れた先にある林。

　微かすかに残っている真新しい足跡を辿って、タクミは枝葉を鬱うつ陶とうしそうに払いながら進む。

　そして……木々が開けた場所で、膝ひざをついて息を切らせているガイツの姿を見つけた。

「さて、逃げるのはこれで終わりなのか？」

「ひっ――!?」

　タクミが話しかけた瞬間、ガイツは恐怖で顔を引きつらせながら振り返かえる。

「た、頼たのむ……金なら払う！　望む物なら何でもくれてやるから、命だけは……ッ!!」

「あーあー、耳みみ障ざわりだからそんな定型文みたいな命いのち乞ごいを並べるな」

　うんざりとした様子で頭をかいてから、タクミは目を細めてガイツを見み据すえる。

「お前を殺しても損をするだけだが……相応の報いは受けてもらう。そうしなければ、お前のせいで死んだ奴隷たちの損失分を埋うめられない」

　ガイツがアンベルク商会に加担したことで、多くの奴隷たちが違い法ほう賭と博ばくの犠ぎ牲せいとなった。

　倫理や道徳だけでなく、無益で無価値な殺しという非生産的行こう為いを許さない。

　タクミに見下ろされながら、ガイツは身体を震ふるわせて怯えていたが……やがて、憎ぞう悪おのこもった視線をタクミに向ける。

「貴様は……ガキの頃ころからいつもそうだ。常に傲ごう慢まんで不ふ遜そんな態度を取り、何が起ころうとも揺るがずに他者の上に立ち続け、高みから自分以外のすべてを見下ろしている……」

「それが上に立つ人間としての責務だ。傲慢でなければ高みに上れない、不遜でなければ他者と対等にあることができない、揺らぐ人間に他者は付いて行かない……それを、俺は誰よりもよく知っている」

　既すでに遠い過去となりつつあるタクミの前世。

　人、集団、組織、会社、国……あらゆる存在の上に立っていた人間の言葉。

　ガイツにはその言葉の意味を正しく理解できない。

　だが、幼少の頃から異い彩さいを放ち、こうして目の前に立つタクミの姿を見るだけで、己との格や器うつわが違うということだけは理解できる。

　だが……たとえ頭で理解していても、それを容易に認めることなどできない。

「ならば……貴様に一いつ矢し報いれば、私にも多少の価値があるというものだッッ!!」

　そうガイツが叫さけんだ瞬間、周囲の木々が異様なほどにざわめく。

　複数の気配。それこそ、先ほど馬車にいた人数とは比べ物にならない。

　人間と亜人によって混成された集団が、ゆっくりと姿を現す。

「馬車に乗る程度の数で俺らを殺そうだなんてずいぶんとナメられたもんだ、と思っていたが……なるほど。これだけの人数なら、俺を殺す気き概がいとしては十分だ」

「フンッ……リヒテルトの魔法士ならまだしも、他国の魔法士なんぞ『猟犬』を威い嚇かくして足止めする程度しか期待しておらん。それも足止めにすらならなかったようだが……どちらにせよ、貴様が予定通り私を追って来たのならば構わんさ」

　ゆっくりと立ち上がるガイツからは、既に怯えも恐怖も消えている。

「傲こう岸がん不ふ遜そんで、常に他者を見下ろし、意のままに操る……なるほど、確かに貴様は恐ろしい人間だ。私や大商会どころか、一国を相手にすることもできるだろう」

　口を裂かんばかりに口端を吊り上げ、ガイツは歯を見せて笑う。

「だが……どれだけ恐ろしくても、貴様は私たちと同じただの人間だ。数多あまたの奴隷たちを掌握しようと、一いつ騎き当とう千せんの狼人がいようと……それだけは変わらない」

　周囲から向けられる殺気、その濃さが徐じよ々じよに増していく。

　しかし、タクミの周囲には誰もいない。

「頭を砕き、心臓を抉り出されて……生き永らえる人間はいないとも」

　血走った眼でタクミを見据えながら、ガイツは高々とその手を上げる。

　その手が振り下ろされた時、タクミという人間の命は絶え、身体は肉へと変わり、骨すら跡形もなく砕かれることになる。

　しかし……タクミという人間は、そのような状況下でも揺るがない。

「……そこに気づくことができるお前は優ゆう秀しゆうだ。脅威となる存在を正しく認にん識しきし、その人間が持つ欠点を見極め、すべてを惜しむことなく潰つぶす……本当に優秀だ」

「ハッ……ずいぶんと高こう慢まんな命乞いがあったものだ」

「命乞い？　おいおいバカなことを言ってんじゃねぇよ」

　揺るがない、自信に満ち溢れた笑えみを浮かべながら、ガイツへと向けて言い放つ。

「命乞いってのは……お前のように立場が低い奴やつのすることだ、豚野郎」

　その言葉を最さい期ごと受け取ってか、ガイツは神しん妙みような表情で頷うなずいた。

「では……その矜きよう持じを貫つらぬいたまま死ね」

　死の宣告を行った直後、ガイツは挙げていた手をゆっくりと下ろそうとし――

　その動作を、耳をつんざくほどの炸さく裂れつ音おんが遮った。

　突とつ然ぜん生まれたその音によって、その場にいる誰もが動きを止める。

「お前は優秀だが……根本から間ま違ちがっているんじゃどうしようもない」

　硝しよう煙えんを漂ただよわせ、タクミはガイツに右手を向けたまま笑う。




「他人が俺を測ろうだなんて、そんなことを思うこと自体が間違っている」




　頭に狙いが定まっていると理解してか、ガイツは微かに身体を震わせながらタクミが持つ物体を指し示す。

「な、んだ……それは？」

「おいおい。貴族さまと交流のあるお前なら、銃じゆうくらい見たことあるだろう？」

　この世界において、銃の存在は一いつ般ぱん的てきでなくとも知れ渡っている。

　だからこそ、ガイツは先ほどの炸裂音を聞き、本能的に動きを止めたのだろう。

　だが……タクミが手に持つ物体はこの世界には存在していない。

「回転式拳けん銃じゆう……要はリボルバーだが、お前にそれを言ったところでどんなものであるか理解できるかは怪あやしいだろうな」

　拳銃の類はいまだこの世界には存在していない。

　魔法という遠えん距きよ離りへの攻撃に優すぐれた技術があることから、銃という存在は狩しゆ猟りようや貴族が狩かりを行うための玩具おもちやとして認識されている。

「そんな……火打石フリントすら必要とせず、持ち運びすら容易な銃など――」

「それが今、こうして目の前に存在してるわけだ。雷らい管かんやら実じつ包ぽうの製造方法が明るみに出たら色々と面倒なことになるから、信用している人間にしか見せたことがないけどな」

　銃じゆう器きの存在がマスケット銃程度で止まっているこの世界で、拳銃という存在は世界そのものを変える可能性がある。

　誰でも持ち運べる、誰でも扱える銃。

　拳銃だけではない。狙そ撃げき銃じゆう、小銃、機関銃、擲てき弾だん銃じゆう……魔法が存在しなかったからこそ発展した武器たちは、場合によっては魔法に匹敵する力を有している。

　その存在は争いを呼び、この世界にいる多くの存在が血を流すことになる。

　タクミはそれを望んでいるわけではない。以前いた世界のように血ち生なま臭ぐさい世界へと変えようとも考えていないし、そうでなくてもこの世界は十分に酷ひどい場所と言える。

　そんな酷い世界であるなら、身を守る手段は幾いく重えにも用意しておく必要がある。

「さて、ただの人間は弱いが……銃を持った人間ならどうかな？」

　銃を構えるタクミを見てガイツは一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、すぐに平静を取り戻もどす。

「それが……なんだと言うんだ!?　たかが銃一丁、それもそんな小さな銃如ごときで、この数の集団を相手にできるわけがないッ!!」

「そう思うならやってみるといい。これだけの人間と亜人を揃えたところで、お前じゃ俺を殺すことなんてできない」

　何なん人ぴとにも殺せない……そう彷ほう彿ふつとさせる笑み。

　他者の上に立ち、摂せつ理りの頂点に立つ存在が浮うかべる獰どう猛もうで凶きよう悪あくな笑み。

「さぁ……臆病者のお前に、俺が殺せるかな？」

　挑ちよう発はつするようなタクミの言葉を聞いた瞬間、ガイツは強こわ張ばった表情のまま手を振り下ろして亜人たちへと命令を下した。

　薬で操られている亜人たちはガイツの命令に従い、目の前で悠然と構えているタクミに向かって襲い掛かろうと跳び――

　そのまま見えない存在に殴なぐられたかのように、地面へと叩き落とされた。

　血の匂においが周囲から湧わき、ガイツは慌あわてた様子でタクミの手元に視線を向ける。しかし、拳銃から硝煙はおろか、その銃口は亜人たちにすら向けられていない。

「そら……次はどいつが俺に向かってくるんだ？　さっさと飛びかかってこねぇと、俺がお前の主に辿り着いちまうぜ？」

　そんな言葉と共に、タクミはガイツに向かって歩みを進めて行く。

　タクミを排除しようと亜人たちは飛びかかろうとするが、まるで見えない壁かべに阻はばまれるかのように、亜人たちは出血の軌き跡せきを描きながら、その直前で地面に叩き落とされる。

「お前は優秀だが、どこまでも臆病な奴だ。いくら拳銃が未知だったとはいえ、それを見ただけで動どう揺ようして、正しい判断を下せない。だから……こうして俺に足をすくわれる」

　ゆっくりと歩きながらタクミは語る。

「俺は作った銃がこの一丁とは言ってないし、作った銃が拳銃だけとも言っていない。そして……その銃を持ち、扱えるのが俺だけとは限らない」

　急所を外されてはいるが、身動きが取れずに倒れている亜人たち。その身体には銃じゆう弾だんによって撃うち抜かれた痕あとが残っている。

「そんな……銃声など、どこからも聞こえていなかったはずだ!!」

「それくらい遠くから狙撃させているってことだ。わかりきったことを言うなよ」

「できるはずがないッ！　木々に囲まれたこの場所を、遠方から亜人たちだけを撃つことなどできるはずがないだろうッ!?」

　錯さく乱らんするガイツの目の前で、また一人、亜人が狙撃によって地面に倒れる。

「現に……こうしてできている。それが俺とお前の差だ」

　笑みを崩すことなく、タクミはガイツに近づいて行く。

「亜人で利益をもたらすのはドワーフだけじゃない。夜目の利く獣人、風読みに長たけた鳥人、物体の温熱を視覚化できる竜人……そして、道具を使う事に長けたエルフ。亜人は幅はば広ひろい種族と特性を持ち、使い方と組み合わせ次し第だいで様々な結果と利益を生み出すことができる。だが……その可能性を捨て、お前はただ『不可能』という都合の良い言葉で逃げた」

　もはやガイツには逃げるという選せん択たく肢しすら奪われている。

　正確に亜人たちを撃ち抜ぬくことができるということは、タクミの命令一つで今この瞬間にガイツの頭を撃ち抜くことだってできた。

　しかし、あえてそれを行わなかった。

　ガイツの考えがいかに浅せん慮りよであったかを見せつけ、彼ひ我がの圧あつ倒とう的てきな戦力差を見せつけ、知識、技術、権けん謀ぼうでの差を見せつける。

　それは先ほどクノンが見せた精神的蹂躙と同じものだ。

　それを……何も力を持たない人間が行っている。

　他者を従属させ、己の力とする存在。

　常に他者の上へと君臨する、圧倒的な威い圧あつ感かん。

　その重圧を受け……ガイツの中で、何かが音を立てて崩れていった。

「お前は奴隷商人のことを、奴隷を売買する人間だと考えていたようだが――」

　逃げる気力すら失ったガイツの額に、タクミは銃口をぴたりと向ける。

　狙いを定めたまま、タクミはガイツに向かって笑い掛ける。

「――奴隷を使う商人……それが俺という『奴隷商人』だ」

　カチリ、と撃げき鉄てつの起きる音が響ひびく。

「さて……お前にはまだ価値が残っている」

　死を告げる小さな音と、悪魔のような笑みがガイツの全身に焼き刻まれる。
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「どこまでも、奴隷のようにお前を使い潰してやる」




　そして、耳をつんざく轟音が木々の合間を突き抜けていった。




◇




　アンベルク商会が行っていた違法賭博。

　タクミたちがガイツを取り押さえている間、憲兵たちはアンベルク商会の面々、並びに参席していた貴族たちをすべて拘束した。

　しかし、一連の騒動は終息どころか、悪化の一途を辿っていた。

　その件について話し合いを行うために、タクミはある場所へと訪れていた。

「やぁ、わざわざ足を運んでもらってすまないね。『お人ひと好よしの奴隷商人』」

　豪ごう奢しやな執務机に座すわる人物が、柔にゆう和わな笑みを浮かべながらタクミに言葉を掛かける。

　ルクス・フェアシュタット。

　三十手前という異例の若さで神王国リヒテルトの法務大臣となった男。

「よぉ、こっちこそ疲つかれてる時に話をさせて悪いな」

　タクミが普ふ段だんと変わらない態度で接すると、同席していたエルスが頭を叩いてきた。

「貴様……重要な話だからと我わが家に呼び寄せたというのに、恐れ多くも国の重じゆう鎮ちんであるルクス兄様になんて口を利くんだ……!?」

「構わないよ、エルス。公の場だったら僕としても困るけど、腹を割って話すなら堅苦しいやり取りなんて邪じや魔までしかないからね」

　タクミの横おう柄へいな態度に対し、ルクスは微笑ほほえみながらそう言葉を返す。しかし今の発言から察するに、柔和そうに見えて芯しんの太さが垣間見えた。

「さて、早速本題に入らせてもらうけど……違法賭博を行っていた商会摘てき発はつの件、再度確かく認にんするためにエルスから説明してもらっていいかな？」

　ルクスから説明を求められ、エルスは立ち上がってから表情を引ひき締しめる。

「先日、上層に駐ちゆう屯とんする憲兵たちと連携を取り、違法賭場として利用されていたケルベク侯爵家別宅の地下室へと突入、その場にいた全員を現行犯として拘束しました」

　そこまで言ったところで、エルスは苦々しい表情を浮かべて言葉を詰つまらせる。

「ほら、どうした。さっさと結果について話してくれよ」

「ッ……わかっている！　その後、我々は現場の調査、関連性のある建物、アンベルク商会の記録など、すべて調査を行いましたが――」

　自身を落ち着かせるように、エルスは大きく息を吸う。

「違法賭博を行っていた記録、証しよう拠こ品ひんは……存在していませんでした」

　そんなエルスの報告を聞き、ルクスは重々しい溜息をついた。

「そうなんだよねぇ……。アンベルク商会の幹部たちも否認、貴族たちも当然否認。違法賭場で使われたっていう魔獣やら奴隷はいないし、記録や帳簿に不ふ審しんな点もない」

「……面目ありません。ルクス兄様から憲兵隊突入の許可を頂いておきながら、このような結果となってしまって……」

「兄としては気にしなくていいよって言いたいけど……なにせ捕まえたのは我が国における四大商会の一角に、名立たる貴族たちだ。今回の件が誤認になっちゃうと、責任者の僕や発案者のエルス、そして憲兵隊に所属する全員に責任がいっちゃうんだよねぇ……」

　眉み間けんに寄ったシワを伸のばしながら、ルクスが再度深い溜息をついた。

　二人が重苦しい雰ふん囲い気きに包まれる中、タクミはただ一人平然としている。

「おいおい。まさかそれで俺に責任を被せようって話か？」

「ハハハ……僕としてはそうしてやりたい心情だよ」

　微笑みながらも、ルクスの背後には何とも言えない空気がにじみ出ている。

「あ、あの……ルクス兄様？」

「……エルス、少し彼と二人きりで話したいから、少しだけ席を外してもらえるかい？　たぶん君がいると、彼を殴りすぎて話が進まなくなっちゃうから」

　ルクスに対して怪け訝げんそうな視線を向けながらも、エルスは一礼して部屋を去って行った。

　二人きりとなった室内で、両者は互たがいに別種の笑みを浮かべながら対たい峙じする。

　片や笑うことで無理やり理性を保って怒いかりを抑えている、もう一方はこの状況を心の底から愉しんでいる……そんな笑みだ。

　そして、ルクスが我が慢まんの限界と言わんばかりに口火を切った。

「とりあえず……『よくぞやってくれたな、このクソガキ』と言っておこうかな？」

「それじゃ俺おれは『まんまと嵌はめられてやがる、この大おお間ま抜ぬけ』と言ってやるよ」

　互いに笑えみを浮かべながらも、その視線は激しく火花を散らしている。

「それで、タクミくんだっけ？　これってどこまで君の思惑通りなの？」

「強しいて言うなら、何もかも予定通りってところだ」

「うわぁ……すっごい腹立つけど、本当っぽいから何も言えないんだよなぁ」

　先ほどまでの凛り々りしい姿はどこへ消えたのか、ルクスは背もたれに背中を預けながら、子供のように椅い子すをぎしぎしと鳴らす。

「逆に聞くが、あんたはこっちの思惑をどこまで把は握あくしてるんだ？」

「うーん……とりあえず、君が憲兵隊の動きをアンベルク商会に漏もらしたとこかな？」

　笑みを浮かべながらも、その眼は静かな怒りを帯びている。

「いやはや……まんまと嵌められたもんだよ。憲兵隊が違法賭場への突入を予定するって聞いて、アンベルク商会が怖おじ気けづいて賭博そのものを中止してくれたらよかったのに」

　アンベルク商会は憲兵隊の調査を知り、あえて違法賭場への踏み込みを行わせた。

　それは今後も違法賭博によって利益を上げるために他ならない。

「証拠は既に隠いん蔽ぺい済みで出てくる様子はない。このままだと大商会と貴族を誤認逮たい捕ほしたという濡ぬれ衣ぎぬを着せられて、憲兵隊の信用は地に堕おちる」

　ルクスの主導によって設立された憲兵隊は王都の保安と警備という役目から、上層にも自由に行き来する権限を有している。

　それらが許可されたのは今まで憲兵隊が保安と警備に努め、犯罪抑止と検挙を行って信用を得ていたこと、そして管轄がフェアシュタット家というところが大きい。

　だが、今回の件でその盤ばん石じやくであった信用は大きく揺らいでしまった。

「このままの状態で終われば……今後は上層で何が起ころうと、憲兵隊は手出しができなくなる。だからアンベルク商会は憲兵隊が強行突入する情報を得た後、一いつ切さい合がつ切さいの証拠を消し去ってから『違法賭博もどき』の状況だけ作り出しておいたってわけだ」

　もしも今回の一件が誤認逮捕として片付けば、今回の件に関与していない貴族たちすら憲兵隊の存在を疎うとみ、協力はおろか調査を行うことすら困難になる。最悪の場合は憲兵隊が解隊される事態もあり得る。

　上層は事実上の無法地帯となり……下層、もしくはそれ以上に酷い状況となる。

「まったく……貴族とか大商会とか、上層の裏でコソコソやってるふざけた奴らをしょっ引くために、僕が色々と苦心して憲兵隊を作ったってのにさぁ」

「その正義感は称しよう賛さんするが、あんたがアンベルクの奴らを甘く見たのが悪い。ああいった手合いは金になるとわかったら、必死こいて続けようとするもんだ」

「甘く見てたつもりはないんだけどね。ただ……まさか、下層の非正規商会の人間が、この一件に一枚噛かんでくるのは予想してなかったよ」

　感情を抑えるように、ルクスはその表情から笑みを消す。

「単刀直入に話をしようか。君が持っている、アンベルク商会が違法賭博を行っていたという証拠……それらをこちらに渡わたしてもらおうか」

「おいおい、こっちは商人だ。何かを得るためには何かを払ってもらわないとな」

「こんな回りくどい計画を立てて、今いま更さら金が欲ほしいだなんて言わないだろう？　こっちも必死だから、ある程度の要求だったら応えてあげるよ」

　辟へき易えきした様子のルクスに対し、タクミは口端を吊り上げながら言う。

「まずはアンベルク商会が保有する全すべてだ。保有する建物、財産、土地や採さい掘くつ権けんなどの権利書、あいつらが持っている物を全て『鈴蘭』に渡してもらう」

「……先に証拠について精査してからだねぇ。そもそも違法賭博の証拠がなければ、僕は失脚して何もかも権限を失うわけだし？」

「もちろんだ。こっちも証拠が不十分で結局ダメでした、じゃお話にならない。あんた本人に精査してもらうために、ちゃんと資料は持ってきてある」

　タクミは懐ふところから紙束を取り出だし、そのままルクスの前に放って寄よ越こす。

　先ほどまで死んだ表情をしていたルクスだが、資料に目を通す内に生気を取り戻す。

「これまで行われた賭博の日時と会場の記録、賭博によって得た収益額、来訪した貴族たちの名簿、資金洗せん浄じようの手法と記録……その資料とアンベルク商会の金の動きを照らし合わせれば、いくらでも埃ほこりが出てくるだろうよ」

「……この資料の出所は信用に値する物かい？」

「もちろん。それらはすべて、アンベルク商会で奴隷の仕入れをやっていた奴がつけていた帳簿だ。そいつは金が大好きで、日記と一いつ緒しよに事細かな帳簿をつける奴でな」

　ガイツは一日の終わりに、その日に行った取引や収益額の詳しよう細さいを記録する習慣がある。

　その習慣はガイツが『鈴蘭』で働き始めた頃から欠かさずに行っているものであり、アンベルク商会で行われてきた違法賭博の内容についても事細かく記していた。

　そういったガイツの小まめな性格を把握していたからこそ……タクミは裏で動いていたガイツを放置し続けていた。

「個人でつけていた帳簿だから、アンベルク商会の人間も改かい竄ざんしようがない」

「なるほどねぇ……たしかに、裏が取れたら十分な証拠になるね。アンベルク商会は証拠の隠滅に必死で、改竄にまで手が回らなくて残っている箇所があるかもしれない。そうでなくとも、名簿にある貴族を揺さぶればそちらから色々出てきそうだ」

　トン、と紙束を整えてから、ルクスは再びタクミに向き直る。

「これで僕の首の皮は繋がりそうだけど……さっき君は『まずは』って言ってたけど、まだ何か要求するつもりなのかい？」

　これでもかと言うほど渋しぶい表情を作るルクスに、タクミは満面の笑みで答える。




「『鈴蘭』をアンベルク商会の代わりに、大商会として据すえてくれ」




　タクミの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ルクスは目を丸くしたまま固まった。

「…………君、それがどんだけ無む茶ちやなことかわかってる？」

「当たり前じゃないか。無茶だからこそ、あんたにこうして持ちかけてるんだよ」

「いや、いくら僕でも無理だから。下層の小さな非正規商会を、なんの理由も無く国政に携たずさわる大商会の一角に据えるなんてできるわけがない」

「だったら、理由があればいいんだな？」

「……なんだい。もう何を聞かされても驚かないから言ってくれよ」

　痛む頭を押さえているルクスに対し、タクミは言葉を続ける。

「違法賭博の検挙を行った日、本来なら賭博に使われる予定だった奴隷たちが輸送されて来る手て筈はずだったんだが……アンベルク商会は証拠となる奴隷たちをリスティナに持ち込むわけにはいかない。そいつらは今、別の町で保管されている」

　ガイツが仕入れた大量の奴隷たち。

　違法賭博で使われるはずだった奴隷たちは、一連の騒動によって難を逃のがれた。

「騒動の後、俺たちはその奴隷たちを一時的に保護して、『鈴蘭』の管理下で面倒を見ているわけだが……その奴隷たちはあんたらにとって不都合な奴らでな」

「……不都合？　その奴隷たちが僕らと関係があるように思えないんだけど？」

「それが残念なことに、下手したら爆弾並みにタチが悪い代しろ物ものなんだ」

　そんな言葉とは裏腹に、タクミはこの状況を愉たのしむかのように笑っている。

「賭博に使う奴隷の仕入れを行っていた商人は、別の商人と揉もめたせいで仕入れが上手うまくいっていなかった。目ぼしい仕入れ先は先回りされ、普段から奴隷の取引を行っていた組織からは見放され、どう足あ掻がいても奴隷を仕入れるのが難しい状況だ」

　笑いながら、タクミはルクスに向かって指を一つ立てて見せる。

「さて……国内で仕入れができなくなった奴隷商人は、違法賭博の奴隷を確保するためにどこから大量の奴隷を仕入れたと思う？」

　そこまでタクミが口にしたところで、何かを察したルクスが微かすかに眉をひそめた。

「もしかして、その奴隷たちって――」

「全員、リヒテルトではなく他国で捕まえた奴隷たちだ」

　疑問が確信に変わった瞬間、ルクスは人目も憚はばからず頭を抱え始めた。

「アンベルク商会の件がどうにかなると思った矢先にこれって……他国で奴隷を捕えてリヒテルトに連れて来るだなんて、金の亡もう者じやたちは戦争を始めたいのかい？」

「戦争が始まったら武具で稼かせぐって話だ。商人ってのはそんな生き物だぜ？」

「いやはや、奴隷商人の君が言うと説得力があるよ……」

　なんとか気を持ち直したのか、ルクスは青い顔のまま話を続ける。

「まぁ、君の言いたいことは理解した。要はその奴隷たちの存在が明るみに出ないように、君らの商会が奴隷たちを元の国へ返へん還かんするってことだね？」

「そういうことだ。仮にも法の番人でもあるあんたには言いたくないが、こっちはそういった後ろ暗いことにも慣れている。山越えなら国境の抜け道、海越えなら密航、決して表おもて沙ざ汰たにすることなく遂行してやろう」

　腕うでを組みながら、タクミはルクスに向かって自信に満ちた笑みを向ける。

「どちらにせよ、あんたに選択肢はない。『鈴蘭』を大商会に据えなければ他国との戦争だ。さぁ三大公のフェアシュタットさん、俺はあんたの英断に期待してるぜ？」

「英断もなにも一つしかないじゃないか……。まったく、エルスが君の話をする時、いつも苦い顔をしていたのがようやく理解できたよ」

　鉛なまりのように重い溜息をついてから、ルクスは肩かたを竦すくめて見せる。

「違法賭博の罪に問われたアンベルク商会は確実に罷ひ免めんされる。そして僕と取引した君はアンベルク商会のすべてを奪って、商会『鈴蘭』を大商会に相応ふさわしい規模へと成長させる。そして公にはならないが、リヒテルトの平和と国交に貢こう献けんした『鈴蘭』の功績を王家は認めざるを得ない……いやはや、見事な筋書きだよ」

　手を叩たたいて称賛しながらも、ルクスの目は笑っていない。

「……それで、君は自分が所属する商会を四大商会に据えて何をするつもりだい？　今回は予想外の不意打ちを食らったけど……この国で妙なことをするつもりなら、僕はフェアシュタットの名に懸けて君を全力で潰そうじゃないか」

　家名だけではなく、確かな実力を持ってその地位に登り詰めた人間の言葉。

　今回は不意打ちだったからこそ、容易にルクスを出し抜くことができた。

　しかし、今後のルクスは決して見み逃のがさない。今回の謀はかりごとを完かん璧ぺきに運んで見せたタクミを脅きよう威いと認識し、大商会としての地位を得た『鈴蘭』の動きを逐ちく次じ監かん視しする。

　だからこそ、タクミは笑いながら言う。

「下層に彩いろどりと温かみを与あたえる……ってところだ」

　その言葉を聞いて、ルクスは大きく目を見開いた。

「……大それたことをやった割りには、ずいぶんと詩的なことを言うじゃないか」

「それがうちの優やさしい首領さまの望みだからな。下層の現状を変えるためには大商会としての地位や権力が必要不可欠で、まだまだやらなきゃいけないことがたくさんある」

「首領の望み……それじゃ、君自身は何を目的としているんだい？」

　そんなルクスの疑問に対して、タクミは普段と変わらない調子で答える。




「自分がどこまでやれるかを試ためす、それだけが俺の望みだ」




　どこまでも自信に満ちた笑み。

　その笑みに釣つられるようにして、ルクスも軽く微笑みを浮かべた。

「なんともまぁ……ヴァテルさんと同じことを言う奴がもう一人いるとはね」

「なんだ、あんたヴァテルさんのことを知ってたのか？」

「よく知ってるよ。ヴァテルさんは先代……僕らの父親と懇意にしていたからね」

　過去を思い返すように遠くを見つめてから、ルクスは一度目を閉じる。

「まぁ、君らを大商会に据えてみるのも面白おもしろそうだ。アンベルク商会を始め、他の大商会も長いこと居い座すわって図に乗ってるし、頭の中身まで腑抜けた貴族は善悪の区別がつかないほど腐りつつある。ここらで新しい風を入れてみるのも悪くない」

「なるほど。それで、本音のところはどうなんだ？」

「ぶっちゃけ君と対立したら死ぬほど面倒だし疲れるだろうから、できるなら互いに利益があるような関係を築きたいってところかな」

　ルクスが素す直なおな言葉を口にしたところで、タクミは苦笑を返した。

「それじゃ、こっちは早速奴ど隷れいたちの送還に取とり掛かる。あんたも上手くやってくれよ」

「君に言われなくても上手くやるさ。フェアシュタットの家名を地に落とすわけにはいかないし、リヒテルトが戦火に巻き込まれるのも御ご免めんだからね」

　肩を竦めながら、ルクスは手元でペンを走らせる。

「さぁ、これが誓せい約やく書しよだ。今後は好いい関係であろう。『お人好しの奴隷商人』さん」

　誓約書を受け取りながら、タクミは口端を吊つり上あげて笑う。




「こちらこそ、今後とも『お人好しの奴隷商人』をごひいきに」







終章　その後の奴隷商人







　ルクスとの会談を終えてから二週間。

　たった二週間で、王都リヒテルトは大きく揺らいだ。

　四大商会が行っていた違法賭博の問題、そこに参席していた名立たる貴族たちの逮捕。

　ルクスが提示した違法賭博の記録とアンベルク商会の不ふ明めい瞭りような金の動き。

　そして参席していた貴族たちは違法賭博が開催されていた日時の現場不在証明を行えなかったことから、関与していた人間は然しかるべき罰を受けた。

　そして空席となった四大商会の一角には……『鈴蘭』が抜ばつ擢てきされた。

　アンベルク商会が行ってきた不正を暴き、今回の件を解決するために尽力した功労者。

　その報ほう酬しゆうとして『鈴蘭』はアンベルク商会が保有する全権を譲じよう渡とされ、リヒテルト王家直々の命によって大商会の座へと据えられた。

　その事実がまた大きな波は紋もんを呼んだ。

　下層の非正規商会を大商会に据えるという異例の事態に、多くの人々は疑念を抱だき、時に声高々と反対を表明する者もいた。

　だが、王家勅ちよく命めいということもあり、『鈴蘭』を批判する声は日に日に減っている。

　その後は『下層から成り上がった奇き跡せきの商会』と多くの人々が喧けん伝でんして回ったこともあり、むしろ『鈴蘭』の存在について前向きに捉える人々が増えてきている。

　――と、いった内容が表向きの話であって、裏側を覗くと様々なことがあった。

「いやー、やっぱ王家の発言力ってのは絶大だな」

　いつも通りクノンとカリンを引き連れながら、タクミは上じよう機き嫌げんな様子で言う。

　そんなタクミとは対照的に、カリンは疲ひ弊へいしてぐったりとしていた。

「まさか、三大公のフェアシュタットどころか、リヒテルト王家そのものを脅おどすなんてバカげたことをする奴がいるとは思わなかったわ……」

「脅してなんかいないだろ。俺たちはきっちり仕事をこなしたって報告をしただけだ」

　ガイツが国外からかき集めてきた奴隷たち。

　山を越えた先の旧帝国、海を越えた先の島国が連なった連合国、同盟を結んでいる英えい雄ゆうたちが集まる都市国家、様々な方面からガイツは奴隷たちを一カ所に集めていた。

　その中で、旧帝国を除いた他国は奴隷といった人身売買を禁止しており、公になれば神王国リヒテルトは批判を受け、国交の断絶どころか戦争へと発展する可能性もあった。

　そんな奴隷たちをタクミが速やかに送還したことで、リヒテルトが負うはずだった汚お点てんは秘密裏に葬ほうむられた。

　その功績によって『鈴蘭』は王家の推すい薦せんによって大商会に抜擢されたが、当然ながら貴族や他の大商会たちが黙だまっているはずもない。

「報告ついでに、俺はうるさい奴らを黙らせてくれって『お願い』しただけだ」

「それが脅きよう迫はくだってのよ……。隣となりにいたルクスが途と中ちゆうから『もう頼たのむから勘かん弁べんしてくれ』って顔で胃を押さえていて、見ているこっちが不ふ憫びんに思うくらいだったわ」

「あいつら兄妹は似たような反応をするから面白いよなぁ」

「あんたが面白がる度たびに、あの兄妹の胃が心配になってくるわね」

　ルクスが誓約を破った時のことを考え、タクミは送還した奴隷たちの所在をすべて把握していると告げている。つまり、何かあったら全部白日の下に晒さらすという意味でもある。

「大商会の一角を崩して、腐敗した貴族をまとめて牢にぶち込んで、時に王家や三大公すら手玉に取るってのに……そんな商会が下層にあるのも不思議なものね」

　見慣れてしまった、薄うす汚よごれた下層の町並みを眺ながめながらカリンは言う。

『鈴蘭』の拠きよ点てんは予定していた通り、下層へと残留している。

　これはミルトの望みというだけでなく、今後の活動を踏まえた上だ。

　今回の計画はすべて、非正規商会である『鈴蘭』に一定の地位と権力を与えるのが目的であった。上層に拠点を構える必要性はどこにもない。

　そして下層で起きている問題、改善による変化を見み極きわめるのならば、下層に留とどまって活いきた情報を収集し、それらを今後公の場で進言することもできる。また『鈴蘭』の面々にとっては、自分たちの行っている成果が実感できて意気込みにも繋がる。

「ま、あたしは貴族のいる上層なんか御免だし、下層の方が気楽でいいけどね」

「わたしも賛成ですっ！　上層だと食べもの屋さんが少なすぎて落ち着きません！」

　上層で話し合いを行っている間、ずっとつまらなそうにしていたクノンが活き活きとした眼で語る。当然ながら、その手には道中で買った食べ物を大量に持っている。

「おら、クノン。食い物買ってやったんだから定期報告だ」

「はーい。とりあえず、以前の戦せん闘とうで捕えた亜人さんたちの薬抜きが終わりました。その内、戦闘意欲が残っている方は実働部隊で鎮ちん圧あつを主とした訓練。残りの方は観測手として補助に回して、戦闘を望まない方は奴隷としてタクミに回すと思いますー」

　もっふもっふと物を食べながらも、クノンはしっかりと経過報告を行う。

　タクミが武力行使の際に使用する、亜人のみで構成された部隊。

　前世の知識から作り出した現代兵器を主な武装とし、軍隊と同等以上の規律ある行動、また亜人の特性を活かした役割分担によって目的を確実に遂行する。

　クノンは護衛以外の空いた時間、それら亜人部隊の訓練を担当している。

「以前からいた実働員は問題ありませんが、新しく入った子たちには銃器に対する意識を強く持たせないとダメかもです。そもそも亜人はエルフ以外、道具をあまり用いませんし」

「そのエルフも、銃みたいな鉄の塊かたまりは嫌いやがるってのがね。あたしはさすがに慣れたけど」

　背中にある、布に包まれた狙撃銃を叩きながらカリンは言う。

「前ぜん床しようやら銃じゆう把はが木製って言っても、鉄の臭においだけはどうしてもねぇ……」

「でもでも、カリンはそれをタクミからもらった時、すごく嬉うれしそうにしてましたよね？　毎日ベッドで抱いて寝ねて――ああっ！　なんでわたしのごはんを取るんです!?」

「余計なこと言った罰よ。……一応言っておくけど、銃を抱いて寝てたのは鉄の臭いに慣れるためだから」

　クノンから奪った果物を食べながら、カリンは不ふ貞て腐くされた様子で言う。銃を扱あつかえるようになるまで、色々と紆う余よ曲きよく折せつがあったのだろう。

「それより、アンベルク商会の方はどうなったのよ？」

「元、アンベルク商会な。今じゃ『鈴蘭』が全権を握にぎって運営してるんだからよ」

　幹部や関係者が捕縛されたことで、アンベルク商会は実質的に解体された。

　しかしそのままでは国政に影響が出るため、全権を移譲された『鈴蘭』には早急に対処するようにとルクス及および王家の方から命じられている。

　当然ながら、タクミはそちらの対処を既すでに終えている。

「ま、『鈴蘭』で報告を聞いた方が早いだろうし、さっさと行こうぜ」

「……そう言われると、なんか気が滅め入いるわね」

「色々と思うところはあるだろうが、これからは仕事仲間だ。仲良くしろとまでは言わないから、支障は出さないようにしろよ？」

　嫌そうな顔をするカリンの頭を叩きながら、タクミは代わり映ばえのない『鈴蘭』の事務所のドアを開ける。

　受付にいる男と軽く挨あい拶さつを交かわしてから、そのまま応接室へと入る。

「あ、おかえりなさい。タクミ」

　応接室にはコートを身に着けたミルトの姿と――

「おお、戻られましたか。タクミ殿どの！」

　見慣れない、痩やせこけた三十代の男がいた。

「「………………誰だれ？」」

　クノンとカリンが口を揃そろえて言うと、男は慌てて立ち上がる。

「誰だなんてそんなご無む体たいな！　クノン殿やカリン殿は私の姿をお忘れになったので!?」

「いや、忘れたも何も知らないんだけど」

「わたしも知らないですよ？」

　首を傾かしげる二人を見て、タクミが男の名前を告げる。

「いや、こいつガイツだから」

「…………は？　いやあいつはもっとこう、豚ぶたみたいに丸々としてるでしょ」

　身振り手振りで表すカリンを見て、すっかり痩せ細ったガイツが苦く笑しようする。

「いやぁ……しばらく激務の中にいたのと、心労が重なったせいですっかりと体重が落ちまして。なにせ、失敗したらタクミ殿に何をされるか……され……うあああああッ!?」

「突とつ然ぜん発狂するんじゃねぇよ。報告に来たってことは、順調に事は進んでるんだろ？」

「は、はいぃ！　それはもう、タクミ殿の要望通りに遂行しましたとも！」

　体型だけでなく人格まで矯きよう正せいされたのか、ガイツは怯おびえながらも佇たたずまいを直す。

「そ、それでは……『鈴蘭』傘さん下かに入ったアンベルク商会の運営について報告致します」

　騒動の後、タクミはガイツに上層にあるアンベルク商会の運営を一任している。

　ガイツは性格にこそ難はあったが、その経営手腕と運営能力は本物だった。

『鈴蘭』の中でガイツに付いた人員は決して多くなかったが、それでもガイツは『鈴蘭』の運営に支障を出さず、裏でアンベルク商会との取引、他国における人脈作りと取引先の開拓などを行って見せた。

　それはすべて、ガイツが少人数で事を成せるように仕事を極限まで効率化させ、それらの運営指揮を自ら執とっていたところが大きい。

「商会の経営については滞とどこおりなく行えております。運営方法や方針を従来から一新したこともあり、アンベルク商会から引っ張ってきた者たちが慣れるまで時間が必要ですが……その後『鈴蘭』が行ってきた業務、別の事業への着手へ移れるかと思います」

「お前から見て、着手にまでどれくらい掛かる？」

「二月……いえ、並行して行いますので、一月で完了させます。新たな事業や通商開拓については試案を作成しましたので、そちらに目を通していただければと」

　手て際ぎわよく進めているガイツを見て、カリンはなんとも微び妙みようそうな表情を作る。

「……なんか、これがガイツって言われてもいまだに信じられないわ……」

「あはは……私もさっきまでガイツさんからお話を聞いていましたけど、別人のように変わっていたのでそんな気分でした」

「それはもう、私は心を入れ替かえたものですから！　これからはタクミ殿の下で忠実な下げ僕ぼくとして働き、粉ふん骨こつ砕さい身しんの意気で臨のぞませていただきます！　そうしないと……次こそ私は、私の命は……うわあああああああッ!?」

「ガイツ、お前もう面めん倒どうだから帰れ。商会の運営が上手くいってるならルクスから小言を言われることもないだろうし、報告もさっきので十分だ」

「はい……それでは、何かありましたら遣いを寄越していただければ！　タクミ殿からの要よう請せいはすべてにおいて優先すべきだと心得ておりますので！」

　以前の傲慢な態度は影も形もなく、ガイツは何度もタクミに頭を下げながら、応接室を去って行った。

「あれはもはや人格矯正というか、洗脳って感じね……」

「あいつは野心が深かったから、矯正くらいじゃまた再燃すると思ってな。そのためにとことん心をへし折って、ちょいと吹き込んだらあんな感じになった」

「ははは……何を吹き込んだのかは聞かないので、お願いですから『鈴蘭』にいる人たちにはやらないでくださいね……」

「前向きに善処しよう。そもそも問題がなければ俺は何もやらないし、何かするなら首領さまの見えないところでやるさ」

「だからダメですって！　見えないところでもやっちゃダメですから!!」

　まるで子供を叱しかりつける母親のように、ミルトは背伸びをしてタクミの頭を叩く。以前とは違ちがって遠えん慮りよが無くなってきたのは良い傾けい向こうだろう。

「さて……とりあえず、今回の目的は達成した。国政に関わるために必要な権力、今後の活動に必要な資金の供給、他者の『鈴蘭』に対する認知度……必要なものは大体揃ったことだし、次は地盤固めをしていこうじゃないか」

「地盤固めって……具体的には、どのようなことをするんですか？」

　首を傾げながら尋たずねるミルトに対して、タクミはゆっくり頷うなずいてから答える。

「要は俺ら個人に権力を持たせようって話だ。ミルトは今回の件で『大商会の首領』になったから問題ないが、俺は元奴隷で姓すら持っていない。そして俺に付いているクノンやカリンも元奴隷でしかも亜人ときている。他人から見ればただの胡う散さん臭くさい奴やつらだ」

『鈴蘭』が大商会となった以上、今後多くの人々から注目を浴びることになる。その中で実務を行っている人間の素す性じようが不明瞭というのは、無用な不信感を与えかねない。

「でも、あんた今の身分が気に入ってるとか言ってなかった？」

「俺が気に入ってるのは元奴隷って出自だから、なにも問題ないぞ？」

「元奴隷の出自が気に入ってるってのが意味わかんないけどね……」

「人の好みは千差万別ってことが知れてよかったな。それより、どうやって個人の評価を高めて権力を得るかってところだ」

　タクミの言葉を聞いて、ミルトが口元に手を当てながら答える。

「えっと……家名も含ふくめて考えるとしたら、叙じよ爵しやくを受けて貴族になることでしょうか？　その他ですと武功を挙げて騎き士しの称しよう号ごうを得る、土地を得て地方を治める領主となる……それとリヒテルトは女め神がみ信しん仰こうという国くに柄がら、高位の聖職者が貴族相当の発言権を持ちますね」

「へぇ……ずいぶんと詳くわしいじゃないか、ミルト」

「い、いえいえ！　私というより、父が詳しかったんです。父はよくフェアシュタット家に出入りしていたので、私も子供の頃ころに失礼がないようにと覚えさせられたんです」

　わたわたと手を振るミルトを見ながら、タクミは顎あごに手を当てて考え込む。

「よし、それじゃ全部やるぞ」

「へ？　あの、全部というのは……？」

「全部は全部だ。叙爵のための功績、騎士の武功、広大な土地、高位の聖職者……そいつらを俺たち全員で取りに行こうじゃないか」

　自信に満ち溢あふれた表情を作りながら、タクミは口端を吊り上げる。




「それくらいやらないと、面白くないだろう？」







あとがき







　えー、どうも。藤ふじ木きわしろでございます。

　前作『断だん罪ざい官かん』を手に取っていただいた方はお久しぶりです。

　今作からお目に掛かった方は初めまして。

　前回の受賞作刊行からだいぶ間が空いてから、新作の刊行となりました。

　本来は『断罪官』の刊行後に「新作書き終わったったー！」となっていたんですが、セルフ没で企画ごと潰した結果がこれです。とても反省しています。

　ともかく、久々に本が出せたので今回は真面目に作品について語ろうと思います。

　若干のネタバレ成分があったりするので、あとがきからお読みの方はご注意ください。

　今作の『最底辺からニューゲーム！（以下略）』は、「とりあえず奴隷商人でダーク感を出そう。そして悪は慈じ悲ひもなく惨むごたらしく四し肢し散さん開かいしたまえ」という方向性で考えていましたが、当然ながら編集さんから怒られたので明るい話となりました。惜しかったです。

　この言葉からわかるように、私はあまり明るい話が得意な方ではありません。

　そのため、今作を書き上げた時は書いた本人がびっくりしました。

「臓ぞう物もつが……臓物が飛び出ていないッ!?」

「切断面の詳細描写が無いなんて正気か!?」

「奴隷を使った、目を覆おおいたくなる非人道的な場面がないじゃないか!!」

　などなど、自分でちょっとツッコミを入れていました。

　あ、苦手な方のために注ちゆう釈しやくしますと、多少ショッキングな場面があります。そこは図らずとも滲み出た作者の何かなので、本編中のかわいい女の子たちを見て中和してください。

　話は戻りますが、今作は「奴隷という最底辺の状況に転生した後、チートや異能を拒否して自分の実力だけで駆け登っていく」といった成り上がり物語となります。

「なんだよチートないのかよ……」と思った方、ご安心ください。

　本作の主人公は「前世が簡単すぎたから、もっと過酷な異世界で自分の実力を試したい」という目的意識があることから、前世で既にチートじみた能力を持っていた人間です。

　この部分については色々と悩みまして、「チートじみているが、あくまで異能ではなく現実の範疇で収めたい」というものがあったりしました。

　そのため主人公自身が無双するのではなく、頭脳役として他者を動かして無双する……といった形になったのが今作となります。

　主人公の前世について明記しておりませんが、いつか考えｔ――ちゃんと考えられているので、続巻で明らかにできたらいいなぁと思っています。

　そして見所の一つである、『奴隷』として主人公に従う奴隷少女たちです。

　主に従う奴隷は「黒髪のエルフ」と「元気な獣耳娘」となります。

　このヒロインズはかなり早い段階でイメージが固まっていました。

　エルフ娘は「一般的なエルフ（金髪）とは正反対のイメージと設定にすれば、合法的に大好きなサラツヤ黒髪娘が書けるじゃないか、やったぜ」という天啓を受けた結果です。

　そして獣耳娘は「反対されても押し通す」という固い決意の下に生まれました。

　獣耳っ娘ってすごくいいですよね。

　感情の起伏と共にぴこぴこと動く獣耳。現在の気分を表すように揺れるもふもふ尻尾。活力に溢れた容姿としなやかな手足。時折覗かせる犬歯がやんちゃな一面を見せ、人間だけでなく獣という側面からくる独特な思考や文化。それによってやや幼い印象を受けながらも無邪気さが垣間見え、そこから己が内から溢れてくる得も知れぬ感情の奔流と爆発――

　少々ページが心配になったのでこの辺りで留めておきました。要は好きなんです。

　他にも個性豊かな奴隷たちが出てくる予定があったりなかったりしますので、そちらについても期待していただければと思っております。

　奴隷少女たちだけでなく、ちょっと頼りなくて泣き虫な女首領、真面目で厳しいけれど少し間の抜けている女憲兵隊長など、主人公を取り巻く人々にも注目していただければと。

　できれば、女性だけでなくダンディなおじさま的なキャラも出し――あ、ページが。




　それでは、お世話になった方々へ謝しや辞じを。

　担当様。毎度大変ワガママな要求をしたり苦労をお掛けしてすみません。たぶんあんまり反省していないので今後もご迷惑掛けるかもしれませんが、よろしくお願いします。

　イラスト担当の柚ゆず夏か様。素晴らしいイラストの数々をありがとうございます。憲兵隊長は一番イメージがぼんやりしていましたが、柚夏様のイラストを拝見して一発でイメージが固まりました。そして素晴らしい獣耳でした。お会いする機会があったら拝み倒します。

　そして本作の出版に携わっていただいた多くの方々に、心よりお礼申し上げます。

　そして本作を手に取っていただいた読者の皆様に最大の謝辞を。

　本作をお楽しみいただけたのならば、何よりも幸いです。

藤木わしろ
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